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↑戦前の小笠原漁業

１

鮪漁船と陸上げされた鮪

父島二見港。大正８年

。

ｂ増9-

！ ２

鮪の加工場

父島二見港。大正８年
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３

漁場調査指導に活躍した

府小笠原支庁所属の指導

船海幸丸大正１１年

鱸

議
臘！

４

大正１５年採取された

モモイロサンゴ高さ

１２２０７７ｚ巾１７５０７７ｚ

重量１２ｋ９



２造礁サンゴの生態

５

干潮時露出するエダミドリイシ

戦前の父島二見港内

昭和１０年

蕊

田

幸

⑭

－JＰ
印

画

６

lＵ

戦中に破壊され回復しない

サンゴ礫の海底

父島二見港二見岩島

水深２フル昭和４５年７月

＃
ﾕ゛

夢

破壊されずに蕃殖するエダミドリイシの群体水深１０７"

昭和４５年７月

７

野



５造礁サンゴの生態

８球

エダミドリイシを食害するオニ

ヒトデ父島二見岩沖

水深５７”昭和４４年７月

！

着生後２０余年を経たと推定されるテーブルサンゴ長径１９５ｃｍ

兄島滝の浦沈船水深１０７７２／昭和４５年７月
９塑

獣 『
唖

F…Poui…に見…成長休止帯(矢印)×当母島沖港昭和４４年８月
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４造礁サンゴの生態

１１

ＦａｖｉａＰｏｌｌｉｄａｈに見られる

成長休止帯（矢印）

母島沖港昭和４４年７月

故

詮

１２

イタミレポラの成長、昭和１９年

海没した飛行機上に着生繭父島二

見港、屏風谷沖

水深１２７７z，昭和４４年７月

智
力
も

１

陰

成長度測定用に標識を付けたミドリイシ類、兄島の滝の浦湾沈船

水深１１?"昭和４４年７月
1３



ガメの増殖５アオウ

、
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1４

戦前のカメ蕃殖場

父島二見港

昭和１０年

●

０

１５

戦後捕獲された

標識亀

昭和４５年７月

父島清瀬

９

１６

同上

標識部位拡大

縁甲左後縁

昭和４５年７月

■



５アオウ ガメの増殖

、
、
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１４

戦前のカメ蕃殖場

父島二見港

昭和１０年

･

５

１５

戦後捕獲された

標識亀

昭和４５年７月

父島清瀬

？

１６

同上

標識部位拡大

縁甲左後縁

昭和４５年７月

■
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小笠原諸島水産業の発展経過と資源の動向（予察）
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表１小笠原諸島漁場面積

浅海漁場面積 陸棚面積
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船が増加し５０隻余，無動力船は１５０隻余（１４年）に達し，漁獲高は最盛時（１５年）

５９万円余，製造高は２０万余円に達した。

（昭和時代）引続くサンゴブームに乗って，多くの動力船が建造された結果，約８０隻

余に達した。又漁獲金額もうなぎ登りに増加した。即ち１１８．７万余円の漁獲物中，サン

ゴが１０４万円を示めた（元年）。サンゴプームが去ると漁稚金額は６～８万円，製造

高は１１～１８万円と精下り気味であるが，梢安定した状態が続き，その陵，軍その他人

口の靖加に伴左い，増産が要求され，漁船，漁家数は大差左いが漁獲高は２４万円，製造

高は６２万円（１５年）となった。やがて第二次世界大戦が始まり（１６年）漁業者は召

集等によって減少し，生産は低下した（表２，図６）。

２）漁業者，漁船の変遷

明治１５－昭和１５年迄の６０余年の漁業者数，専業者数，漁船数の変遷を見ると次の

三時期に分けることが出来る（図５，表８）。即ち第一期（明治１５－２８年の１４年間）

では専業者は極めて少なく数十人であるが，盛漁期には農業者が漁業を営な承兼業者が専

業者の５倍にも達した。この間の漁業者数は平均５０人（範囲１４－９５人）この内専業

者は平均１４人（範囲５－４５人），漁船数は平均５５隻（範囲８－８８隻）である。

第二期（明治２９－大正４年の１８年間）では漁業は飛躍的に伸び漁業者は第一期の５

倍，平均２６１人（範囲１５２－４１８人）に達しこの内専業者は第一期の８倍余の平均

１０９人（範囲６５－２５１人）と急増し，漁船数は第一期の５倍余，平均１１９隻（範

囲７４－１５７隻）に達した。

第三期（大正５－昭和１５年の２５年間）では漁業は安定し第二期に比べると特に増加

は見られないが漁業者数は平均１６１人（範囲１０５－２５５人）と減少したが専業者は

第二期と大差なく平均１１２人（範囲７５人－１７１人），漁船は動力船の増加となって

平均１７６隻（範囲１６５－２４６隻）に達した。このように専業者以外に農業者による

兼業が多かった理由の一つとして農業の一時的不振や，漁獲物の大半が回鱒'性魚頚であっ

て季節によっては漁業生産をおこなった方が有利であったが第三期に入っては次第に小笠

原の産業も安定し専業化したことによるのであろう（表８(1)－(3)，図５）。

５）小笠原水産経営事業の概要

明治５９年本格的な水産開発をするため，東京府小笠原支庁は７ケ年継続の水産経営事

業を開始した。即ち支庁内に水産部を設置し専門職員を配置し，各種の基礎調査，指導，

奨励事業を開始，後に第２次，第５次と継続したのである。これ等の各項について概略述

べれば次の通りである（表５凡
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表２小笠原島漁業の歴史

内務省出張所設置

アオウミガメ卵ふ化，博物館寄贈（内務省出張所）

カメ水煮罐詰試作（勧農局試鯵場小笠原出張所）

蟻漁業開始，好成績（高知県人漁船２隻，同時に蟻，肉塩乾，塩蔵）

罐詰機械民間交付，カメ水煮継続（和甲，骨粉製造，肉塩蔵）

製塩調査，民間人来島（東京人）

カメ及び卵の捕渡禁止公布（５月１５日～８月１５日）

鮪立縄及び曳網漁業民間人試みる（新潟県人）

天日製塩を命じ補助金交付（父島州崎）

カメ及び卵捕獲禁止期間

天日製塩開始

捕鯨計画（民間人）

府小笠原島庁設置

鰭，海豚漁業開始（小笠原漁業組合を組織，資本金千円）

捕鯨開始（ポート２隻，漁夫１２名）

カメ及び卵，夜間のカメ捕獲禁止

カメ及び魚の嬢詰試験及び養魚場作成，カメ，魚類の養殖開始

水産調査開始（農商務省），鰹漁業有望

カメ及び卵の捕猿期間延期（４月１日～８月５０日）

鰹漁業及び鰹節加工開始（東邦組水産試験場，清瀬）

房州型漁船建造，沿岸漁場調査及び漁業試験を民間に委託（農商務省）

漁船２隻，新式罐詰機械民間に貸与，釣針各種１，５００本

民間貸与（母島）

島庁水産部設直，カメ罐詰加工再興（旭組）

アオウミガメ捕独取締規則公布（府令１８号）
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明治５１年５月 鱗漁業試験及び調査（農商務省）カメ製造試験及び外国輸出を農商務省に

依頼，カメ捕獲組合設置（父，母島）

鰭漁業北硫黄島で開始

水産製造場，母島沖村に建築

母島漁業協同組合設立

棒受網購入し，民間人貸与試験，蟻漁業母島漁協開始

小笠原罐詰合資会社設立，カメ，各種魚類罐詰，節類製造開始，

（資本金１万円）

,｣､笠原島殖産罰業水産経営開始，９２１０６円（７ケ年継続事業）

小笠原丸（７６トン）を小笠原遠洋航業ＫＫに貸付，南方蟻漁業に従事

鰹節製造改良のため静岡県下より教師傭へいす

小笠原島漁業生産販売組合設立，鰹船２隻，餌船１隻貸付

カメ生賓，ふ化場設置開業（父島，清瀬）

魚市場設置開業（大村，神村）

鰹餌制漁鞭取締規則公布（府令第８７号）

鮪漁具（千葉式）４隻分漁協及び漁業会社に貸付，蟻延縄神村漁業者に貸

付
鮪節及び塩蔵品の製造開始（聟島）

鮪罐詰開始（小笠原罐詰合資会社）

水産加工場新設貸付，節類塩蔵品開始

発動機船（旭丸）始めて建造（民間船）

鮪延縄漁業父島２隻，母島２隻出漁開始（民間）

鰭罐詰製造開始（小笠原耀語合資会社）

母島丸（１２５４トン，２５ＬＰ）建造

第２期小笠原水産経営開始，７ケ年１６４，５９９円

氷蔵，鮮魚輸送民間開始（第二東奥丸）

多賀丸（１５０トン，８０Ｆ）竣工（島庁）

沖縄漁夫２７名移住餌料供給
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大正元年
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大正２年１１月

６－

父島，母島漁協設立

１２万IPエンヂン貸付

鮮魚氷蔵運搬試験（小笠原水産合資会社委託）

ムロ棒受網始まる（マクロ餌用）

漁船喜多丸竣工（肩７尺，８ＬＰ），第５期水産経営開始７

棒受網漁業試懸｡開始，サンゴ船２隻

サンゴ船１０隻

拓南丸進水（１９５トン，５２５Ｆ），小笠原水産貸付，

間試験委託，節類開発に硫黄島に教師派遣

サンゴ船５０余隻，年産１２万円となり，本島主要産業と

海幸丸（４１トン，７５Ｐ）進水

鯨事業場父島開業（東洋捕鯨ＫＫ）

鯨肥料工場認可（民間）

７

８５

９

１０

１１１０

ケ年継続事業

●

鮮魚運搬５ケ年

｡

″

１２３

″ １２

１５５

１４

昭和１７

７年９月８日

なる。

小笠原島アオウミガメ漁業取締規則公布（府令第８８号）

専用漁業権設定１９種５６００ｍ（神村漁協）第５

２０種１６００ｍ（大村〃）第５
″

ﾉノ ２０種５６００７７’ 第５２８

クサヤ出荷始まる

北村，神村漁協設立，母島魚協分離

真珠貝養殖区画漁業権設痔，父島漁協，第２６６号

専用漁業権設定２０種１５００ｍ北硫黄島漁協第

１８種１５００ｍ硫黄島漁.協第

１２種１２００ｍ〃 第

大東亜戦争勃発

現地召集壮丁出征

燃料その他の統制

２７８号

２８６号

５，５２８７号

１０．－－

１２．１．２０

１４．２．７

〃８．１５

0

■

５７２７号

５７２８号

５７２９号

１６．１２．８

″

″

－－－－－－－」

－１１－
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図５漁業者，漁船数の変せん
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表５小笠原島水産経営事業

リ

ｙ４Ｕ４Ｐ１Ｚｐ必』２１ム ８９

基礎調査
海洋観瀬
田:１，調径

宗旨｡Ｍ園Fkl

鰹巾着網漁業試彫
〃小鮪延縄試験
鮪，鮫延縄試験

轤蟻藷験

蕊驫證娠|識●

毒殖試験

鱒鰹訶驍

;雰蕊露移殖試騒
多７１且，護l71El試験

藻類移殖試嚇

鰹節製造試験

，飛魚，塩乾品禦
雑魚赤|Ｉ用試齢(鱗ｸン 蛸ﾈ日信－ILfFi里7.口口21害

露塗篭蕊篝
調味薪.製品子ｲ蒲試鰯

亀、IHiN赤111EFI言Ｉ吉Fロ
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週弓篶（樹
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可Ｔ

，
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型品璽

煮l}Ｒ▲員春1５

笙講註
蔵室.冷蔵庫言ef書
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(1)基本調査海洋観測，海流，生物調査を明治４２年以降，昭和１５年に至る迄，継

続して行をわれた。海洋観測には定置及横断観測，海流調査では廷４０００本の海流瓶

の投入を大正５年より開始している。これらの総合結果から，小笠原近海の海況が把握

された。生物調査では明治４３年より着手，水産動植物の種類，分布を明らかにし，後

に生態調査に移った。亀の回帰年，分布，カツオ，マグロの標識放流，クマササハナム

ムロの生態調査等，多様である。

(2)漁業試験回淋性魚類を対象として，先づ鮪鮫延縄に飴さり，陵に鰹巾着，か蟹

b火利用漁業試験等，明治，大正時代としては画期的な漁法を導入試験をした他，トビ

ウオ，ムロアジ，磯魚を対象とした各種漁業試験等９項目に亘る多彩を調査を行なった。

特にサンゴ漁場調査と鮪延縄漁業は大正５年以降長期に亘b，漁具，漁法の改良，新漁

場の開拓に努めた。

(3)養殖試験明治４５年，アオウミガメの人工ふ化放流事業に始まり１１種に及ぶ，

各種，海産，淡水産水族を移殖，養殖試験の他，鰹飼料としてボラの養殖等も行なった。

タツプミノオは今尚蓄殖している。特筆すべきはアオウミガメの人工ふ化放流事業で，

当時世界に先駆けて長期間，且つ効果ある事業として実施されて来た。

(4)製造試験各種節類（鰹鮪，鯖），塩乾品（ムロアジ，トビウオ，ウメイロ），

煉製，魚煎餅，塩漬，練製;品，瓶詰，罐詰等の他，大型貝類，珊瑚を用いた装飾用品等

利用加工試験を行なった。

(5)指導奨励事業水産経営事業の中で最も力を入れたので最も多様で且つ長期間に及

んでいる。漁業振興のための各種釣り漁業（鮪，鮫，鯖，カジキ，鰹等）の漁具の貸与，

委託學業，漁獲物の処理上，鰹節製造伝習会や削り競技会等は多大の成果を得ている。

叉氷蔵室，冷蔵庫を新設貸与，運搬船建造による遠洋漁業，運搬事業，その他，機関士

講習，水産講話等も行たっている。

(6)試験船昭和元年に母島丸（１９トン）全１１年に海幸丸（４１トン）が建造され，

各種調査漁場開拓に活躍した。

０

ア

、

９

４漁獲量の変動

１）金額

明治５９年～昭和１６年雀での漁獲物，製造物の経年変動（図６表４）から，次の５期

に分けることができる。そして，小笠原諸島の地域の特性（東京から１，０００Km余の離島）

－１４－



が漁獲物を生鮮品として販売できず，常に加工品として利用していたことが判る。特に船

舶関係が確保された昭和１５年頃でも加工品量が漁獲物量を上まわっている。

図６水産物の変動
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同時期の同一特性（離島）を持つ大島（東京から１２６Kｍ），八丈島（東京から２９０

m)ては逆に加工品は水場景の圭一牙と少ない｡同じ離島でも本土ﾍの距離がこ…た
隔差を生んだといえよう。（図７）

第１期（明治５９年～４５年）始業期

漁獲量円）
漁糖高は平均２０，６４５円

１，５００

製造高は平均１４，４１１円

第２期（大正２～８年）上昇期

１，０００
漁獲高は平均４５，０４１円

製造高は平均４１，５８７円

第５期（大正９～１５年）最盛期※５００

漁獲高は平均４１２９７０円

２００
製造高は平均１７１，６０９円

（千円）

第４期（昭和２～８年）下降期

漁猿高は平均１０４，５５５円

製造高は平均１４５，１６５円

~Ｉ

製造品"）ｌＺＺＺ
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図７支庁別漁獲量，製造品（Ｓ １５）

１５



第５期（昭和９～１６年）漸増期

漁猫高は平均１８ス８０１円

製造高は平均２７ス４８１円

※第５期～第４期の水場金額の増加はサンゴ漁業の勃興と，併せて鮮魚運搬船の

就航等による一時的増加である

２）第２次世界大鞠銅始後の漁獲量

昭和１７，１８年の漁鱒量については小笠原帰島促進連盟の資料がある。漁業者数５５６

名，漁獲高５，１５４ｔ，漁艫金額２，４５１，５９７円とある。

この数字は，戦争開始による労働人口の減少，漁具，燃潤等漁jiili資材の不足等から見てい

き》か信愚性に欠けるので省略する。

９

，

表４小笠原群島水産統計金額表（円）
￣－－－－－マーー￣~￣－－－－－￣～･￣￣凸一も■-,●－－～－℃￣画泗時固守守定一一一一一戸一一コ■■戸巳－

１０２１５

０ １１９９

20「 ０７１１拱蔓 ﾘ､MIG

４６２１穣付lWlMｲﾅH-}五月

、

〆

Ｐ

６６．１８Ｃ Ａ９６Ｒ

－１６－

｜年度’

〃１１

漁獲物

５６５，１８０

！

製 造物’備考

１１６，９６８

明治５９ ２０，２９７ １０，２１５

〃４０ １０，１９９ １１，５２６

〃４１ １２００４ １５，７０７ 無動力船１５２隻帆船５隻

″ 』 ２ ５５，２１０ ２０，１０７ 〃 ９７〃２〃

'′４５

〃４４

２２，６１５

１８，８４４

１６，５５１

１ス５２５

９４〃１１〃

〃４５

大正元年
２０，５４８ １１，６５０

２ﾉﾉ ２５，６５２ １５，４６２ 機付帆船出現１４隻

ﾉﾉ ５ ２８，９１２ １９１５９９

'' ４

″ ５

２２５４７

２８，４４２

２１，４５５

５５，８９２

″ ６ ５２９７４ ４６，７２５

″ ７

″ ８

６５，０８５

８５，６７５

７５．２７６

７６，９２４

″ ９ １５１，１８８ １５２４０１

〃１０ ２１ス７９７ ８２，５４０





５９％となる。したがって，大正末期も昭和中期もその漁業の依存度が回淋性と根付性と

相なかばしていて変らたいといえる。

※

※※

回淋性魚類はカツオ，マクロ，カジキ，フカ，サワラとする。

根付魚類はムロアジ，タイ（底魚ルトピウオ，その他とする。

(５％）

２５トン

回源性魚類

２２９トン

へ（４２９６）

ａ

〃･に

1km匡三蕾ｉ８９６）／ｏｏｆ－ｌ４４

，｢、96
,

２４８トン

（４６％）

］粥 冒剖寸性魚葬

硫黄島
４９旧

６％

４９&
~､～－－

(大正’５年度）（昭和１瓦IfE度）

図，漁獲高の比較図８島別漁獲量

（昭和１４年度）

、

、
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表５漁猿物（昭和１４年） 小笠原支庁

奴量１１９１今鮪1コ 放置K９１余頬Fロ 灰重Ｋ－９Ｉ金額円｜数量Ｉｉ９１金額Ｆ］

●

●

EＩｕ８

ソ公

３９

ｙＵ

９ヘリ且巴

●

１
Ｊ

Ｆ
Ｌ

ｇｇｌｌＦＭ４

◆

Ｉ
ロ

４４分_Ｕ６６ｉｌノｂＵｙ

－１９－－
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、
へ島別 ｜父島｜母島｜硫黄島’ 合計

数量K， 金額円 数量K９ 金額円 数量K９ 金額円 数量K， 金額円

魚
類

カツオ

マクロ

カジキ

ブリ

サメ

サワラ

ムロアジ

タイ

トビウオ

ボブ

イワシ

その他

計

４４，１１９

９５，６１４

4，７２１

2，６０５

２４，０５４

５４１８６

6ス９２４

1．１５１

2８，６１５

２７０

１６９

１０４，６８５

４２８，８８９

ス５５２

5Z５９６

1０２６７

７７０

2，７２４

1８５５４

1２７５５

２６１

6，２１１

５１

１５

2ス３８４

１１５，０９８

４１，６０６

５１，５１５

１５１

4β６０

1ス０４８

１５Ｒ５６８

5４１

5４，４５１

５０ヌョ００
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５５，４４０
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6，９９４

1１２１４５

2２０５

４９

１５

４１

３，９０９

4２９６

1，５６８

1，１５４

1５，２１５

8５，７２５

１５Ｒ１４４

5，１５８

2，６７４

5０，００８

９５，１７９

２８２，７５１

1，４９２

４８６９４

2７０

１６９

１６６，１１０
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１５，８５２

4Ｚ９５６
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７８３
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4１０８７１

５１５

Z７７９

５１

１５

5ス５１６

１８０，８３６

貝
類

サザエ

その他

計

2５６

２５６

５２

５２

4５７６

4，５７６

２５５

２５５

4，５７６

２５６

4,612

２５５

５２

２８５

そ
の
他
の
水
産
動
物

藻
類

イカ

タコ

ユニ ピ

ナマ．

アオウミガメ

サンゴ

その他

計

フノリ

その他

計

1，０１５

5，７５４

2,149

4，６８８

９９８

１５９

１２，７４１

1，２００

1．２００

6７１

8４７

8８７

2，１５１

５４，５０９

１５８

５８，９８５

９６０

9６０

５５

８１０

２３

７５０

2,858

７５０

5，２４４

1，０８８

1，０８８

２０

1２０

６

５０

1，０５９

５８，９４０

４０，１７５

２７６

２７６

1，０６５

4，５６４

2,171

７５０

ズ５４５

1．７４８

1５９

1ス９８５

1．０８８

1，２００

2２８８

6９１

９６７

８９５

５０

5j９０

9５２４９

１３８

９２１５８

２７６

９６０

1．２５６

合計 ４４３，０６６ １７５，０９３ ３１５，６５２ 9２，９７４ 1２５５２１ １５，４４８ 8８２２１９ ２８１，５１５



５資源の変動

小笠原諸島の水産資源の全貌を把握することは

至難なことであるが，一応近年の水揚量の変動か

ら概略資源学的な見方をしてみた。

いづれも，隣接海区の類似漁獲物がないので，

資源の推定は無理であるが各種水産物の漁獲量の

変動を図１０～１６に表７(1)～(7)に示した。

１）回勝性魚類の漁獲量

漁獲努力をほぎ一定として考えられるなら

ば，回勝性魚類の水揚量はその回勝量の如何

によって漁獲量が増減するため極めて，不安

定な資源である。大正末期から昭和の初めに

漁獲量が増大し，次第に減少傾向にあるもの

はカジキ，マグロ，フカ等であって，カツオ

は昭和１５年に著しく増大した。その漁獲量

の変動の巾は大きく，漁獲量の最も多いのは，

マグロで平均８１トン，次にカツオで平均

１５６トン，フカの平均６トン，カジキの平

均5.4トンである。一方サワラは平均６０

トンで５年周期で豊漁年が見られる。

２）磯根性魚介類の漁獲量

ブリ，タイ（底魚類），トビウオ，ムロア

ジは沖合では漁獲されず沿岸部に漁場が形成

され，定着された漁場を持つ魚類を磯根性と

して見ると，ブリ，タイ，トビウオ，ムロア

ジは年がたつにつれて，増加傾向を示す。

平均漁獲量はプリ４．６トン，タイ２．８トン，

トビウオ５４トン，ムロアジ５５２トンでム

ロアジがとび抜けて多い。

表６漁獲物（大正１５年）

丘
カツオ

竺二引雨芸言
ａ

カ
ラ
ソ

ロ
／

フ
サ
ア

ｒ

６９７５

コノシロ１１，５０８
シイラ’５９４

1，５０８

トビウオ

その他

r竺芒房１
二二i二：
その他Ｉ

、
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|_ﾖﾝﾊﾟﾘｼﾒｶｽ（〆）’５７ﾀﾞﾙｌ－ｉ 1，５５０ ﾒＩ ￣‐

1，５５ o〆’

嚥台２９年
父島

５０年

|母島｜聟島｜計
カメ（頭）

カツオ（尾）

1．５９２

３６，７１１

６６５

5，０５０

２７５

6，５２７

５９ ９９７

9L３７７

ササヨ（尾） 9L２００ 8，５００ 5，５１５ １４，０１５

タイ（ダル） 1，７５０ ６５０ ５８４ 1，２５４

イワシ（斗） 2，５６０ ７０ １４７ ２１７

アソ（ダル）

マグロ（尾）

８２，０００

２１０

2,000 4，２１６ 6，２１６

ボラ（尾） 1，０００ ９２５ 1，９２５

ヨツパリ（尾） ヨス５７０ １４，０８６ １４，０８６

イカ（頭）

フ カ（尾）

5，０００

１５２

1，７００ ８９０

５５０

2，５９０

５５０

'｣、カツオ（尾） 4，７５０ ６００ ６００

雑魚（尾） ？ ２５０，０００ ２８１，４４９ ５５１，４４９

カメ罐（個） １９LＯ７２ １８，０００ ２０ １８，０２０

イカ罐（個）

カツオ罐（個）

カツオ節（タ ﾉレ ）

1，８５０

2．１７２

１４９

￣－

１５ ２０ ５５

カメ干肉（コク） ０ ５００ ５００

千ササヨ（枚） ｽ０００ 4，２５０ 2，５００ 6，５５０

フカ干肉（メ）

フカヒレ (キ ン ）

カメ甲（キ ン ）

２５０

1，５５２ ９９４

５１２

４５０

５１２

1，４２４

カメ 骨（タヮラ） 1１ ４０ １７ ５７

カメ７由（コク） 2，８４７ 2，０７０ ８２０ 2，８９０

フカ７由（コク） ２４０

アジ７由（コク）
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≦

９ ］０

ＤＢＤ

４１－６４［

］，

］Ｏ［

▲

今

４Ｕ４

ソ、

－２７－

５２年

母島 弟島 聟島 計 父島 母島 弟島 聟島 媒島 計

５２４ ５４ ６５ 1，５０５ ８６７ １５０ ５０ ２５ ２０ 1，１１２

１２．２８１

5，５００

１ス０８１

R９００

2００００

５，７００

１４，１５７

４０，０００ ２００ １００

１６，１５７

４４，０００

5，０００

１９

７００ ２８０ １００ １１０ １５０ １，５２０

6，５００ 8，５５０ 2，０００ 5，５００ 5，５００

２００ １００ ２５５ ５５５

９２，５００

5，５００

９４，８００

５００

5，０００ １０５，０００ １０

５００

6，０００

５００ 1，８００ ５００ 1，５８０
ｈ--

2，０８０

４６

1０２，７８０

２１６

１０２，７８０

５００

6，５００

２５０

９０，０００

８ ５ ５４５

こ■－

１５５，０００

些一 ５４，５５７ ２２，９００ １８，７４０

￣

￣

￣

４１，６４０

６８ １１１ ５０ ５９
￣

￣

￣￣－－-－－

１０９

5，０００ 2，０００ 2，０００

￣

５１２

６２８

９０６
キソ

1，０４８

６５２

2．０２０

5，８１１
キン

４０５２

５００

６５２

1,5０４キン

１８，９０

７５０

５８１

８，１０Oキン

１０１２
￣

￣ －－

1，２５０

1，２１５

ＭＯ４キン

２９０２

２２４ ６４９ ２７４ ４１７
￣

￣

６９１

巴＿－

巨一
￣

L￣
￣

今一

Ｌ＿_－



(3)

４８５８

４,八４９

４６

３

」６．６

４と

℃

０

曰

４／８９

ｊ８

５８０

▲

］４

▲

ソＯＣ

ヌス４［

8.00［

,

註Ｋ＝k,

－２８－

|￣ミミ二二二三ZＩ明治加年

ヨツパリシメカス （〆）

カメ（頭） ４４４ ４６５ ５８ ２０

カツオ（尾）

ササヨ （尾）

4，８００

１１，９５０

１０，０５８

５４，６９９ 5，０００

１４，８５８

４９１６４９

タ イ（ダル）

イワシ（斗）

5，８５０

４０，０００

７８２

２２，５５５

￣ ニー

４６５２

６２p５５５

ア ソ（ダル）

マグロ（尾）

５５，０００

２５０

５０，６７５

２１７

１０５，６７５

４６７

ボラ（尾）

ヨソ
Ｏ

少、 リ（尾）

５００

１ス５００

５５２

１５８，７２１

1，０５２

１７６，２２１

イカ（頭）

フカ（尾）

サワラ（尾）

1，５００

５００

８２５

１２２

１５，２５８

2，５２５

４２２

１５，２５８

ウメイロ
（尾） ２４，７８９ ￣

￣

２４，７８９

雑魚（尾） ２５，２５０ ５８５，６２０ ス０００ 5，０００ ４２０，８５０

カメ罐（個） 4，９９８ ２０，０８５ ２５，０８１

イカ罐（個）

カツォ節（夕 ル）

千アジ（枚）

千ササヨ（枚）

フカヒレ（キン）

５７５Ｋ

２２５Ｋ

８８０

１，５９４Ｋ

５７９Ｋ

世

１８８Ｋ

-－ ８８０

２，１５６Ｋ

６０４Ｋ

カメ甲（キ ン） ６６６ ６９８ ５７キン ５Oキン １４５１キン

カメ骨（タヮラ） ９９８Ｋ ２．６１８Ｋ １８８Ｋ ９８Ｋ ５，９００Ｋ

カメ油（． ク） 8，８８０ ２５００ ７８０ ５８０ １２５４０

フカ柚（コク） ス５００ １０，５００ １８，０００

その他魚油（コク）

父島

４４４

母島

４６５

弟島

５８

聟島

２０



、山

)）

△

5６６８

▽

'１

ｊＬＩ

8，１９

４８，８５０放

●

分

ヌ９０Ｃ

4ｂＯＬ

ＪＯＴｊｎ

〕０枚１人０００石 ＪＵ７Ｆｊｌ

－２９－

３４年 ろ ５年

｜干驚516i枚'十筋澱’

父島

１５６

母島

７２

弟島 計

２２８

父島

８２５

母島

４７０

弟島

－－

５４７ ２１，５８１ ２１，７２８ 1，５００ 2，５４５ ￣

2，５００ ２８，８９７ １０，０００ ６５，８９７ ７０，１２５Ｋ ５２１８８Ｋ １，５１５Ｋ

5，２００ 4，０７７ ｽ２７７ １，０６５Ｋ ２，２５５Ｋ
￣

Ｒ
〕 １０ １５

２１，１００ ６８，２８５ ８２５６５ ４，２１９Ｋ ２，４４９Ｋ

７２５ ２６７ ９９０ ５，９０８Ｋ ８１４Ｋ

￣
￣

５６，８００ ５１８，４１５ ５７５，２１５ １６，８２５Ｋ ２５，０９５Ｋ

５００ 1，４７７ 1，９７７ ２，５４５Ｋ ２０５Ｋ

５２８ ９４ －－ ４２２ ９０，７５０Ｋ ４６，９５０Ｋ

７８０ １２７５ 2，０５５ １５０Ｋ １，０１５Ｋ
▲＿

5，０００ ２２，６５４
Ｌ￣ ２ス６５４

￣

２６１，５０５ ５９０，００８ 2．６８０ ６５４，１９１ １５１，０６５Ｋ ７５，８７５Ｋ １１，４５８Ｋ

2，６８０ 2，６８０ ５４，４５９ ２５，７６０
Ｌ=

ン<ﾉレ200枚
Ｌ＿

７５Ｋ ス５８８Ｋ ス４６５Ｋ ９８Ｋ １０５９Ｋ

２５，８５０枚 ２５００００枚

56,750杜 ７０，７７７枚 ５，５００枚 １５１，０２７枚 5０１５２

５００Ｋ ２８５Ｋ
￣ ５８５Ｋ ６２ﾌキン ５２５キン

と－

１８７ ８６ 27５キン ８１ﾌキン ４０４

￣ ４，６５１Ｋ ２０６４４Ｋ

5，２１０ 1，４４０ 4，６５０ １８，９００ １１，０００

１６，５６０ 2，７５０ １２５１０ 2，５００ 2．０００

７００ ５００ 1，２００
千カマス

５００枚



(4)

ヨＪＱ

島１尚 , 辻居

４０と

６９８

⑪

や

６８

９２

ｿ５８

戸１

Ｊ

１
－
－
Ｊ

●

４８０ｍ

４００
上

］６

ヲ［

五Ｌ松 ]ｎｏｎ 100［ 五’４８８

－５０－

明治５６年

父島 母島 その他属島 計

カメ（頭） ６７ ５８ ６ １３１ ４８２ ４０６

カツオ（尾）

ササヨ (尾）

8，５２６．

１０，６６５

２０，０７０

6，５５０ 6，４５９

５８，５９６

２５，６５２

１２５４５ Ｋ

ス９５０Ｋ

５５，９６２

１５，５００

タ イ（尾） 3，２７０ ６６２ ４５９ 4，５７１ １，５９９Ｋ ６９８

イワシ

アソ (尾） ２ヌ４６５

￣

２５５０ ５ヌ０１２ ４，７１８Ｋ 2，６２５

クマロ (尾） ２６０ ６８ ９４ ４２２ ６，８８９Ｋ 5，６２５

ボブ (尾） 5，８６４ ２４４ 6，１０８ ２，０２５Ｋ

ヨツ
◆

／、 リウオ（尾）

イカ（尾）

２５，１５６

1．７１８

１６，５００

６５２

４９９２

５８

４４，６２８

2，４０８

－Ｋ

１，０８０Ｋ

2，５６５

７６９

フカ（尾） ４５２ １１５ ５５ ６２０ －Ｋ ５６２

サワラ（尾） ５５４ ５５４ １，４０６Ｋ 5，７６８

ウメイロ（尾） 1，８８５ 8，５００ ７５ １０，４５８ ４５Ｋ ６７５

カマス (尾）

サヨリ（尾）

エビ (尾）

５２，０００

７００

1，０５０

５２，０００

７００

1，０５０

－Ｋ

１，４２５Ｋ

９４

２２５

タコ (尾） ７６０ ７６０ ６７５Ｋ 1，５１５

ナマ．（尾） 8，５４０ ２０，７８１ ２２１２１ －Ｋ 1．９５８

その他 １ １ ２５，３１５Ｋ ４６，３６１

カメ罐（個）

スルメ（枚）

4，１２４ 1，７４６

５００

5，８７０

５００ １９１Ｋ ５６

カツォ節 4，１０５ ｽ４６５ １１，５６５ ５，５２５Ｋ 8，１４５

干廿サヨ（枚）

千アジ（枚）

1，１００ 1，２００

4，５００

5，８８０ 6，１８０

4，５００

２４４Ｋ １５０

フカヒレ (キン） ７１５ １９５ ７４ ９８５ １７５Ｋ ５０

カメ甲 ５５ ２５ ７６ ４８０Ｋ １９５

カメ骨（枚） ９４ ５８ １５２

カメ油（石） 2，７００ ９００ 5，６００ １２，５００石 4，８００

サメ油（石） 1，１８０ 1，８００ １２０ 3，１００ ６００石 ４００

干力マス（枚） 1，６００ 1，６００ 枚

千 ヨツ パリ（枚） ２０００ ２０００ －Ｋ ２０６

カツオアラカス '０００ ヌ０００ ４７６Ｋ 1，２００

1，５９０ 5，７２５ 5，１１５ －Ｋ

２０，０００ ２０，０００ －Ｋ

５５６

４８８



６

▽

▲

００１２０１７
公

こ］〃【_】

－５１

年－
８

’５年

その他属島

９１

計

９７９

父島

４８７

母島

２８２

その他属島

４４

計

８１５

2０７５６ ５８，２６４ ５５，１７５ ５６，８６５ ７２，０５８

8755 ３０，２０５ １５，２００ ２０００ １２９５９ ４２，１５９

２８１ 2，５７８ 8，７７９ 1，５００ １Ｍ１０ ２２６８９

７０５０ １４，５９５ １２５６０ ２ス８６５ ４ス４２５

９２６５ ２１，７７８ 1，２２６ 1，７６５ ７５８ 5，７４６

２６５ ２２８８ 2，７５８ 1，５９１ 4，１２９

８４０ ３２０５ １２，２７０ 2，８８８ １１，４７９ ２６，６５６

1，８４９ 5，７４１ 1，５７５ ２１０ ｽ４５１

ｽ４２５ ス９８８ ８２９ 1，８００ 1，２２６ ５，８５５

ス１７４ 1，２００ 8，０６５ ２２６５

７２０ １５，６５４ 1，８９８ ４９ １５，６００

2．１８５ 1，５７５ 2，５１４ 6，０７１

９４

1，６５０ 5，０５５ ７５５ 6，５０５ １２，２７０

1，９８８ １１，８９５ 1，５１９ １０，５９９ ２５，８１６

□＿

1，９５８

3，０８６ ７４，７６０ ろス８８６ １０５，７４６ ２８，７７４ １７２，４０６

￣ ２４８
￣ Ｌ－

Ｌ－

１１，４６８
ｃ二－

4，１７８ 4，１７８

５４４ ９５８ ２２５ 1，１８１ 4，６８０ ６，０８６

５７１ ５７１

５４ ２５６ ９８ ５０ ５１５ ４４５

￣ ６７５

１ス５００ 1，２９０ 1，２９０

２００ 1，２００ １７７ ２０ ２０６ ４０５

２８５ ９５ ５７０ ９５０

２０６ 2，１９０ ５０６ 4，４４０ ス１５６

1，６７６
￣

５５６ －－

４８８



(5)

R
L- ４Ｕ

、

ワ

▲

缶

－５２－

明治５７年 ５８ ５９ ４０ ４１ ４２

カツオｋ, ５８，２６４ ７２，０５８ ５４，６２６ １１，１７５ ５５，７８４ ７４，８２４ ５１，５６８

マグロ ２１，７７６ 5，７４６ 5，９６８ 6，９２６ １５，１６９ ２スヨ５０ ５４，６７５

カジキ

ブ リ

フカ ス９８８ 5，８５５ 2，９８１ 4，８７５ 1，９５１

５４５

２０７１

1，２５８

１ス５７０

サワラ ス１７４ ２２６５ １ 8，５５４ １ス４００ １４，６１８ ２４，９１１ ２８，８１９

アジ １４，５９５ ４ス４２５ １ス００６ ９ス８４１ ２９２６ 4，９５４ ６ヌ８５１

トピウオ

ﾉﾉ (尾）

タイ 2．５７８ ２ヌ６８９ １４，１５０ 4，８５０ 1，５４５ 2，５４６ 5，９２９

豈了フミ

タカベ

ボブ 2．２８８ 4，１２９ 1，５５８ ２４８ 2，２５０ ５９８

イヮシ

その他 ７４，７６０ １７２０４０６ １０９hＯ５０ １５，０７５ ４５，９４９ ７R７６５ ７１，８８８

アカヨ

ウソポ

ササヨ ５０，２０５ ４２，１５９ ７１，８８８ ６５，２２５

力 サゴ

アカハタ

イサキ

エビ 1，６５０ １２，２７０ 2，１００ ４６１ ５９３ 1，８２６ ８５

サザエ

イセェピ

アオウミガメ

サン．゛

ナマ． 1，９５８

イカ 1，８４９ ス４５１ １０，５５１ ５６４ ９５８ ５２５ 1，９５８

タコ 1，９８８ ２５，８１６ 5，１５０ 1，６８８ 1，１５５ 1，４７８ 1，４５６

フノリ
’

サイミ 5，６００ 4，７８８ 1，９１５



3-と ２８５９１８Ｚ､６０８ｄ９

４８８８２１９１５ 8．０７９6．８９

６２４２２１６ １７１０

１２６１５ １７７９０ ５６２１４ 8－７，

４４９１８ ８４８ ５８７６１９２１１ ｍｌｌｌｑ ｿＣ

１８７５５ １７８６ １１１５１２４７ ４８

１１２５

６２０１０７７ ９５４５１２１０１ ５６８９
▽

４５４

２４５５１６゛０７５ ６８１１１ ４０５８ ０８．８６８

１７７０ １５５８４２１５２ ２０５９１１５４０６

２９８ ］ム
●

６１０

▲

２２５２９６

５２７６４４４ ２９７ Ｕ６Ｂｌ４６

５１８６８２９１ 乳８７８m９ｇ

－５５－

－－－~￣－－－－~－－－了一

４４ ４５ 大正２年 ５ ４ ５ ６ ８

２５，１８６ ２ス２９６ ４９ ４５ ５９６ ７８，４５４ ５９L８３９ ８２，５０８

１６，５４５ ２２９５５ ２１，９１５ ２０Ａ９５ ２０，５４４ ２６，８９５ ４８，７８８ １０８，０７９

1，９０１ 2．２１６ 1，７１０ 1，７５５ 1，６２４ 1，５５５ 2，６１４ ５５５１

１２，６１５ １ス７９０ ５６，２１４ ７８，７０１

１２２１１ ４４，９１８ ５５，８４８ ５８，５７６ ５０，９９４ ５２，０６６ ４１，１１９ ５１，５９０

１１，０１８ １８，７２８ １２，４７６ １８，７５５ １２，５１１ １ス７８６ １１．１５６ ２４，８２１

2，６９５ 1，１２５ 2，６２１

6，４１５ １２，１０１ 5，６８９ １０，７７０ ヌ３４５ 8，６２９ ｽ６２０ 4，７５１

２２５ 1，００９ ５７５ ６０８ ６３４ ４５４

２５６ ８８，５５５ ９０，７７５ ６８，１１１ ４８，０５８ ９５，５４１ ２４５，５１６ ２０８，８６８

9L５４５ ２１，６７５ １５，４０６ ２１，０５２ ２０，５９１ １ス０７０ １５，５８４

1，２９８ ４１６ ８５１ 1，５０４

2，６１０ ４４５ ９５４ ８５９ ６２６ 1，８１５ 1，２８５ ２２９

７６５

1，１７８

２９６

1，４４４

２２５

８５６

６５５

2，９７０ 5，２７６ 4，２９０ ５，０６８ 4，６５４

4，９９５ ｽﾌ５１ 2，５５１ 8，２９１ 5，１８６ 4，２７５ 5．７００ ２８７８



(6)

１２８１１ １５０１４ ２１０

ｒ
】

マク。1581102115411205505 ５９８６８５８２１８ﾋﾟ

ジキ ４４５１２７９２６１４５４１２７９１２６１４５４２‘

２９４８ ８６５８４８２８１１８■■●
■●

・]ナワラ ４８６４９５５６４８８ ６９７５４５５１０５５４９０４８ ６９７４５５１０５４９

△

Ｐ

ササエ

ィセエヒ ２二：

アオウミカメ １１９６

８６９

▲
/ｌＡＲ１Ｉ』

４５６８

ん

r1

L｣

Ｄ５１Ｌｌ〕’（１ｊ８ス匹

『
Ｉ
－
１

Ｆ
」

－５４－

１０ １１ １２ １５ １４ １５

カツオｋ, ５２６０６ １２８，１１５ １１５，０１４ ２１０ 2０６５１ 1，１５１ 1，２５８

マクロ

カジキ

１５８，９１０ ２１１，５４１
．、

２０５，５０５ １４５，５１４

４４５

５２８５５

1，２７９

６８，５８８

2，６１４

２１８，８１５

5,4 ２６

ブリ 5，４７６ 3，５８１ 5，６８５ 5，８５１ 4，５７６ 4，２１１ 5，８１８

フカ ６２，６８９ 2，９４８ ２８６５ ８４８ ２８，１１８ 6，５２９

サワラ

アジ

４８，６４９

５０，５８９

４２，５５６

２ス４５４

４８，８５５

２８，１５９

６２７５０

6，７４５

４５，５１０

１１６，５５１

５５，４９０

１２２，８０５

５５，５２８

１４５，５４０

トビウオ 5，４７９ １４，８０９
￣

１１，８４５ ス０６５ 8，２６１ １１，９８９ ２２q８１５

″ (尾） １２９０１ ２５，２７１ ５５，７７１ ６４，２６８

タイ 6，１６５ 1，９４３ 5，１２４ 1，７２９ ３，４５４ 2，３６５ 2，５８１

-守ン〈

タカベ

ボブ

イヮシ

６８５

その他 １５５，１７８ １５５，０１６

アカヨ

ウソポ

ササヨ

カサゴ

１５，４５９

アカハタ

イサキ

ﾆヱ ピ

サザエ

イセェピ 2，２８８ 1，９１５ 2，５１４ 1，７１８ ８５１ 1，２１５

2，８６９

７７６

アオウミガメ 1，１９６ ７５１ ５，５４０ (４，６５１円）

サンゴ 1，５６９ ５９８ ２４，５６８

ナマ． 5，５２５

イカ

タコ

フノリ

サイミ

5，２５８

SＬ５１０

ス０７３

5，１５５

ｽ２５８

1，０２０

2，７００

５４５

1，０８０

1，１２９

8，５５１

２７８

1，８０８

1，１７０

(１，２０５円）

８８５

5，０８５

1，５２０

(１，１８５円）



巴

０

Ｃ

▲

－５５－

５

1，５９５

４

１５，５５４

５

１１，７４９

６

２７５１

７

4，５５０

８

2，１２５

９

升２６８，１１８

１０

－－－－－－－￣〒－~￣の~■

２８，５１５

２７１，８４１ １２２，４５６ ４８，７６５ ７４，１４５ ４４，５６６ ５２００５６ ５１，５１５ ８８９

8，１４１ 6，２８９ 5，８７６ R５８６ 1，８５６ 6，２９６ 1，５６９ 5，５５３

5，２６５ 2，６６６ 1，９５９ 5，４５０ 5，５２９ 5，６９６ 8，０５５ 5，５５６

ｽ２９０ ７;７１０ 6，５６５ 5，１１５ 2,070 1２０ 1，０８８ ５０，５８１

６３，１９５ ６６，９００ ４６，９５５ ４８，２８５ ４ス１６８ ５２．０５０ ６ス６６９ ５１２，７２８

２９４，８１０ ５２２，５５０ ４７５，０５４ ５４４．０８５ ６８４，５１９ ６２４，２２５ ４５６，０４９ １４，９７８

２５，８７５ ２１，８２５ ４２．９００ ５８，２５４ ６２０８８８ ４５，０００ ５ス８５５ ５２９４０

７２，８８７ ６１，４７９ １２０，８４５ １０スフ５７ １７ス１４８ １２６，７６１ １０６，６２６ ５，５２１

2，０９６ 1，５６９ 1，７８１ 1，７７４ 1，０１５ 2，７８５ 2，６１８

(８７０円） (５７５円） (５６４円） 4，５００ 3，５７５ ５，０００ 5，０００ 8，４００

７０９ ６０８ 1，４１４ 4，５９０ ６７５ 1，１３５ ６１１ 5，４５８

(6,549円） (42,851円） １５，７５０ 8，２１５ 8，８８８ １２，０３８

１８８ ２６ １９

1，１８１ 6，７５１

1，９４６ 2，０５５ ５５５ 1，６８０ 1，４１０ 2，８０５ Z,５９１

2，２６１ 1，０９１ 1，１７０ 2，１５０ 4，５５９ 2．２４６ ５，４５５

2，９５５ 1，００５ 1，２０４ ス２７５

(６２９円） （１，４４６円） 5，２９５ 1，０８８ 2，６２５ 5，７５０



(7)

ａ

、

▲

の

－５６－

１１ １２ １５ １４ １５ １６

カツオｋ, ８２５ 2，８４６ 5，６６６ 5，７２４ １７５，９５５

マクロ ２６，５５１ ４８，５７４ ５１，４７５ ５８，５８８ ４５，９７６ １０２，４８８

カジキ ６９８ 1，６５１ ４０１ 5，１５８ ９５４ 1，８８６

ブ リ

フカ

5，２５１

1，８１１

4，５４５

8，９５１

2，９７０

ス０５０

6，４２４

１０，０６１

4，５５０

5，１４６

9Ｌ９フ１

4，４５６

サワラ ５１，５５５ ５５，１８６ ６１，２５５ ６ス８７５ ７０，６５９ １２ス１８９

アソ

トビウオ

１６５，９９５

２５，５５８

６０１，５９０

２２５４５

５５８，５０５

１０６，２９８

２８２，７５１

９８，６９４

６０５，５８１

５１，６８８

８１，８４０

２ス４９１

〃 (尾） ７４，２４８ ８３，２１８ ２９Ｍ３０ １５ス１６５ ８２２６１ フス４５９

タイ 2，５７８ 1，４８５ 5，６８６ 1，４９５ 5，１８０ １２，５５５

-守ン【 4，４４８ 4，０５０ １２０１６

タカベ １００，１２５ １５８，９１５ ８ヌ６５１ １５０

ボラ １７５ ９０

イワシ ５７５ 1，１２５

その他 ４０８，６５６

アカヨ 4，１８１

ウソポ ３７５

ササョ １ス６５６

カサゴ ９９０

アカハ夕 ２０，１４５

イサキ ７２，６６４

ユニ ピ ８９５

サザエ ヌヨ７５ ５，０００ 1．７７４ 1，４０６ ９０

イセエビ ８９６ 2，４８６ ９００ 2，１７１ 5，１９１ 2，５４０

アオウミガメ １１，００５ 6，９００ １６，４５１ ス５４５ ス１０３ 9L６８５

サンゴ ８ ２５ １４５ ５６

ナマ． 1，８７５ ７５０ 1，９３９ ５１９

イカ 1，５６９ ７６７ 1，８５０ 1，０６５ ７５５ 4，１８９

タコ 2，１６０ 5，２２５ 2．８８４ 4，５６４ 4，７４４ ２５４４

フノリ 1，６５０ 2，９６５ 1，６５０ 1，０８８ 1，１５５ 1，１６５

サイミ 8，５５０ 2，１５８ 1，２００ ス５００
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ろ）その他の水産動植物

イセエピ，サザエ，イカ，タコ等甲殻煩及び軟体動物は狭い範囲で生息し，その資源は

眼に見えて少ない。イセエピは，平均1.6トン，マルサザエ平均5.6トン，イカは平均1.5

トン，タコ平均5.2トンである。また，藻類ではサイミガ平均4.6トン，フノリが1.9卜 P

-lンである。

=Ｉ

６予測される資源の今後の動向

１）回漉性魚類

回瀧性魚類であるカツオ，マグロ，カジキ，サメ等は戦后，内地沿岸漁業の荒廃に伴い，

沖合進出とたって現われ，小笠原海区は近海漁業の弗箱となっている。従って，表，によ

っても判るとうり，戦前小笠原海区で小笠原を基地としたカツオ，マグロ漁業は，戦前程

の漁獲量を確保することは極めて困難であろう。一方，回勝性魚類のうちでも，サワラ等

はその競合する内地漁船がたく，長期間の漁業休止期間があったことから，資源は豊富で

期待できる資源といえる。

あ

、

表？小笠原海区のカツオ漁業（焼津，清水船）
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以下最も重要なマグロ，カツオ資源について述べる。

(1)マクロ

本海域に回勝し漁獲されるマクロ類（延縄５ケ年平均）は，メパチが最も多く５０７

筋，次にピンナガ２９５％，キハタ２６．５ヲ6とその差は僅かである（図１℃)。メパチ

の産卵域，資源の保給源が赤道近海であり，ピンナガでは北大平洋西部にあり，キハ

ダは赤道近海からかなり高緯度までに及ぶことから資源保給の点からは一応不安はな

いが，要は戦前，戦后の広大な大平洋海域の漁獲強度の問題である。本海域まで回源

する前に他の海域で漁獲される他，本海域もまた内地漁船の好漁場として利用高が高

く，全般に漁狼強度は著しく戦前より高まっている。比較し得る精度の高い資料がた

いが戦前，戦后の延縄による釣獲率は表10の如く，本海域の戦前と戦后では著しく釣

獲率が低下していろととが判る。

表鐵１０戦前，戦后の小笠原近海の釣獲率

６

□

０．０９４匡当ス７１％ｌ４９５Ｃ

４４０Ｖ

このことは，本海域に来勝する

マクロ資源が減少していると考え

ても間違いない。このよう友現況

下で本海域に進出している内地マ

グロ漁船と競合して，地元船か戦

前以上の漁獲をあげることは二・

三の利点（生餌利用による釣獲率

の増加・漁場が近い等）を高度に

利用しても。かたり難かしいと考

えられる。もちろん。回淋資源の

増大した時はまた別である。

(2)ヵツォ

本海域にカツオは周年生息し、：

図１１６魚種別混獲率（５ケ年平均）
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１１月には２才魚．８～１０月に５才魚，９～１１月に１才魚が出現する。これらの

魚群にt皆赤道海域から保給される資源である。戦前の比較的競合しない時期における

鰹漁業は資源が豊富であったにもかかわらず餌となる生餌の問題でゆきづまりがあっ

たが，それでも生産は順長に伸びていたといえる。

戦后について述ぺれば項目６．にあるように競合する内地のカツオ船が多量の漁猿

をあげている。基地から漁場が至近距離にあるとはいえ，餌の問題（分業化により餌

の絶対量の確保）が解決しない限り。資源的にも戦前以下の現況で内地船と競合しな

がら戦前以上の漁獲をあげることはかたりの努力がいるであろう。

２）磯根性魚類

磯根性魚類であるブリは競合する内地漁船が少ないので一応戦前並の漁獲量は考えられ

る。タイ（底魚類）ては内地漁船の進出により。一部の魚類を除けばかたり荒廃している

ことがうかがわれる。トビウオ主群はオオメナツトピであることが明らかになった。漁期

の終りでは２～５種のトビが混入するが．いずれも南方系のトビウオであるので産卵期以

外は沖合の漁獲はたく。その資源は充分維持されていると考えて良い。特に，南鳥島でも

多量のトビ群がみられるとのことからトビウオ資源はアジに次いで最も期待できる種類で

あって，漁獲努力によっては戦前以上の水揚げが期待できる。

アジ（アオムロにメアジが若干混じろ）か最も期待される資源であり．漁獲努力によっ

ては戦前以上の水揚げが期待出来る。

クサヤ原料としてのみだらず，最近マグロ延縄の餌としてサンマの代りに。その餌料価値

が認められているので将来の利用価値は大きい。

５）その他の水産動植物

イセエピは漁獲量の変動か激しいが．戦后の空白があって，潜在資源は一応安定してい

るとみて良い。戦后は漁獲努力も少なく、今凌の漁獲努力によっては一時的増加はみられ

るか‘根本的な増殖対策が必要とされる。

タコ．イカ．サザエは限られた資源であるか。人工採苗の発達した現今，小笠原の特産

物として，今俊。増殖によって資源の増加が期待される。

藻類はその利用価値が減じた現今期待される資源とはいえないハサイミは末だ販路が

あるので－応．生産ルートに乗るので，未利用資源として活用できる。

４）アオウミガメ

小笠原諸島の特産であり．海洋における哺乳動物に次ぐ貴重な蛋白源で食用．装飾皮

品

●

●

、

＝－４４ﾐ二



革原料として．高度の利用価値がある。戦前の小笠原諸島における人工孵化放流事業の規

模及びその長年の努力は．世界に類例がなく．内外共にその実績は高く評価されていろ。

減少したアオウミガメの漁獲量を．人工孵化放流にエって滅亡から救い，比較的安定した

漁業に至らしめた功績は大きいがその資源量は明治時代並に回復するには至らなかった

（図１６）

今俊もこの貴重な戦前の実績を生かして，人工孵化放流事業を復活して小笠原の特産物

として．恒久的資源の維持を計るべきである。
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図１６アオウミガメ漁獲量の変動
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小笠原海区のカツオ漁業と予測される二見港内利用の問題,点

小笠原海区のカツオ漁船は主として静岡県下のカツオ一本釣漁船によって操業され。稀に

枕崎船も混る。水場は主として焼津，清水に揚げられる。以下小笠原海区のカツオ漁業の概

要について述べる。

’）内地漁船の概要

小笠原海区（１６～２９．Ｎ）の漁期は。主として１月上旬～１２月上旬で盛漁期は春秋

季である。漁場は北から南へ月の経過と共に移つる。漁船はいづれも大型船（１００トン

以上）が多く６スヨ兜，中型船（５０～９９トン）が５２７％であって．実際の年間漁船

数では大型船１０５隻，中型船４９隻である。

航海日数は６～２６．５日，平均２０日で冬は長く，春夏季は短かい。また．漁携期間は２

～１５日．平均１０日．漁獲日数は２～１０日，平均５日である。１航海平均漁漉量は約

２０トン前後（範囲１～４５トン）で初漁期は少たく。夏期多い。大型．中型船の漁膳量

では特に差は少ない。なお小笠原海区の年間水揚量は平均２８９０トンである（表，）

以上が小笠原海区のカツオ船の動勢であって，このうち。小笠原二見港を基地として利

用するカツオ船は主として中型船と考えて良いであろう。またマリアナ。マーシヤル．カ

ロリン群島方面のカツオ漁船およびマグロ漁船のうち，東京．三崎．焼津，清水等に水揚

げする漁船の一部（特に５９トン型）が小笠原を中継することは明らかであるが，この方

面の操業船数は不明であるので利用隻数の把握はむずかしいが恐らく,避難港としての利

用価値が最大であろう。また。それにふさわしい漁港施設，給水，給油生鮮食潤品。鰹

餌料の保給等の完備が必要であろう。

２）鰹餌料の供給について

戦前，鰹餌料として用いられたものに，ホンイヮシ，オクロイヮシ。コケライヮシ及び

ボラ．アカマツカサ（チギリ），ムロアジ．ハタンポ（コツペラ）．コスジイシモチ（ギ

ンメ），，（イシタツコ），（シラウオ），クマササハナムロ（シマムロルソラスズメ

タイ（サトウパ）等の雑魚１２種に達する。

更に，鰹餌料の不足を考慮して内地よりトツヨウを輸入して餌料化試験をしたり，ある

いは春季海岸，小河川にい集するボラ稚魚を蓄萎して鰹餌料として用いたり．豊宝な鰹漁

場を眼の前にひかえて,_餌料の確保には官民共に苦心した結果が戦前のカツオ平均漁獲量

１５６トンである。一つに鰹漁業の振興は当時餌料の確保に待つこと．マグロ漁業の餌料

としてのムロアジの確保と同様であった。
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今后。内地漁船が競って操業する当海区の中に，鰹が回瀧'性魚類で資源的にも問題が無

いとしても地元船が内地船と競合してどれだけ漁縫をあげ得るか一つに餌料の確保にかか

っているといえる。

ヨ

８魚種別漁期．漁具，漁法

小笠原諸島における主要水産物４２種の魚種別漁期，漁具，漁法は図１７のとおりである。

冬季の主要魚種は１１種，春季は９種，`夏季は２４種。秋季は２４種である｡漁具漁法は図

図１８－４５．戦后の著しい進歩から見れば戦前の漁具は特に優れた漁具漁法はない

が亜熱帯の海に適応した特殊な漁具があって興味深い。いずれにせよ,〕これらの漁具漁法で

戦前１０００トン余の漁磯をあげていたことは資源的にも豊富左水族が生息していたことがう

巳

＄

■

かかわれる。

＆

●
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図１９ 磯魚東リ網

1．漁具の構造

網地…麻又は６号綿糸４寸目５０掛長さ

５０間切のもの出来上り５０間に

縮結す

浮子縄…綿糸１０匁付のもの１本

沈子縄…〃〃′′

目通糸…〃１０号位のものを使用す

浮子…（沖縄式）５寸間隔に結付す

沈子…鉛２０匁のもの２尺間隔及５００

匁の石を１尋間隔に付す

浮標縄…綿糸１０匁付長さ５尋のものを両

端に附す

浮標…径１尺位のガラス玉

◇ ▲

■

ａ〔nコ

2．漁期…周年

５．漁場…島岸の底質砂又は岩石の中に大石の散布する海区

4．漁獲物…ササ魚，エビ，サメ，シマアジ，イソマクロ，イソポラ

5．漁法

カノウ舟に漁夫１～２人乗り組み夕刻出漁し漁場に至れば適当の場所を選定して投網し翌朝揚

網漁獲するものとす。

▲

し
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図２０ ウメイロ刺網

1．漁具の構造

網地…綿糸２号１寸８分目１００掛長さ

２５間切のもの丈け５反使用し

出来上り１５間に縮結す．

浮子綱…綿糸４匁付１本

沈子綱…'′〃〃

目通糸…綿糸１０号

浮子…（沖縄式）５寸間隔に結付す

沈子…鉛１０匁のもの１尺間隔に結付

す尚５００匁位の石を２尋間隔

に付することもあり。

］

諭i蓑iii霧ii『;１ＷＷ１

△

６ ０
AMAjqWLJJL、

砥

浮標縄…綿糸８匁～１０匁付長さ５尋のもの２本（両端に附す）

浮標…径１尺のガラス玉

２．漁期…１月～４月

ａ漁場…島岸の入湾水深２尋～１０尋の海区

4．漁獲物…ウメイロ

5．漁法

発動機船叉はカノウ船にて夕刻出漁し入湾の口に５～６反投網し置き翌朝揚網漁獲するもの

とす。

▲

イ
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図２１ 建切網

1．漁具の構造

(A)建切網…綿糸５号７節１００掛長さ２５間切のもの２反
(A）

又は５反（深さにより反数を増減す）出来上

り２０間に縮結す。Ｉ弓iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii 聯1鰯Wm蝿螂１１liiiiiiiiiiii
浮子…桐長さ８寸巾２寸のもの５寸間隔に結付す

沈子…鉛２０匁のもの８寸間隔に結付す

浮子綱…綿糸１０匁付のもの１条MMllllllljlMlMll1llMiI1Mll |蝋蝋灘１１－
小

沈子網…〃１０匁付のもの１条

(B)取網

魚取(A)…綿糸7号８節１００桂辰さ８間切のもの６反

（B)…綿糸5号７節１００掛長さ８間切のもの２反

前綱｡…綿糸6号7節１００掛長さ10間切のもの１０反

縁網…綿糸8号７節１０掛のもの左右両側に附す

縁縄…綿糸１０匁付のもの２本づつ左右両側に附す

浮子…沖縄式２寸間隔に結付す

沈子…鉛２０匁のもの１尺間隔に結付す

:二ii卜綿糸鬮匁付川の各牒
縄…綿糸１０匁付長さ１０尋のもの２本

８

伯）

つ○○○○○○９－９．Ｊ

iliiiiiiiiilii
鍵鐘iiii雲f塗i塗篝’

2．漁期…５月～１１月

5．漁場…島岸水深５尋～８尋の海区

4．漁獲物…カマス，アカメダマ，アＺヨツパリ，ウメイロ

5．漁法

動力船に網５～６反積込み漁夫１５人～２０人乗り漁場に至れば，海岸の湾曲の部分を選び，

湾口を利用して建物網にて魚群を囲続しつつ漸次網を縮少して完全に取り囲み最後に抄網を入

れ漁雅する趣向のものなり。

小

、
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狩込網図２２

1．漁具の構造

(1)建切網

網地…綿糸ろ～４号８節１００掛のもの上中下

５反とし（深さにより網丈を加減す）長

さ２５間切のもの２０間に縮結す。

浮子綱
｝…綿糸１０匁付のもの各１本

沈子綱

目通糸…綿糸１０号

浮子…沖縄式（）５寸間隔に結付す

沈子…鉛２０匁のもの１尺間隔に結付す,尚３００

～４００匁の石を１尋～２尋間隔に結付する

るものとす６

m抄網

Ａ魚取(A)…綿糸７号１１節長さ８尋のもの９反

Ｂ〃（B)…〃６号１０〃〃７〃〃２反づつ

（O)…〃６号１０〃′'１０〃〃５反

中網{(D)…〃〃〃〃，〃′′２反づつ

（E)…〃〃〃〃８'′〃２反づつ

前網'|:二:ガカ……坂〃〃５〃〃５反づつ
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縁網･･･綿糸１０号６節１０桂}のもの周囲に附す

浮子…沖縄式（）２寸間隔に結付す

沈子…１貫匁の石を５個位附す

浮子綱…綿糸１０匁付のもの２本

縁綱…〃８匁付のもの両側に各１本づ▲

沈子綱…マニラローブ径５分及添綱綿糸１０匁
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（1mテンテン…綿糸４匁付長さ

の最下部に鍾石

には椋梠の葉夕

間隔に結付した

２．漁期･･１１月～４月

ろ．漁場…島の周囲２０

４．漁物･･ウメイロ，メ

ヨツパリ，ク

ハ他雑魚

２５尋～５０尋のも

600～700匁其の中間

．の葉並に藁を５尺

なり

中旬

尋内外の海区

ダマ，オホ･ヂサン，

ロダイ，サム魚

之安／

戸UJiiillJ
Ｐ
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ゲ●

〃●

iPILjilifi1i;）蓼匂
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分

塒Wiil： 法

砿:蝋
てカノウ舟５～４艘

漁し漁場に至り魚群

鼎見ずるは全部（５０人）カ

ノウ舟に乗り移り同時に舟

をも積換へ然る後抄網を入

れ適当の場所を選定し置き其の位置より建網を湾曲に投入し漁夫は各自テンを持ちて海中

に飛込み魚群を威嚇しつつ順次網の方へ狩り込み大体網の中ひ込みたる時を見計ひ別の網

にて網口を遮断し全く魚群の逸走を防ぎ置き網を入れ抄ひ獲る趣向のものなり。
め

▲
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サム魚釣図２５

１．漁具の構造

道糸…綿糸５５号長さ３５尋を以て１漁具分とする。

ｌ錘…鉛,､@匁
ｸﾞノ針金…真鐵,番線長さ2尺付を図の如く折り曲げて使用す。

釣糸…綿糸８号長さ４尺及人造テクス８匁付２尺(人造テク

スの代りに麻糸１尺及１尺５寸の２又に付するととも

ある）

釣釣…角型１寸８分～２寸５分

Ｚ漁期…１２月下旬～４月中旬，周年

５．漁場…水深７尋～１５尋の海区

鈎４．漁獲物…サムウラ

５．餌科…１２月下旬～４月下旬（ハンパ)其の他はイセエ

ピ

６．漁法

｢､
し

二/|篝Ｉ＄

（､〃i鐸
し カノウ舟に漁夫１人～２人乗り漁場に至れば投錨又はかい

にて舟の位置を移動せしめつつ水鏡にて海底を覗き魚の有無

を調べて後釣鈎を入れ絶えず水鏡にて魚の状況を観察しつ

つ操業するものとす。

Ｑ

２

－５５－



メダマ釣図２４

1．漁具の構造

道糸…綿糸５５号長さ５５尋を以て１漁具分とす

錘…鉛１００匁～２００匁

針金…真鐡９番線２尺４寸を図の如く折り曲げて使

用す

釣糸…テグス１分４厘柄のもの４尺

釣釣…角型１寸２分

2．漁期…メダマ釣は周年ポウタ釣は４月～６月

5．漁場…メダマは水深７～１０尋の浅瀬ボウタは

水深１２～５０尋の岬の沖合

4．漁獲物…メダマ，ポウタ

５餌料…イセエピ

6．漁法

カノウ舟に漁夫２人～ろ人乗り漁場に至れば投錨し水

鏡を用ひ海底を覗き魚の有無を調べつつ操業する趣向

ぷ
＆

８

、

○
○

○
○

ハ
ロ

のものとす
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図２５ 磯魚釣

1．漁具の構造

道糸…綿糸５５号長さ５５尋を以て１漁具分とす。

錘…１００匁～１５０匁の鉛

針金…真鏑９番線長さ２尺５寸を図示の如く折曲げて使用す。

釣鈎…丸型１寸８分

釣糸…綿糸１０号１尋に８号綿糸にて図の如く２又を造り其

の下にワイヤー２尺及２尺１寸の２本付けとす｡

２漁期…周年

５．漁場…水深２尋～５０尋までの海底の浅根又は玉石の海区

4．漁物…アカパ，タンゴ，メイチダイ，シヨナクチ

5．餌科…ムロ，シマムロ，タコ，友餌

6．漁法

カノウ舟に漁夫１人乗り漁場に至れば海底の玉石又は浅根の

海区を探索し其の時の状況により投錨し又は船を流しつつ操

業するものとす。

「卜

Ｈ
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〔
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図２６ ムロ釣

1．漁具の構造

道繩…綿糸２５号長さ２５尋

釣糸…テグス中柄５尺～６尺

錘…鉛７０匁

釣釣…小笠原式８分

コマセ袋…口径1寸5分長さ４寸(綿糸1号２５節）

2．漁期･･周年盛漁期７～１２月下旬

5．漁場…島岸水深１２～５０尋の海区

4．漁獲物…青ムロ，ウメイロ

5．餌科…エビ，ムロ叉はバチを使用す。

6．漁法

カノウ舟に漁夫2人乗り組み漁場に至れば投錨しコマセ（ム

ロ，マゴマセ）を散布して魚群を説集め置き然る後海底よ

り１０尋位の所より道繩を間断なく上下しつつ除々に引き揚

げ魚を水面近くに誘ひ上げて釣獲するものとす。

Ｐ
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Ｌ

』 公

淳 ?

■

￣

－５８－



釣モロコ図２７

1．漁具の構造

道糸…綿糸４０号のもの長さ５０尋を以て１漁具分

と･ず。

錘…鉛１５０匁～２００匁のもの１個

針金…真鐡９番線長さ２尺５寸を図示の如く折り曲

げ使用す。

釣鈎…図示実物の,ろ
釣糸…綿糸５０号のものろ尋及ワイヤー１尋を継ぎ

合せ使用す。

2．漁期…周年

５．漁場…水深７尋～４０尋の海区

４漁獲物…チギ，モロコ

5．餌科…ムロの切餌又活餌

6．漁法

カノウ舟に漁夫１人～２

人乗り出漁し漁場に至れ

ば適当の場所に投錨して

切餌又は活餌して釣獲す

るものとす。

凸
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』
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活餌ノ装餌法
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鯖鮪釣図２８

1．漁具の構造

道繩…綿糸４５号のもの長さ１２０尋を以って１漁具分とす

釣繩…セキヤマ２尋及ワイヤー２７番線１に分けたるものを

５尺を継ぎ合せ使用丸

釣釣…１０番線５寸

錘…鉛１５０匁～２００匁のもの１個

針金…真鐡１０番線長さ２尺５寸のものを図示の如く折り曲

げ使用す。

2．漁期…４月～１２月

5．漁場…島岸２浬～１０浬の海区

4．漁獲物…キハダ

5．餌科…ムロの切身（５枚に卸して５つ切とす）

6．漁法

カノウ舟又は発動機船にて朝方出漁し漁場に至れば浅瀬の場

所を選びて投錨し最初ムロを５分位づつの大きに細切して散餌

し魚を寄せ集め然る後装餌して投繩する&のなるも漁具は２

個使用し内１個は水深２０尋位まで伸して其の堂堂垂下し置

き他の１つは絶えず上下しつつ釣獲するものとす。
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図５０ 鮪夜 釣

1．漁具の構造

道繩…綿糸６匁付長さ１２０尋～２００尋を以て１漁具分

とす。

釣縄…セキヤマ2.5尋及ワイヤー２７番線をユに分けるた
る

もの１尋を継ぎ合せ使用す。

釣鈎…丸型４寸

錘…２００匁の鉛１個

針金…真鐡１０番線長さ２尺5寸を折り曲げ使用す（昼釣

と同様）

2．漁期…１１月～５月下旬

ろ．漁場…島岸９～１５浬の海区

4．漁獲物･･目パチ，キハダ，トン満サメ

5．餌科…ムロ

6．漁法

発動機船に漁夫５人乗り組み夕方出漁し漁場に至れば「シ

ーアンカー」を投入して船を漂流せしめ片舷にはガス灯

（５５燭光位）５～４個点じつつﾑﾛを5分～5分位に細切

したるものを散布して魚を寄せ集め釣獲するものとす。
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鯖曳繩図５２

◎活餌(活延）

1．漁具の構造

道繩…綿糸５匁～４匁付長さ１５０尋

セキヤマワｲﾔｰ…セキヤマ２尋にワイヤー２７番
１

線を言に分けたるもの４尺附す。
釣鈎…鋼鉄１番線長さる寸５分のものを鈎

状として使用す

◎死餌（曳繩）

道繩…綿糸４匁付長さ１５０尋

セキヤマワイヤー…セキヤマ２尋にワイヤー２７番
１

線を－に分ちて４尺附皀す
る

釣釣…鋼鉄１０番線４で十５分のものを鈎状

として使用す．

◎擬似餌（曳繩）

漁具の構造は死餌と同様

2．漁期…７月～１２月

ろ．漁場…本島及西島タコ根並に嫁島附近

4．漁獲物…鯖鮪

５餌科…括延(ムロの生きたるもの)曳繩

（塩ﾑﾛ又は生ムロ）擬鈎(牛ヤギ

錫等で造りたるもの）

活延

装鈎図

一二－－－－つ

■

曳縄装鈎図（１）

（５０匁位） ３

〆＝

（Ⅱ）

』～
－－－￣-－－－－－－－－

論グー

腹ヲ割ソテ装鈎ス

ワ

6．漁法

肩巾６尺位の発動機船又はカノウ舟にて出漁し活延(活餌)の時には生ﾑﾛのえらの_E部の所に

釣鈎を引掛け除々に曳航して釣獲するも曳繩(死餌）及擬似釣の時には船を全速力を以て曳

航し漁獲するものとす。
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図５４ さんご網父島

1．漁具の構造

網地…鰭刺網の古網を使用す。

親石…２貫匁位の石

孫石…６００匁位の石

針金…１５番線

曳繩…マニラロープ径５分上部の方に至り径５分のもの長さ

２５０尋

Ｚ漁期…４月上旬～１０月下旬

＆漁場…嫁島南方Ｚ８浬~母島妹島南方１０浬の海区（水深８５

尋～１５０尋）

4．漁船…１５噸～２０噸

５．漁法

漁夫７人乗り組み漁場に至れば各自漁具を左舷に７台投入し

海底を摺動するやう山手を見て静かに流動せしめ時々揚網捕

獲するものとす。

八丈島

昭

蚤５分２審

2

罰琴壁マニラ

径５分

瀞
び

鰯

1．漁具の構造

網地…鯖古網（４寸２分目）を使用す。

石・・楕円形５貴～７貫

針金…１２番～１５番線

曳綱…マニラロープ径４分～４５分のもの長さ５００尋

２．漁期…４月上旬～１０月下旬

ろ．漁場…鳥島港口北微西５浬内外水深１４０尋～２００尋の海区

4．漁船…１８噸～３０噸４０～１００馬力

5．漁法

前記の漁船に漁夫１２人～１５人付乗り組み漁場に王れtf2冬白

１５番線

;懸巽li尺
1J、

雛 ●

虹

訂記の漁船に漁夫１２人～１５人位乗り組み漁場に至れば各自漁具を１台づつ片舷より投入

し潮流又は風力を以て船を静かに移動せしめ網を海底に沿って摺動せしむる，さんどか網に

纏絡するを以て其の時の手応へl/亡より漁具を引き揚げ採捕するものとす。

－６６－





}実㈱￥
図５６ かめ

磯魚
陸突

本漁業は島喚至る所に於て着業するものなるも，島により漁具漁法に多少の差異あるを以て以下二三
に付き記載す。

－－２尺5寸一＝

i魚突漁業

漁具の構造

かめ突漁業と全く同じとす。

漁期…５月～１０月

漁場…島岸至る所

漁獲物…サムウヲ，プダイ，其の他

漁法

海面を遊泳しつつ魚を探し発見すると，

銘竿を持ち潜水し魚の前方を目掛け投

棒して漁獲するものなり。

3）磯

座露ﾛﾆﾆｪ、ご勺皇李嬬:認

Ｌ…酉鎮署！分汐~1寺桾翁 △

●
●

の
●

〔
亜
〃
”
」
『
”
（
、
）
●
幻
刎
一
，
一
．
（
‐
．
）

卜

(A）かめ突漁業

１．漁具の構造

銘竿…椋梠径１寸２分長さ１８尺の先

端に長さ２尺５寸位の鋼鉄製の

金具（鉾)を附す。

銘…大さ１寸５分～１寸８分のもの

にして突棒の金具の先端に附す

ろものたり。

道繩…綿糸４匁付のもの５０尋

２．漁期…１月～５月

５．漁場…島岸至る所

４．漁獲物…かめ

５．漁法

カノウ舟に漁夫２人乗り組み１人は船

首に他の１人は船尾に乗り出漁し漁場

に至れば亀の浮上遊泳するを探しつつ

航行し発見すると船首の者か直ちに鈷

竿を持ちて水中に飛込み追跡し亀の背

中を目掛けて投棒して漁獲する趣向の

ものなり。

(ｄ陸突漁業

１．漁具の構造

磯魚突漁具より少し〈小型のものを使

用-ず。

２漁法

岸近くの海藻其の他の餌をあさる為め

近寄る魚を陸上より突刺して漁獲する

ものとす。

●

￣
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図５８ 鰹 釣

1．漁具の構造

竿…５尋位

クカヤマ…麻糸長さ２尋半

小ヤマ…ワイヤー２本撚又麻糸１尺２寸

釣釣…１寸６分～１寸８分

附属漁具としての餌取網別に調査記入せり。

2．漁期…６月～９月下旬

5．漁場…６～７の両月は西の島及北硫黄島水温２８度の海区

８～９の両月は父島東４～５浬の海区とす。

4．餌科…擬似鉤イワシ，ボラ調８～９の両月にはアカドロ，

ひ

ト

白ウヌコンピラ鯛

5．漁法

２０噸の船に漁夫５０人乗り組み漁場に至り魚群を探索しつつ

航行し魚群発見すると全員船尾に集b船は風忙向ひ徐航し餌撒

は両舷より絶えず餌料を散布しつつ釣子は各自持場に至りて釣

獲するものとす○

゛

゛
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網餌図３９

小平鰻漁獲用

1．漁具の構造

網地…モヂ網長さ１０間切のもの２０反

縁繩…綿糸４匁付のもの各２本づつ附す。

引綱…〃〃長さ５尋のもの１２本

錘…鉛１個４００匁のもの８個を中間及四隅に附九

2．漁期…６月～１１月

5．漁場…湾内の船の定泊する場所

4．漁獲物…平鯉の小なるもの

５漁法

， <-－８ｋ-－－

ｋ

小
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
８
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｖ

、
一
一

４

名

露
2戸篭露蕊震鳶

港の中の船の定泊する場所に四艘張の如<に張下し置き魚群

が自然に網上に来泳するを待ちて引き揚げ漁獲するものなり。
礁

’
｡i農頚蒋鰯鍾夢騨

Ｌ
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図４０ 網餌

シンコイワシ漁獲用

1．漁具の構造

網地…モヂ網長さ２間半切のもの横に１２反及沈子方１反

だけは綿糸２号５０節１００掛のものを使用す。

縁繩…綿糸４匁付のもの２本

浮子繩

）綿糸４匁付のもの各１本
沈子繩

浮子…桐長さ８寸のもの２寸間隔に結付す。

沈子…鉛１０匁のもの１尺間隔に結付ず。

竹…根元径１寸５分のもの２本を網の両脇に付す。

－－２間一〉

℃

：竃タデ分X談;

Ｐ

2.5間

2．漁期…６月～１１月

5．漁場…岩の間

4．漁獲物…シンコイワシ

5．漁法

伝馬舟に漁夫１５人乗り組み漁場に至れば岸近くの潮の「よどみ」の所に網を水平に支へ置き

反対の方向から数人の漁夫が魚を網の方へ追ひ込み漁獲する趣向のものなり。

●

や
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図４１ 餌 網

中羽鯉漁獲用

1．漁具の構造

網地…綿糸５号５０節１００掛長さ１０間切のもの

１０反出来上り浮子方４尋沈子方６尋丈け４

尋に縮結す。

縁繩…綿糸４匁付のもの上下）左右に各２本づつ添

付す。

浮子…桐長さ７寸のもの２寸間隔に結付す。

沈子…鉛１５匁のもの５寸間隔に結付す。

浮子繩

）…綿糸４匁付各１条
沈子繩

２．漁期･･６月～１１月

５，漁場…島の周囲

外
七
千

●

Ｓ

４．漁獲物…中羽鯛

5．漁法

伝馬舟に漁夫１５人乗り組み漁場に至れば潮の「よどみ」を見計ひ網を水平に支へ置き反対

の方向より漁夫数人にて魚を追ひ出し網に入らしむるのものなり。

の

ろ
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餌 網図４２

－－１５尋 一一一二芝１．漁具の構造

魚取部Ａ…綿糸2号25節１００桂辰さ７尋切のもの１０反

Ｂ…〃〃２０'′〃〃〃１０〃

Ｏ…〃〃〃′′′’〃１０６〃

中網Ｄ…〃〃１８〃〃′’８８〃

Ｅ…〃〃１５'′〃〃７４〃

前網Ｆ…〃′′〃〃〃'’６１８〃

横ベンＧ…〃〃１２〃〃〃１５２〃

縁網…綿糸６号８節１０掛のもの上下左右に付す

縁綱…綿糸６匁付のもの２条づつ上下左右に付す

浮子…沖繩式(杉厚さ６分高さ４寸巾５寸の板の

角を削り取り円型としたるものを）５寸間

隔に結付す。

沈子…鉛４５０匁のもの６個

９１繩…綿糸６匁付長さ２０尋のもの１０本

Ｐ

＋
１

－－－１５尋一一一 ●

祷祷議壽iiii
０

篭iZ1i鉾ｸｶﾞﾄﾞZｉ

澪iｻﾞ=iii!まﾂﾞi雲麹ｉｉｉ雲〃

2．漁期…７月～１１月

5．漁場…浅根の潮上みの場rifi6

4・漁獲物…ウメイロ

5．漁法
の

伝馬舟に漁夫２０人位乗り組み出漁し漁場に至り魚群を発見すれば「コマセ」を散布しつつ

網を潮上より潮下.忙張下し漁夫は水中に入りて各自１本づつ引繩を取り除々に潮下に曳行し

其の際「コヤセ」は常に網の中に入る様絶えず散布し他の漁夫も水中に入り網の中の魚の状

況に注意し適当と思はる時刻に合図して引き揚げ漁獲するものとす。

●

－７４－



図４５ 餌

≦－－６ｋ－－－＞ アカドロ網

網

1．漁具の構造

魚取(A)…綿糸2号５０節１００桂辰さ５間切のもの１０反

中網(B)…２５節１００掛長さ８〃１０反

前網(q…５号１２節〃〃５〃６反

緑～網口…２号〃〃１５〃２反

縁綱…綿糸６匁付のもの左右上下各２本づつ附す

●

÷－－－７ｋ－－－＞引綱…〃〃長さ１０尋のもの４本
○○沖縄式浮子 一一一一ログ.－．己｡←’一一一一．．、＿

鰯
騨
鮓
‐

浮子…沖繩式(厚さ６分巾５寸）５寸間隔に結付す。

沈子…鉛４００匁のもの４個

２漁期…６月～１１月

5．漁獲物…アカドロ鯛

４．漁場…岩間の穴

５．漁法

「アカドロ」は日暮時に餌をあさりに出で「朝マジメ」に棲家に帰る習

性あるを以て早朝伝馬船に漁夫５人乗り組み漁場に至れば「アカドロ」

の棲息する穴に網を張り置き魚の帰るを待つ斯すると時間の至るに従っ

て魚は網中に群集するを以て適当の時刻を見計ひ揚網漁獲するものとす。

反対に昼間操業する時には穴の適当と思はる場所に網を張り廻らし置き

漁夫穴の中に潜入し魚を追ひ出して網中に入らしむるとともあり。

◆

ろ
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図４４ 餌 網

1．漁具の構造

網地Al…綿糸1号５０節１００掛(本目）長さ５

間切のもの１５枚

（u…綿糸１号２５節１００掛(本目）長さ１０

間切のもの１１枚

出来上り浮子方沈子方共に８間とす。

縁網(ﾊﾂｾﾝ)･･綿糸5号１４節１０掛のもの浮子方沈

子方に附す。

浮子綱…綿糸８匁付のもの２本

沈子綱…〃〃〃〃

縁綱…綿糸８匁付〃

浮子…長さ８寸巾２寸８分厚さ１寸５分のもの６

寸間隔に結付す。

沈子…鉛１８匁のもの１尋間隔に結付す。

－８尋一三＞小
１
１
１
瀞
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

の

煮：,部

▲

２忽漁法

本漁業は鰹の餌鯛を漁獲する為めに使用する網にして従って漁法も極めて簡単なり。漁場に至

れば岩の岸の適当なる場所を選び先づ魚取部を岸近くに投入し曳綱を岩の上に引き他方は船に

取りて投網し沈子方の網を持ちたる漁夫5,4人水中に入り同時に他の漁夫5.6人が岩の岸に群

集し居る鯛を網の方にひ込み，鯛が網上に乗り掛りたる時を見計ひ前記の漁夫は揚綱を引き

揚げを抄ひ捕る趣向のものなり。

と

●

－７６－
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網図４５ 餌

一名地曳

≦－－－２０ｋ－－－－

1．漁具の構造

網地…綿糸３号～４号２５節１００掛長さ２５

間切のもの横５反出来上

讓讓蕊薑篝篝蕊。繍議蕊讓蕊蕊篝。

i鑿鑿鑿鑿篝篝鑿曇
＜－－－２１ｋ－－

浮子繩…麻１０枚素のもの１条

沈子繩…〃〃

目通糸…綿糸１５号

浮子…桐長さ８寸巾１．５寸のもの４寸間隔に

●

網
iii燕i鍼miiiil義鰄鰄

此ノ部ニウメ 結付す。

イロ網又'沖
羽iim網ヲ浮子沈子…鉛２０匁のもの５寸間隔に結付す。
ﾉ上二乗ｾ沈

下セシメルモ２．漁期…６月～１１月
ノトス

ａ漁場…島岸水深２～４尋の底質砂地の海区

４．漁獲物…平鯛

、篭

岸

露歳鰄ｉｉｉｉｉｉｉｉ辮

5．漁法

２艘の船に網を等分に積込み出漁し魚群発見すれば２艘にて魚群を囲続しつつ投網し両翼は

海岸雀で引寄せ置き次に浮子越網と称する網を（ウメイロ網又は中羽鯛網)地曳網の沖合中

央より網の一端を浮子越に乗せ浮子と共に沈下せしめ置き漁夫は水中に入りて地曳網の魚群

⑤

を浮子越網の中へ追ひ込み漁獲する趣向のものたり。

＄

－７７－



Ｒ弓１用文献

１．束京府１８８６－１９４１東京府統計書

2．小笠原島庁１９１６－１９４０小笠原水産経営事業成績報告

5．神崎陽吉１９２１縁亀累年漁獲高消長に就て小笠原島庁

4．小笠原支庁１９５５小笠原島概観
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●

5．遠山宣雄１９５７小笠原群島近海生物に就て小笠原島庁

◆

6．奥谷喜世志１９４１東京府漁具図集(2)東京府水産会

Ｚ都水産課１９４６小笠原の水産（トウ写）
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めて多い゜一概に結論を下すのは危険であるが魚類をのぞく磯根資源に関する限り生産力

の大きい水域とは認めがたい。もちろん生産力云々については内地その他の漁場と対比し

ての相対的な表現であって小笠原諸島のおかれる環境条件からみて評価したものではない

ので今後更に調査を要する事項である。

水産技術的に小笠原諸島の磯根資源の生産力を考えるたらば，当座は大きな生産力への

期待よりもむしろこの地域特有な稀少価値を有する生物の生産力に期待をかけるべきであ

ろう。

２）有用水産動植物の概況

ア魚類

２０ｍ以浅の魚類は主として，磯魚類と珊瑚礁魚に大別される。食用魚としてはフエ

タイ，クルミ，’､夕類が多く，その他多種多様であるが，概して不味をものが多い。珊

瑚礁魚としては，ススメタイ，チョウチョウウオ，ヤッコ，ベラ，プタイ，カワハギ類

が多く，その他多種多様である。これら魚類の市場性を考慮すれば，現地の食用魚とし

てての消費と観賞魚としての出荷および遊漁対象としての価値は充分認められ，将来の進

展も期待されるっ

カツオ釣餌料としてのキンメモドキ，トウゴロウイワシ，ボラ稚魚等および加工原料

としてのムロアジ，ウメイロ筆については充分調査の時間を得られなかったので言及し

得たい。

イ甲殻類

イセエピ類を主左ものとして挙げられるっ漁業者によれば，５種類のイセエピ類が生

息するとのことであったが，採集できたのはカノコイセエピ，ゴシキイセエピ，シマイ

セエピの５種であった。最も多く認められ，主たる漁樵対象となっているのはカノコイ

セエピである。一般に大型で，棲所は種類によって若干異たるハカノコイセエビの場

合海蝕崖の洞穴に多くみることができるが，これは産卵期以外は深所に移動するとの

ことであろう容易にカギ採りができる私秋冬期にはトラップと併用している。

資源的な考察は今慶の調査に俟たれば友ら左い私今回の観察と過去の記録および漁

業者の話を綜合したうえでは，大きな資源量と考えることはできたいつこれらのイセエ

ピは大型であることつカギ採りであるとと等から内地出荷は不向きで，現地消費で充分

採算が合うのではないかと考えるつ

いずれにしても，漁縫規制は相当厳重に行なう必要があり，今回規定した制限体長

可
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年令は少なくとも５０年余に達することは明らかである。この事例は産業的にも学術

的にも貴重を資料であるっ

現状のウミガメ資源の保護は最良の状態におかれているが，今俊，急増する漁業者

渡航者によってウミガメの需要が増加し，濫磯が行なわれる可能性が多分にあるので，

戦前以上に人工ふ化事業を復活し，小笠原諸島の独特の亀資源の保護増殖に努めるべ

きであろう。

オ藻類

１．で述べたように藻類は種類およびその被度量ともに極めて貧相で，アオウミガメ，

トコブシ等有用植食性貝類の餌料あるいは稚魚の成育場としての価値は余り認められな

いっ

戦前，唯一の有用水産植物として出荷されていたサイミは潮干帯に生育し，東海岸に

多く認められた戎大きな群落はなく，小笠原諸島全体にわたる調査をしなければ）そ

の資源量は把握できない,

現在，をお，商品としての価値を有するならば，将来，増殖対策を講ずる必要があろ

う。

5．今後の対策

４－１），２）において有用生物の存在は戦后漁綴努力が少なかったために，自然に保護

された結果で，生産力の大きいためではないという推定を下したが，このことから第１に講

じたければたらない対策として磯根生物全般に亘る強力を保護対策を挙げねばならない，

第２に行なわなければならをいのは，種苗生産と併行した積極的増殖対策である。対象と

して考えられる生物は，現在未着手の種類がほとんどで,相当長期間に亘る研究を要しよ

う。

アオウミガメの人工ふ化の効果については，戦前の事業効果が現在左お認められるところ

から早急に事業化を計るべきであろう，

第５として，今段の調査研究により本海域の特殊性を生かした蓄養殖事業の成立も不可能

たことではないと考えられるフ

１例として，アコヤガイ，クロチョウ，シロチョウガイによる真珠養殖の可能性も考えられ

るが，いずれにせよ，企業化の前提として充分な調査研究を必要とする。

以上，第１～ろが今一回の表面的調査をまとめてみて考えられる対策であるが，更に詳細に

亘る調査の実施によって，より有効な対策を立てるための資料を得なければならない。
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調査の進め方としては，現地における調査研究態勢の充実は勿論であるハこれは保護対

策の行届いているうちに固めるべきであろうっ
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主要調査項目 調査区域

父島二見港内

企上

南島及びその周辺

弟島ウエントル周辺

父島

父島二見港内

企上

兄島瀬戸

兄島東海岸

西島， 兄島滝の浦

八瀬川袋川河口

北港東港周辺

沖港，平島周辺

二見港内

父島，初寝湾周辺及び東島
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磯根資源調査報告概要

（昭和４４年度）

外

前年に弓Iきつ》ぼき小笠原諸島の未調査海域である父，母島列島の一部聟島列島及び火山

列島について調査したつ

1．調査日程

６月２５日～７月５１日迄の廷５９日間

2．調査海域

父島列島の一部（主に二見港内，宮の浜，兄島，弟島）

母島列島の－部（主に，西岸及び，姉島迄の海域）

聟島列島の一部（主に聟島西岸，南岸）

その仙西の島`及び火山列島

5．調査項目

魚類（珊瑚礁魚，磯魚類）甲殻類,（イセエピ類ノコギリガザミ,）軟体動物（貝類

楓その他）。

藻類（弟島以北のサイミ分布状況一般藻類分布,)増礁サンゴ。(各種石サンゴ測定

及び種類）カメ類（回遊状況標識放流）

4．調査結果

１）磯根漁場の特異性

機根漁場の全貌を概観した結果利用度の最も高い２０ｍ以浅の浅海漁場か２０余島に

孤立分散している上に，海洋島の例にもれず島周辺は潮流強〈，矛Ⅱ用価'値が乏しいといえ

る，小笠原諸島の主要島２０余島の総面積は伊豆大島より僅か大きいが２０ｍ以浅の浅海

漁場面積は７１．１Ｍで伊豆大鳥（１７Ｋ､Ｄに比べて約4.2倍の一見恵Y由れた広さを持つフ

２）魚類（主として鰹餌料）

浅海漁場の魚類相は各島共前年同様，テンジクイサギ（ササヨ）が優先し珊瑚礁間では

ハ夕科の魚類が多く，その他は多種多様な珊瑚礁魚に占められている。また，母島列島の

一部で海中や，海蝕洞中で小型ネムリプカ（１～1.5ｍ）メジロザメ，二見港内で大型ア

カシュモク（２～５ｍ）に数回遭遇したフなお，有用魚類であるカッポレ，イソマクロ等

千
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６見ることができた。また，鰹鮪の餌ｉｓl魚類として,クマササハナムロ（ジマムロ）ミズン属（ヒ

ライワシ）アイゴ，マポラ，テラピア等の稚幼魚を観察できた。以下各種毎に述べるラ

イクマササハナムロ（シマムロ）

本年は来淋多く，父島二見港内，滝の浦，母島の各所で１０ｍ前俊の幼魚の群泳を見

た，戦前，鰹餌料として爆薬を用いて採集したという｡丈夫で長持するというが５年毎

に来淋するという，発生の周期があるものと推定されるフ

ロミズン属（ヒライワシ）

サッパに類似する体長１５～２０ｍでミヤマイワシ・オクロイワシの２種が見られる，

本種は二見港内っ西島，母島沖港の湾奥でかたり多量の群が見られた，本種は投網地

曳網筆で容易に魚澱できるっ鰹餌料としてはや△大型である力；メジ，ピンチョウ等の

一本釣餌)lslとして最適のようであるヅ

ハアイゴ

アイゴ属で種名は明らかでない，夜間灯下や昼間は浅所に多量集雀ってくる，主とし

て，下等藻類を餌にしている，体長４～５ｍｍで鰹餌料として役に立つようであるっ量的

には多くない。

二テラビア

八ツ瀬)Ⅱで前年同様産卵床が多数見られた，また稚魚（体長２～４ｍz）が河口部に集

魚していたつ本種の幼魚をハワイ。セイロン島では鰹餌親として近年成魚を鮪餌料とし

て静岡県水産試験場でもテスト中である，今后本種も活用すべきであろう，なお，資源

的にはどの程度あるか明らかでないが南島の蔭陽池等にも移殖すれば更に増加するであ

ろう。

以上の他トウゴロイワシ類ウメイロモドキ（タカペ）ハタンポ類等も鰹餌料として

用いられるようである力Ｓいづれも資源的には多くたいので，これらの各種を混合使用す

べきであろうつ

る）アオウミガメ

前年に比べて本年は回勝量少たく，その漁鰻量は１０数頭にすぎたいというっ従て１ケ

月の調査期間中，海上及び海中の目視では７頭しか発見されず，このうち１頭のみ捕獲し

たつ捕獲場所は母島の北部であるっ放流場所は母島，御幸浜沖。放流個体は，甲長９０，，

の９で標識はビニール矢，Ｓ４４.Z〃１，トウキョウトスイシ，と記録されてある。標

識位置は左背甲側縁上から６番目であるラ放流年月日は昭和４４.Z４．である。なお，本年

Ｐ
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の捕礎カメは全般に小型で甲長範囲７５２～７８．０ｍ平均甲長で７２．７cmと小さい。

４）軟体動物

イ移殖フクトコプシ

八丈産フクトコプシの戦前の移殖地先のうち未調査の父島水の下及び西島南岸を調査

した，いずれも，フクトコブシの移殖地としては適地であったハフクトコプシは発見

できなかった。なお発見種はマアナゴとチリメンアナコ噺)であった。

ロ真珠貝

前年同様クロチョウガイを発見したのみであるっ

′、シャコガイ

戦前の記録ではシャゴウとシラナミの２種類か記載されているが，２ケ年間の調査で

シャゴウは発見されたかった。海況底質から見て恐らく棲息しないものと思われるコシ

ラナミの最小型は殼長２．５，２を採集した。本種の産卵期が夏季であることから２５cmの

個体は昨年の夏季発生群と推定されるフ即ち，満１年で2.5～４ｃ７７ｚに達するものと思わ

「

ii

2）▲

▲

れろう

ニスイジガイ

群棲地を姉島北浦で発見した。本地先は唆日，現地人が４人で８０余個を採集したこ

とでも多いことか判る。

ホアオリイカ

昨年西島東岸（７月上旬），本年７月中旬，父島宮の浜でアオリイカの卵塊を発見し

たついづれも採集険幼仔のふ化か見られたことから，少たくともアオリイカの産卵が

６月から行なわれていることが推定できる。卵塊は伊豆諸島と異なり海藻に産卵転落

することなく，海底の岩礁に産卵又は独立して卵群を作る。また，アオリイカの稚仔の

群泳を母島東岸で見たことから，本種の産卵期は５～６月と推定される。

ヘメヂロダコ

本種の交尾を７月中旬に父島水の下で１例，姉島北の浦で１仇同卵哺育中を宮の浜

で１例観察したことにより交尾産卵期は７月であることが判名した。

５）造礁サンゴ

イ聟島列島及び硫黄島

聟島の南岸における石サンゴの分布，種類等は父母島列島と同一である洗いづれ

も波.浪の強い外礁型で各種サンゴとも成育悪〈,わ1Ｍ,化している。硫黄島の西岸に位置

Ｐ￣

￣
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するカンゴク岩の一部では聟島同様サンゴの成育悪〈,わい小化しているっ即ち，両島と

もに劣母島列島に比べて貧相である。

ロ造礁サンゴの成長

父島二見港内，兄島滝の浦で前年に引続き造礁サンゴの成長を測定した。測定結果は

下表のとおりである。

▲己ＤＣ

」６、

｣ＯＣｉｌｌＯＤｏｒｎ犀

］×１９

＆

ＤＤＯｒａル震

３．５×８

ｄｑ

EIB×１５８

ミレポーラ，イポハナヤサイサンゴ類では成長悪〈，２c77z前後，ミドリイシ類では７

～９c’７２と成長が良い。昨年測定したエンタクミドリイシでは長径１９５ｍzであったので，

昨年から今年にかけて１５．５ｍ成長したことにたる。即ち，一方向に平均6.7cｿ7m伸びた

ことに左る。注た,オオトゲサンゴ類で年輪と推定される形質があるので冬輪（最低水温は

５月で月平均２０．５℃，１～２月ともに２１℃以下であるので，この間サンゴの成長は

阻害されると考えられる）と見なせば平均0.9ｍzと極めて成長が遅いことが判る。

６）藻類

最も期待された聟島のサイミは，聟島には余り見られ説むしろ，嫁島の北東岸に多く

見られた。嫁島を除く聟島列島の東岸は未調査なので結論は得られないが，期待される程

の成育は見られなかった，サイミは多年藻なので，戦后約２５年間全く採取が行なわれて

いたい場合には，遂に成育が止雀ることも考えられるので一応今俊手入れをし，繁殖対策

も必要である。なお，海面下の有用海藻では僅かにカタオパクサ類が見られる他父母

島列島ともに最優先種は褐藻類のヤハヅクサ属（コモ）である。その他余り眼立たない

が，サンゴ藻類ウミウチワ類が見られる，

７）甲穀類

⑰
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現地漁協所属潜水船か石サンゴ及びイセエピ漁業を行なっているフ

先に述べたように，石サンゴの成長は極めて悪い点から前年より保護区の設定種類の

制限等についで水産課と連絡をとっている沈末だ具体化の段階に至らをい現今１日島

民はカヌー上より，カギ取り，素潜りによる採取以外操業したいが帰島民は潜水機採取

を行なっている。今慶激増する石サンゴの需要に対して，この潜水機による採取は石サ

ンゴの乱獲に及ぼす影響は極めて大きいことから，潜水機による石サンゴ採取業の規制

を絶対必要とする。規制の１例をあげれば次のとおりである，

⑤サンゴ保護区域の設定

〔父島列島〕○二見港内二見岩周辺及び沈船

′｣笠原唯一の内礁型サンゴ生育地（エタミドリイシの繁殖地）

ｏ宮の浜，滝の浦湾（人刈ヒョウタン島を含む）兄島瀬戸周辺

裾礁型サンゴ礁形成地帯

ｏ初寝浦一帯

父島列島における東海岸唯一のサンゴ礁形成地帯

ｏ南島サメ池

南島の景観と共に保存の必要性がある。軟サンゴ，ノウサンコ；コモン

サンゴ類の群落

〔母島列島〕ｏ北港南岸のサンゴ生育地

主として，ハイマツミドリイシの大群落

ｏ沖港東岸及び御幸鴻南京浜一帯（裾礁型サンゴ生育地）

ｏ平島周辺のサンゴ生育地

〔豊島列島〕ｏ聟島の南浜一帯

聟島列島唯一のサンゴ群生地

⑤保護区域外での自由操業

上記保護区域外では石サンゴの自由操業を認める，

。輪採法による自由操業

桧山教授の提唱する地域別輪採法は，サンゴの生育を考慮して，５～１０年毎の地

区別口開口止制度であるが，これは各地域のサンゴ成育分布状況か一様でないので

区域口開口止期間の長短にかなり研究を要するっ

①潜水機採取を許可する場合の条件

⑤

や

Ｐ
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ミガメを食用として関心をもつ１日島民に水産行政上著しい不信感をいだかせるものである。

幸に，本年アオウミガメの回淋が少なく，捕湛が行まわれなかった模様である。従って，

早急に人工ふ化飼育設備の設置が望されることは旧島民の一致した意見であり，戦前同様

公立の人工ふ化飼育施設の実現が望ましいっ

あとがき

小笠原の浅海漁場の高度利用は，地域の特性を生かし独特を方法を考えなければたらない。

鰹餌料の自給は今俊の鰹鮪漁業経営上重要な問題であり，効率的な漁獲方法を考えなければな

らない。シャコガイ，アオリイカ，タコ等の生物学的調査の一端が明らかとたり，今慶の増殖

手段の一助とたつたつサンゴ礁の保護区域イセエピ禁漁期間の延長潜水機によるサンゴ，

イセエピの捕獲は早急に中止すべき規制手段を決めたければ貴重な資源を壊滅する恐れがあるっ

サイミは戦前１～９トン，平均４トンの水揚げをみた，現在５０～100円／１Ｋ9で販路がある

が現状では資源量が少〈，出荷は無理のよう五将来の未禾Ｉｌ用資源といえよう。

２ケ年間の調査で小笠原の磯根資源の概要を把握したが，今俊は時期を異にした調査，主要資

源に対する漁業生物学的調査が必要であり，漁業の多角経営観光漁業の発展と相まって，資

源の諸調査はますます重要な問題となろうっ

終りに，本調査に協力い允旨いた，小笠原支庁，｜日島民の各位に厚く御礼申し上げる。

●

８

申

ら
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はしかき

小笠原諸島の磯根資源調査の一環として貝類の採集に勉め若干の標本が入手できた。これら

の標本中同定できたものについて過去の資料と併せて貝類目録を作成し，小笠原諸島の磯根の

生態系解明の足がかりとし，今後の磯根資源の保護増殖に役立てたいと念願している。

本調査に現地で協力していただいた，ナザニエル・セポレー大平幸一両氏，東水試大島分場

草苅正技師，指導船あずを船長藤浦紀光技師他乗組員一同に深謝する。Ｘ一部標本の同定を

して下さった国立博物館波部忠重博士，広島大学滝巌博士に厚く御礼申上げる。

０

■

1．小笠原諸島の地勢概要と海況

１）地勢概要

東京の南南東およそ１，０００～１，２００Kmに散在する５０余島は北緯２‘１４Ｌ27945′

東経１４１．１６～１４２．２６/を中心とする広範囲の海域に散在し，４群島に大別できる。
'

北から聟島列島・父島列島・母島列島・火山列島でうその総面積は１０４k力Ｉで伊豆大島よ

り僅か大きい。これらの多くの諸島は旧火山列島であるので各島共に面積狭小で島の周囲

は概して急峻で砂浜は乏しい。

貝類相の豊富なすみ場となる５０ｍ以浅の浅海漁場面積は約１７５ｍ２００ｍ以浅の

陸棚面積は約２０００ﾙﾎﾟである。

２）海呪

小笠原諸島周辺の主な海流としては，北赤道反流の分流がマリアナ諸島を北西流し，小

笠原諸島を通過する一方，全諸島の東側では黒潮の南下流がある。又，亜熱帯収れん線の

季節的移動範囲に入っているために同緯度の他地方にくらべて気温・水温共に高い。
ノ〃

１９１６～１９５０年における観頂１１結果によれば父島二見港内要岩（北緯２７９４７）に

おける最低水温は２月の２０５℃，最高は９月の２６８℃，年平均２５．６℃である。沖縄

津堅島（東緯２６Ｑ１４ﾉ）とくらべると，最低で１．９℃高く，最高で１℃低く，年平均では

０．４℃高いことが判る。即ち沖縄では大陸の影響を受け高低が激しいが小笠原では高低が

少なく海洋性であることが判る。比重は１．０２５０９～１．０２６０１，平均１．０２５と年

変化は少ない。（図１）

⑤

■
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←－－－．沖繩水温………２０年間平均

図１ 水温・比重の変化

で

２調査方法
●

昭和４５年６月２５日～７月１１日の間，主として父島，母島列島の一部について，素潜り，

スキューパー潜水によって潮干帯から漸深帯まで採巣ドレッジによって水深５０ｍまで採集

した。更に打ち上げ採集および，現地収集家のコレクションの閲覧，聞込み等おこたった。

調査地点は図２忙示､す通りである。
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５軟体動物相

小笠原諸島は熱帯・亜熱

帯に属する貝類即ち，久

カラガイ類イモガイ類，

タケノコガイ類イガレイ

シ類等の種類が多い，今回

ここに収録したのは過去の

資料を含めて５５９種で，

この分類区分ヒザラガイ類

７種，腹足類２９０種（含

俊さい類↑1種），足類５６

種，頭足頭６種その明細は

目録の通りである。これを

伊豆諸島の貝類相と比較す

ると表１の通りで，大島に

ついで腹足類の割合が多い，

更に砂地に生息する貝とい

うわけかたを､すれ感その

割合はかたり高くなるもの

と考えられる。

タカラガイ類では大島１８

種三宅島５１種八丈島

４５種と，南にゆくに従っ

て，その種類は増えている

戎小笠原では５６種と少

ない，これは短期間の採集

のためでもあるが伊豆諸島

で最も普通にみられるメダ

カラ，ナシジダカラ等がま

ったくみられたかった。

１４２．１０１

グンターーーも

｢,ﾘｸﾞ幻

父島列島

外 ２４．１０１

⑫

千
’

Ｚ

９
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印溌 ２４．４０１

い（鋤．）一

口■司呵》凰蝿四局「■曰鄙〃■－．１
／
Ｉ
「
、
一

や

勺

／
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図２調・査地･'点図
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表１伊豆諸島の貝類相との比較

P

ヲ５８

ヲ０（８５．８〃）１０（ｕＵ ４６L】H１【．

「

逆に数が多いのがハチジヨウダカラであるが，これは一般にやや小型である。キイロタカラ

はいわゆるメンガタダカラ型であり，他に特徴的友ものはたく，八丈島産タカラガイと比較

すると全て共通種でミクロネシヤと同型である。

イモガイ類では，大島８種三宅島２２種八丈島５５種とタカラガイ類と同じ傾向がみ

られるか，小笠原では２４種であった。伊豆諸島に多いジユズカケサヤガタイモがたく，ペ

ツコウイモも南にゆくに従って小さくたり，八丈島では小型のものが少量採集される程度で

あるが，小笠原にはみられなかった。逆に三宅島以南より少量採集されるヤナギシポリイモ

は沖縄産と同程度大型である。しかし，概して共通種が多く，八丈島に産したいのはタイミ

ヨウイモ・クロミナシ，クロザメモドキぐらいであった。

サンゴヤドリ類は１２種であるが，小笠原の海は海藻の分布が極めて貧弱で，そのかわり

に造礁サンゴカ注育していることから，八丈島１８種沖縄２５種にくらべると少左〈，今

俊の採集で更に種類が増加するものとみられる。

アツキガイ類では大型のテングガイがあるハシラクモガイ（殼高Ｑ５ｍｚ），ホソスジテ

ツボラ（殼高a５ｃ７７z）も大型である，更にイガレイシ類では，八丈島で数の少ないムラサキ

イガレイシが極めて多く，叉大型であった。ニシキウズ類では，八丈島で産業的に採集して

いるギンタカハマが生息しているハその数は少ない，しかし，殼径8.6“９Ｌ４“１０．５

ｍz等と極めて大型である。ミミガイ類のマアナゴは八丈島に，わずか生息するが小笠原では

その数が増加するが個体は小型で殼長５ｍ前炭であった。その他チリメンアナゴも棲息する。

更に，マリアナ諸副､ら小笠原にかけてしか生息したいカサガイをはじめ，マルサザエ・

オオベソスガイ・ラクタガイ等伊豆諸島に生息したい種類をはじめ，シラナミ・スイジガイ

・クモガイ．リュウキュウタケ等生息していてもごく少量の種類等か極めて普通にみられる

０

勺

Ｐ

場所であるといえる。

－１０２－

|Z罪菫に三iiLLil
腹足類 堀足類 斧足類

大島 ２２９（７２．０９６） １（０．５） ８８（２７（７）

三宅島 ５２５（８９Ｌ５″） ０（０．０） ５８（１０．５）

八丈島 ８４８（８８．５〃） １（０１） １０９（１１．４）



頭足類は６種で，産業的に主要なのはメヂロダコ・スナタコ・アオリイカでソデイカが冬

期間まれに漁獲又は漂着することがある。なお今後の調査によっては外洋性のイカ類の種類

が増えよう。

最后に小笠原の名前をつけられた貝ではオオクロヅケガイ，カサガイ，オガサワラタマキ

ビ，オガサワラリソツ舷オガサワラモツポトクロタマキピガイモドキ，ウミナシヂタカラ，

オガサワラガンセキポラ（サンプ網深海産），オガサワラ少ブリポラ，ノミフデガイ，チチ

ヂマコウシプ等で模式産地は小笠原で産名Ｍ､笠原になっている（目録参照）又特産では

左いが日本内地に分布しない貝としてはクサイロイシタタミ，カサガイ，イポキンシパイ等

がある。

東京動物の寄生貝では小笠原記録種でが指された。日

本では奄美から知られている宿主はチヤイロホウキポシＯｐｈｉｄｉａｓｔｅｒｃｒｉｂｒａｒｉｕｓ

である。寄生率は比較的高い。

又新種としてヤドリユナ科Ｓｔｉｌｉｆｅｒｓｐが採集された。宿主はミツカト゛パイプウニ

Ｈｅｔｅｒｏｃｅｎｔｒｏｔｕｓｔｒｉｇｏｎａｒｉｕｓで寄生率は父島の外海産より二見港内産に高

い。

その他オウムガイＮａｕｔｉｌｕｓｐｏｍｐｉｌｉｕｓＬＩＮＮの死殼が母島及父島で採集され

ている。

淡水貝は従来知られていたハハヂマカワニナ，オガサワラカワニナ，イシマキガイの５種

でいづれも汽水性熱帯地方に分布する種類である。又扇浦の'｣､川で採集したフネアマガイ

は小笠原からの未記録種であった。（従来は奄美以南）

Ｃ

●

４軟体動物の利用

１）食用

内地沿岸にくらべて食用になるのは少なく１０数種を数えるにすぎない。戦前から水産

上重要で量産したのはマルサザエ，メヂロダコ，スナタコ，アオリイカで食用軟体動物に

ついて種別に述べれば次の通りである。

マルサザエＴｕｒｂｏｓｅｔｏｓｕｓＧＭＥＬＩＮ

量産される最も重要左貝で主産地は北硫黄島である。遠山によると本種はチヨウセン

゛サザエＴａｒｇｙｒｏｓｔｏｍｕｓＬＩＮＮＥと報告されたか，著者等の調査でマルサザエで

あることが明らかとなった。従来本種は主としてぼたん原料として１９２７年頃から採

し

で

－１０５－



取され，最多年８４ｔ平均5.4ｔに達している。本種は貝殻のみを利用することから肉

を用いて，かんずめ製造試験を小笠原島庁が北硫黄島で施行し製品は好評を得たがおし
くも企業化するに至らなかった。

本種は今回調査した父島・母島列島の潮干帯の主としてサンゴ礁内にも生息するハ
その量は少ない。

チヨウセンサザエＴａｒｇｙｒｏｓｔｏｍａＬＩＮＮＥ

父島．母島列島及び南鳥島の潮干帯のサンゴ礁間に普通に分布し食用に供されるがそ

の量は少ない。橋本他によると南鳥島産のチョウセンサザエで１９６２年に２名,１９６８

年に６名の中毒事件がおきている。いずれも鮮食・つぼ焼等で発病し倦怠感，ドライア

イスセンセエーション，下痢・掻で発病までの時間は数時間から２－５日と長い｡

１９６２年以前には中毒事件は無く食用とされたが，生年島の南東岸の坂本崎のサザエ

で中毒し，１９６８年では北西岸のサザエで中毒した。毒性は採取場所により異なるも

のでなく年によって変動するものと考えられると言う「毒物については目下鋭意研究さ

れているのでいずれ判明することであろう。父島，母島列島産のサザエは現在も食用に

供しており中毒事件は発生していたいが今後は注意する必要があろう。

カサガイＯｅｌｌａｎａｎｉｇｒｉｓＲｕａｍａｔａｍＥＥＶＥ）

満潮帯の上部から飛沫帯の岩礁上に生息し，父島・母島列島に広く分布する。南島の

カサガイはコーヒ皿に達するというが著者等の各地の採集や，島民のコレクションでも

長径１０ｍｍが最大であった。父・母島列島で採取したカサカイの殼長組成を別図に示し

ワ

８

たとおりである。古くから最も

良く食用に供し美味であるか肉

がやや堅い。鮮食つぼ焼とさ

れているか，戦後の米国時代肉

を干してグアム島に輸出したこ

とがあるという。１ガロン罐が

２０～５０弗で取引されたとい

うからかなり良い価格である。

２０ 母島束港
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ハチジョウグカラＰｅｒｉｂｏｌｕｓｍａｕｒｉｔｉａｎａｃａｌｘｅｑｕｉｎａＭＳ

ホシタカラ ＯｙｐｒａｅａｔｉｇｒｉｓＬＩＮＮＥ

両種共に各島の潮干帯の岩礁上のくぼみやサンゴ礁間の蔭に生息し量的には前種が多

い。肉は美味で焼いて食用とするが殻か美麗左ので近年は装飾用に用いている。

ギンタカハマＴｅｃｔｕｓｐｙｒａｍｉｓ（ＢＯＲＮ）

各島の潮干帯から漸深帯のサンゴ礁間に分布し食用に供されているがその量は少ない。

八丈島産にくらべて殻は重厚で大型である。

マアナゴＨａｌｉｏｔｉｓｏｖｉｎａＧＭＥＬＩＮ

各島の潮干帯の上部岩礁上の亀裂に生息する。量は少ないが古くから食用とされてい

る。肉は堅く不味◎

笠貝類･

主としてヨメガカサＯｅｌｌａｎａｔｏｒｅｕｍａＲＥＥＶＥで各島の潮干帯の岩礁上に生

息するニシキヒサラガイ等と共に良く採取して汁の味として用いる，美味

ニシキヒザラガイＯｎｉｔｈｏｃｈｉｔｏｎｈｉｒａｓｃｉ（ＰＩＬＳＢＨＹ）

各島の潮干帯の岩礁上に生息するが量は少ない。肉は堅く不床

シラナミＴｒｉｄａｃｎａｅｌｏｎｇａｔａ（LAMAROK）

各島の潮干帯の主としてサンゴ礁間に生息し最大殻長４５ｍに達する。量的にもやや

多くまと玄って生息する父島列島主として二見港内及南島のシラナミの殼長組成(朔|｣図
個

叩

ｆ

ｑ

巳

に示したとうりである。

肉量多く古くから食用とされたが肉に

特有の臭気がある。貝柱は美味。

２０

１０

メヂロダコ
●

殻長１０２０５０４０５０c77z

スナタコＯｃｔｏｐｕｓａｅｇｉｎａＧＲＡＹ シラナミの殼長組成

スナダコは各島の潮干帯の岩礁上のくぼ地に生息する。干潮時拾うように採取される。

メヂロタコは交尾を７月中旬に父島水の下で１例姉島北の浦で１例后卵哺背中を宮

の浜で１例観察したことにより，交尾産卵期は７月であることが判る。両種の内メヂロ

タコが重要である。戦前の獲量は最高９ｔ，平均５２ｔの水場が記録されている。美

アオリイカＳｅｐｉｏｔｅｕｔｈｉｓＬｅｓｓｏｎｉａｎａＬＥＳＳＯＮ

各島に生息し，卵群は父島の西島東岸（７月上旬）及び父島宮の浜（７月中旬）で発

見され7ごy〕づれも採集直俊稚仔のふ化が見られた｡卵塊は伊豆諸島と異なり，海藻に産

功
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卵転jHきけることを〈，海底の岩礁等|'｡l虫立して卵群を作るっ蚕允，アオリイカの稚仔

の群泳を母島東岸で見たことから，本種の産卵期は沖縄と同様６～７月と推定されるっ

主として冬季間漁籏され最高４ｔ，平均1.5ｔの水場が記録されている，美味っ

２）装飾用と観賞用

食用貝類とは別に大型で美麗を貝を装飾用観賞用にもちいている｡又オオペソスガイ

・マルサザエの蓋を用いて装身具を作っている。その主な貝は次の通りで価格は米国の貝

類価格に準じて販売しているので内地の貝の価格より著しく高い，

装飾観賞用貝類

テンクガイ..……１８００～２，２００円

Ｐ

朕

ミガキナガニシ・・・・５００

ホラガイ・・・・・・・・・・１，８００～２，２００

スイジガイ・…・…５００～９００

クモガイ・・…・・・・.２００

リュウキュウタケ．.２００～４００

ハチジョウダカラ．．５０～２００

ウミウサギ・・・・・・・・９００

シラナミ・・・・・・・・・・２００～１，０００

装身具

オオペソスガイの蓋を用いた

ペンタンド……４００円

イヤリング・・・・・・７００

５）移殖貝類

フクトコプシＳｕｌｃｕｌｕｓｄｉｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒｄｉｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒ（ＲＥＥＶＥ）

１９５４年５月，小笠原島庁は八丈島三根産フクトコプシ４６８０個を購入し，父島

の西島南岸に４００個，父島北側の水の下に７００個を放流した。放流個所の水深は

１．５～4.5ｍ玉石とサンゴ礁間に移殖した。移殖後の成長は極めて良好で移殖農２年５

ケ月では数町移動し良く肥満していたという。

移殖地の潜水観察ではフクトコプシの棲所として適地と認められ，棲場と箱少をいが餌

料海藻もある。同一個所にマアナゴ，チリメンアナゴ等も棲息していたがフクトコプシ

は全く発見できたかったつ一時的には成育してもは/W直するに至らなかったものと推定さ

■

●
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れるっ

アコヤガイＰｉｎｃｔａｄａｆｕｃａｔａ（ＧＯＵＬＤ）

１９１６～１９１９年の４年閲，三重県産のアコヤガイ１１４１２個を父島二見港内

に移殖し，成長良好であった1が，大正８年９月の台風で全部流失した。以慶中断してい

たが昭和１１年再び三重県産を移殖し，筏式養殖試験を試み昭和１４年には三重県より

技術者を呼び真珠核そう入試驍をおこなって，現地技術者の養成に勉めたところ，南島

鮫池にて民間企業も開始されたが成功に至らなかったっ

－０
，

■

5．今後の増殖対策

調査が父島．母島列島のしかも潮間帯に限られ，漸深帯の調査を十分おこなう余裕が得ら

れたかったので）水産上重要友貝類等について考察を加えることができたいつ従って，今陵

の増殖問題についてふれることは危険ではあるが，一応将来性を考慮すると次のことかいえ

ようっ

１）貝類資源活用の考え方

前段に述べたように，小笠原諸島産の貝類は，食用貝はさておき，いずれかといえば観

賞用，装飾用具類が多いことか特徴である，

今茂との地域の貝類の保護増殖対策を講ずろに当っての基本的な考え方としては，こ

れら観賞用又は装飾用具類に主体におくべきであろう，

勿論マルサザエのように戦前相当の産額のあったもの，あるいはシラナミのように特

に肉量の多い､の篝については前記の考え方と平行して，殻・肉ともに利用する方向で進

めばさらによい結果が期待される，

２）保護増殖対策について

（１）観賞用貝葬の保護

大型のタカラガイ類タケノコガイ類・スイジガイ類等の腹足類はまだその発生も不

明で増殖手段は確立されていたい，従って積極的な増殖方法はなく漁獲を制限する等保

護するほかなく，特にタカラガイ類は，前述の如く採取容易なので無制限な採捕は資源

枯渇の原因となるので注意を要する。又シラナミ等シャコ科の発生は一応明らかなので

種苗生産の手がかりは得られているので今壜俊積極的な増殖方法を講ずべき種類である。

（２）真珠母貝の増殖

戦前，アコヤガイの移殖と真珠養殖が試みられ，真珠養殖は小規模ながら企業化され

●

守
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たが失敗している。

アコヤガイによる真珠生産はすでに内地でも過剰であり，小笠原の海で特にアコヤガイ

について増殖を計るより，むしろ現生ずるクロチョウガイ，叉はシロチョウガイ，マペ

等の真珠生産を将来の目標とすべきである，

クロチョウガイの種苗は沖縄で人手できる。シロチョウガイは奄美大島海域（北緯

２８．１０ﾉ）まで分布しているので，将来漸深帯の調査が進めば小笠原でも発見される可

能｣性もあるコマベは奄美大島では資源枯渇状態であるが沖縄で近年大量の生息地が発見

されたという，従って種苗の移殖によって，母貝の義成，やがては真珠生産も可能とた

ろう。これらの適地として，父島の二見港内，小浜港沖合兄島瀬戸，兄島の滝の浦湾

等が養殖候補地としてあげられる，

(3)その他の増殖

ｉ）フクトコプシ移殖の問題

過去における移殖効果は成績が良かったという。調査が未完左ので結論は得られな

いが餌料となる海藻が貧相なので希望がもてたいが，移殖事業はフクトコプシに限

らず他の貝類についても同様，長期間継続しないと効果があがらない，

ｉｉ）アオリイカのふ化と養殖

アオリイカは卵塊を岩礁に産みつけるので，卵塊を採集し，ふ化させることができ

る，ふ化稚仔も大きく，飼育も容易であるので養殖や放流も将来の課題として考えら

れるっ

iii）メヂロタコ・スナタコのふ化と養殖

両種共産額も大きく，又，天然卵の採集も容易であるっアオリイカと同儀人工ふ

化養殖は可能なので他の重要貝類との間の捕食被捕食関係を十分検討のうえ支障が

左ければ〉増殖手段を考えるべきであろう，

申

§

Ｃ

●

6．その他

１）戦前貝類研究小史

小笠原諸島の海産貝類が生物学者の服にふれたのは今から１８５年前の安政元年(1954

年）日米親和条約がむすばれた年の１０月１８日である。北太平洋探検調査に活躍中の米

国のＶｉｎｃｅｎｎｅｓ号は生物学者Ｓｔｉｍｐｓｏｎを乗せてＰｏｒｔＬｌｏｙｄ（父島二見港）

に到着した。ここで１１月６日に出港するまでの間磯採集やドレッジを試みハチジョウタ

－１０８－



カラ・カサガイ等１１０種の貝類を採集したというつとれらの貝の一部（陸貝１種を含む

１０新種）はのちに（１８５９，６１年）Ａ･Ａ・Ｇｏｕｌｄがボストン自然科学会報

（ＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓｏｆｔｈｅＢｏｓｔｏｎＳｏｃｉｅｔｙｏｆＮａｔｕｒａｌＨｉｓｔｏｒｙ）
の第６，８巻に記載された。

Ｖｉｎｃｅｎｎｅｓｇが訪ずれてから７年農（１８６１年）の文久５年ＢｏｎｉｎＩｓｌａｎｄ

は日本領となり，徳川幕府はこの島の開拓をおこたうべ〈２度にわたる調査団と開拓者を

送りこんだ。２度目の開拓に幕布の水野昭部と軍艦朝陽丸で渡島した本草学者阿部櫟斉は

小笠原諸島の貝を日本にはじめて招介した証櫟斉は父島に滞在中島の風物を良く観察し

「南喚行記」を残した。その書の中に５種の貝の言［縁があるつとれによると，文久２年の

１０月台風におそわれた海岸の描写があって「大風の後は必ず貝螺の奇たるものありとし

て，浜に出て拾いけるに，大いなる紫具舞の袖，蜘蛛貝など多く取り得たり，これらの

肉床大てい丸孔螺（アワビ）のごとし，子は酢に浸して食せりＪと，又全年１２月２５

日の潮干狩の記録があって「晴暖にして海岸に介類を拾ひたり.車盤（シャコ）に長み

あるなり，短かく丸きあり。雌と雄なるや。肉は硬くして食ふ可からずつ王眺（タイラギ）

を食ふ，法の如くその柱斗bを食う可しっ」このように二見港内の貝についての記録があ

る。その後１９０１年吉原重康氏は小笠原の動物相の調査をおこない貝類について僅かに

ふれている「小笠原においてスルメイカ．アワビ．サザエ．ハマクリ・シジミ．シユジユ

ガイの産せざることにて，只トコプシの２種Ａｖｉｃｕｌａの小品２品をみるのみ」とある゜

１９１４年ＳｉｘｔｉｎＢｏｃＫ(デンマークの動物学者）は小笠原の海産動物を採集しウプ

ザラ大学に保管したがこれらの中ヒザラガイ類５新種をBergenhayn（1955年）が報告した。

１９１５年小笠原島庁は貝類の増殖に意をそそぎ入丈島産フクトコプシの移殖，更に

１９１６～１９１９年三重県産アコヤガイの移殖や真珠養殖試験（１９５９年）を試みて

いる。１９５７年遠山宣雄氏は小笠原近海の生物相をまとめて４４科９５種（含種名不

詳９種）を報告した。１９４０年大山桂博士は堀起増与氏と共に父島・母島両島に渡り海

産貝類４２科１２４種を採集記録している。

２）軟体動物の方言（慣用語）

その地方の住民の貝の利用度が多い程貝類の方言は多いものである渦他の地方に比

べると小笠原諸島では方言が少を〈貧相である。今回集録できたものは１２種１５方言で

あるっこれらの方言をみると貝の形態模様から陸上の動物名を付けた６の４種貝の習性

からつけたもの１種迷信伝承的友もの１種，動物の雌生殖器の名称を蔭語で表わしたも

の

△

や

●
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の１種で一般に他の海崇地方と共通するものが多い。戦前の方言は勿論日本人が名付けて

いるが戦凌のものでは陸上動物名を付けた米国式が３種ある,又，八丈島と共通のものが

５種あるのは，かっての小笠原移民が八丈島出身者で占めていた名残りであろう。

特に面白い方言ではオオヘピガイの方言マルノミで本種の殻口は良く素足の住民の足を

傷付けることから名付けられている。又疑わしいカキテングガイの方言ヒノデガイは本種

が朝早く採集に行くと殻口を上に向けて朝日を仰ぐようにひっくりかえっているので発見

しやすく採集が容易であるというつとの生態の真疑を古老は否定しているが青年達は信じ

ているっ

小笠原の方言

鱗

他

伝承的迷信

形態上

″

ノノ

ノノ『

″

生態上

形態上

″

〃

″

″

生態上

″JIIT
８

■

◆
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小笠原諸島産軟体動物目録

Ｏ１ａｓＢＰｏｌｙｐ１ａｃｏｐｈｏｒａ
ｏｒｄｏＮｅｏユｏｒｉｃａｔａ

ＳＵｂｏｒｄｏ工Ｂｃｈｎｏｏｈｉｔｏｎｉｎａ

Ｆ１ａｍｉｌｙ工Ｂｃｌｍｏｏｈｉｔｏｎｉｄａｅ

多殼綱

新ヒザラガイ目

ウスヒザラガイ亜目

ウスヒザラガイ科

ｴsohnoohitcn（工）oomptus（Ｇ○ULD）ウスヒザラガイ
]．（Ｌ）comptusisaoi工ｗ・Ｔａｋｉホソウスヒザラガイ
LepidozoMooreanioa（ＲＥＥⅦ）ヤスリヒザラガイ
ＳｐｏｎｇｉｏｒａｄｓｉｓｍｕユｔｉｄｅｎｔａｔａＰｉ１Ｂｂｒｙオガサワラヒザラ

ガイ

●
●

「●‐一〔．－」

il：

ＦａｍｉユｙＯｈｉｔｏｎｉｄａｅ ヒザラガイ科

Sｕｂｒａｍｉ１ｙＴｏｎｉｏｉｉｎａｅ
■

Onithochiton（Onithopﾕａｘ）ｈｉｒａＢｅｉＰ工LSBm
ニシキヒザラガイ

Ｓｕｂｒａｍｉ１ｙＡｏＲｎｔｈｏ]Qユｅｕｒｉｎａｅウニヒザラガイ亜科
AoMtho]Q１ｅｕｒａ（Amphitomura）］Qﾕanis]Qｉｎａ
ＢＥＲＧＮＨＡＹＮホソウスヒザラガイ

LiolophurajaponﾕＣａ（Ｌ工ＳＯｍＥ）ヒザラガイ
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OユａＢｓＧａｓｔｒｏＰｏｄａ 腹足綱

ＳｕｂｃユａｓｓＳｔｒｅ]Qｔｏｎｅｕｒａ涙神経亜綱

ＯｒｄｅｒＡｒｏｈａｅｏｇａｓｔｒｏｐｏｄａ原始腹足目
ＳｕＰｅｒｆａｍｉ１ｙＰユｅｕｒｏｔｏｍａｒｉａｏｅａオキナエピス超科

Ｆ１ａｍｉユｙＨａｌｉｏｔｉｄａｅミミガイ科

SulculuB）ｖａｍａＬ工ＮＮＥイポアナゴ

S、）ｊａｐｏｎｉｃａＨＥＥＶＥフクトコプシ
S、）ｏ］athrataHEEVBチリメンアナゴ
○vinotis）ＯｖｉｎａＧＭＥＵＮマアナゴ

Sanha1iotis）ｐ工anataSoWERmヒラアナゴ
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三ｍ（」（い〕ノ》（Ⅱ〕「‐‐－６戸」
「‐‐一「‐‐一「Ｉ‐一

Ｈａ工ｉｏｔｉｓ

Ｈ．

Ｈ、

Ｈ、

Ｈ、

●

ＳｕＰｅｒｆａｍｉｌｙＰａｔｅｌｌａｏｅａツタノハガイ超科
Ｆ１ａｍｉ１ｙＰａｔｅ１１ｉｄａｅソタノハガイ科●

）Pate11a（ＰｅｎｅＰａｔｅＵａ）Steユユａｅｆ､orｍｉｓ（ＲＥ□ＶＥ
ソタノハ

oe11pn円ｄｏｒＢｕｏｓＲ（Ｇ○ULD）ベツコウザラ
０．toreuma（Ｒ血Ⅶ）ヨメガカサ
０．ｎｉｇｒｉｓｑｕｐＭｔａ（ＲｍＶＥ）マツバガイ（ウシノソメ）
０．ｅｎｅａｇｏＭＲＥＥＶ回カサガイ

エラ．

●
●
●
●

皿Ⅱ川」‐Ｆ（‐／シゾ（、）｜ノノーー
「‐‐一「‐‐一『‐‐一「－－－
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Ｆ１Ｓｍｉ１ｙＡｃｍａｅｉｄＲｅユキノカサ科

PRtenoida（ARterRomea）ｐＷｍａｅＲ（DUNK]、）
ヒメコザラ

Ｐ．（Ａ、） ｐｙｇｍａｅａｓｉｇｎａｔＲＰｎＳＢ]ＲＹ
シポリガイ

Onl1ise11a（KikukozarR）1angfordiHABE
キクコザラ

Notoaomea（Ｎｒ)toaomeR）ｃ,ｍｃｉｎｎａ（Ｌ工SOHKS）
コウダカアオガイ

１２．

]９．

２○．

2１．

ＳｕｐｅｒｆａｍユユｙｌＩｉｒｏｏｈａｃｅａニシキウズ超科
ＰＰＲｍｉｌｙｒＴ１ｒｏｏｈｉｄａｅニシキウズ科

■

ｉｌ１ｒｏｃｈｕｓｍｎｃｕ１ｓｔｕｓＬ工ＮＮＥニシキウズ

Ｔ、ＳａｎｄｗｉｏｈｅｎｓｉｓＳＯＵＬＥＹＥ１ｒハクシヤウズ

Ｔ、開ｃｅｎｕｍｒｏｔａＤＵＮＫＥＲウズイチモンジ

Ｔ、ｍａｏｕｌａｔｕｓｖｅｒｒｕｏｏＢｕＢＣＩｌＩＥＬ工Ｎアナアキウズ

TectuBPyramis（ＢＯＲＮ）ギンタカハマ
Ⅲ．（ＲｏｏｈｉＲ）nilotiousIMximuB（ＰＨ工L工PP工）

サラサバテイ

MonodontaneritoideB（ＰＨ工L工PP工）クロズケガイ
M・PerplaxFlboniensiB（ＰｍＬ工PP工）オオクロズケ
M・auBtrRユｉｓ（ＬＡＭ）クサイロシタタミ
O1Rncu1us（Mesoo1anou1us）denticulatus（ＧＲＡＹ

テツイロナソモモ

OxyBte1e（PiotodiﾕCIM）Buavis（ＰＨ工Ｌ工EP工）
メクラガイ

ＣＬｉｂｂｕｌａａｆｆｉｎｉｓｏｏｅａｎｉｃＦｌＰ工ＬＳＢＲＹオオヤマクルマチグサ
●
●
●
●
●
●

〔”〆」ラム’“でⅢ川」１戸』、ノー／屋、）一／ｒ‐‐
〔
一
」
〔
←
」
（
〉
〆
」
〔
“
〆
」
〔
．
←
」
〔
．
－
」

■

●
●
●
●

『〉（〕（ｕ「／’（、Ⅱ）「‐１－
〔囮←」〔〆」「ムーノンラ（，”》 ）

〕２．

ラフ．

戸ａｍｉユｙＳｔｏｍａｔｉｉｄａｅフルヤガイ科

Ｓｔｏｍａｔｅｌ１ａｐ１ａｎｕｌａｔａＬＡＭＡＲＯＫヒラメアワピ
Ｑ

●

‐Ⅱ川一‐
「ムーノン

Ｆ１ａｍｉ１ｙＴｕｒｉｂｉｎｉｄａｅリユウテン科 、

Turbo（MRrmMostoma）argyrostomusL工Nm
チヨウセンサザエ

（Ⅲ．）Ｔ、ｓｅｔｏｓｕｓＧＭＥＬ工Ｎマルサザエ

Lunel1aoinerea（ＢＯＲＮ）オオペソスガイ
Ｏ０ＵｏｎｉｓｔＲｇｍｕ１ｏＢａ（ＰＥＡＳＥ）ｺﾀﾞﾏｻﾝｼﾖｳｽｶﾞｲ

●
●
●
●

戸
居
ｊ
／
・
〆
Ｊ
〔
）
「
ノ
ー
‐
丘
〉
（
」

ラ
ヘ
ノ
》
ラ
ヘ
ー
／
》
ラ
ヘ
ノ
ン
「
／
ヘ
ノ
ン

－１１２－



ＩＰａｍｉ１ｙＰｈａｓｉａｎｅ１１ｉｄａｅサラサバイ科

PhasianeUamodeBta（ＧｏＵＬＤ）サラサバイ〕９．

ＳｕＰｅｒｒａｍｉ１ｙＮｅｒｉｔａｃｅａアマオプネ超科
Ｆ１ａｍｉユｙＮｅｒｉｔｉｄａｅアマオプネ科

Nerita（ＴｅｌｉｏＢｔｙ１ａ）aliicil1aL工NNEアマオプネ

Ⅳ． （Ａ､]Qhinerita）］ＱｏｌｉｔａＬ工ＮＮＥﾆｼｷｱﾏｵﾌﾟﾈ

Ｎ･ （Ａ、）insouﾕPtaHEOLUZﾘﾕｳｷﾕｳｱﾏｶﾞｲ
Ｎ、 （ＲｉｔｅＭ）］ｐ１ｉｏａｔａＬ工ＮＮＥｷﾊﾞｱﾏｶﾞｲ
Ｎ・ （Ｒ、）BquamuﾕataREOLUZﾏﾙｱﾏｵﾌﾟﾈ
Septariaporoenana（Ｌ工Ｎ皿）フネアマガイ
OUthonretropictus（Ｗ【MARTENS）イシマキガイ

ＯｒｄｅｒＤＩｅＢＯｇａｓｔｒｏｐｏｄａ中腹足目

１１０．

１Ｌｕ．
少

●
●
●
●
●

蛇旧叫忙「〉一Ｍ）

６

ＳｕＰｅｒｆａｍｎｙ１Ｉ１ｕｒｒｉｔｅｎｏｉｄｅａキリガイダマシ超科

IPamiユｙＴｕｒｒｉｔｅｌ工ｉｄａｅキリガイダマシ科

L'-7. TurriteUaterebra（Ｌ工ＮＮＥ）キリガイダマシ(二目）

ＳｕｐｅｒｆａｍＵｙＬｉｔｔｏｒｉｎＲｏｅａタマキピ超科
Ｆ１ａｍｉ１ｙＬｉｔｔ,ご)ｒｉｎｉｄＢｅタマキビ科

TｅｏｔＭｉｕｓ（Nodilittorina）ｇｒ肌u1aris（ＧRAY）
アラレタマキピ

Ｔ、 （Ｎ、）］QyramidF1ユｉｓ（ＱＵ○Ｙ＆ＧＡ工MAR、）
イボタマキピ

Ｔ・pintRdo（ＷＯＯＤ）コウダカタマキビ
LittorM､iaundu1鯛（ＣＲＡＹ）ホソスヂウズラタマキピ
Ｌ・soabra（ｕＮＮＥ）ｖａｒ，ウズラタマキピ
Ｌ・ooooinea（ＣＭＢＵＮ）テリタマキビ

４８．

斗９．

●

５０．
５１．
５２．

５〕．\

ＳｕｐｅｒｆａＩｎｉユｙＲｉｓｓｏＦｌｃｅａホソスヂチヨウジガイ超科
Ｆ１ａｍｉｌｙＲｉｓｓｏｉｄａｅホソスジチヨウジガイ科

5斗．

5５．

RiBsoiM（RissoﾕｉＭ）ｃｏｓｔｕﾕａｔａＤＵＮＫＥＲ
スジウネチヨウヂガイ

R・（Ｒ、）ｐﾕｉｃａｔａＡＡＤＡＭＳケボリニセチヨウジガイ

－１１５－



●

／に〔）

戸．〔ｊ〉 Ｒ・（ＳｏｈｗＢｒｔｚｉｅＵＲ）mpterinsuleeP工LSBⅢ
ホソスジチヨウジガイ

ZｅｂｉｎＲｔｒｉｄｏｎｔＰｔａ（MiohRud）クリムシチヨウジガイ
A]ｗｍｉａ（Ｈ円urakiR）ngnsRwarRna（Ｐ工LSBRY）

オガサワラリソツボ

(ｎＲｔｈｒｏｆ､ｅｎｅユユＲＲｃｕｌｒｎｉｎＲｔａ

5７．
５８．

5９．

ＳｕｐｅｒｆａｍｉユｙＯＲｒユｔｈｉａｏｅａ
Ｆ１ａｍｉｌｙＶＰ]ｍｉｏｕ１ａ]r､ｉｉ勺Ｒｅ

オニノツノガイ超科

ミズガイ科

6○． Ｓｉｌｉｑ肥ｒｉＲｃｕｍｉｎｇｉＭＯＲＯＨミズガイ
の

IPami]ｙＶｅｒＩｎｅｔｉｄＲｅムカデガイ科
８

６１．
６２．

６〕．

Ｓｉ１ｉｏｕａｒｉａｏｕｍｉｎｇｉｍＯＲＯＨオオヘピガイ

Sf､phoniummpximum（ｓｏⅦRBY）ブタモチヘピガイ
MsMophragmarenisectum（oARPENIr国Ｒ）ムカデガイ

ＦａｍｉｌＶＴｈｉｓｒｉｄＦ１ｅカワニナ科

Semisulcospﾕraboninensis（皿Ａ）冤吾二ニラ
Stenomeﾕani円hRhR:Jim円、（Ｐ工LSBRY＆ＨｍＡＳＥ）

ハハジマカワニナ

6斗．

6５．

Ｂｕｐｅｒｆａｍｉ１ｙＡｒｏｈｉｔｅｏｔｏｎユｃｏｉｄｅｐクルマガイ超科
可Ｒｍｉ１ｙＡｒｏｈｉｔｅｏｔｏｎｉｄａｅクルマガイ科

Phi1ipPiahybrida（Ｌ工NNE）ハナグルマ
Heli肌ｕｓ/variegatus（ＧMEL工Ｎ）コシタカナワメグルマ
Hdepressiusoula（ＢＡｍＲ）上クナワメグルマ
Ｌ丘creneUrlS-い－（Ｌ工NNE）ヒラマキナワメグルマ
Htroohnideus（ＤＥＦ１ＭＹＥＳ）コマガタナワメグルマ
Phi1ippiaradiata（ROD工ＮＧ）ゴシヨグルマ（コグルマ）
Hｅ１ｉｎｏｕｓｓｔｒａｍｉｎｅｕｓ（ＧMEL工Ｎ）チヤイロナワメグルマ

6６．

６７．
６８． ■

6９．
７０．
７１
７２．

、

F１Ｒｍｉ１ｙＯｅｒｉｔｈｉｉｄＳｅオニノソノガイ科

ＤｉＲユａ１ｕｄｅｎｓＭＥＬＶ工ＬＬ８．ＳＴＡＮＤｐＮクリフハマソポ

P1esiot…ｈｓ｡Mmensis（MrSOw）勇二ﾆｦﾁｸｻ
7〕、
7４．

－１１４－



Ｂｉｔｔｉｕｍｇ１ａｒｅｏｓｕｍＧ○ＵＬＤノミカニモリ（チピカニモリ）
Oonooerithiumatromarginatum（DAUTZIENBERG
BOmE）コツラボリソノプエ
o1ypeomorushumi1is（DUNK皿）カヤハカニモリ
ＯｅｒｉｔｈｉｕｍｅｃｈｉｍｔｕｍＬＡＭＡＲＯＫ〆オニノツノガイ
０．ｏｏ１ｕｍｎａＳｏＷＥＨＢＹコオニノツノガイ
ｑｏｉｔｒｉｎｕｍＳＯＷＥＲＢＸキイロカニモリ
０．stigrnosum
Hhinoolavis（８．ｓ．）fasoiatuln（ＢRUG）

7５．

７６．
＆

●
●
●
●
●
●

｜／Ｊ１‐ヨ〉（）〔〕ノ〆（、Ｕ）「－１－（叩〆」
「ノＪ‐‐「クノーー「ノノーー．（〉（）『〉（）【〉（） fasoiatum（ＢＲＵＧ

ナガタケノコカニモリ

ＩＰａｍｉユｙＩＩ１ｒｉＰｈＯｒｉｄａｅミツクチキリオレ科

Virio1akanamarui（KUR○ＤＡ）マダラキリオレ

の

●

「▲、ノン

●ベ〉（）

仏

Ｓｕｐｅｒｒ､ａｍｉｌｙＥｐｉｔｏｎｉａｏｅａイトカケガイ超科
■□

ＦａｍｉユｙＥｐｉｔｏｎｉｉｄａｅイトカケガイ科

Gyrosos1a］Qerp1exa（PEAＳＥ）ネジガイ
MFLzesc臼lajaponioum（ＤＵＮＫ回Ｒ）ヒメネジガイ

9４．

８５．

Ｆ１ａｍｉユｙＪａｎｔｈｉｎｉｄａｅアサガオガイ科

Ｊａｎｔｈｉｎａｊａｎｔｈｉｍｂａ１ｔｅａｔａｍＥⅦアサガオガイ
コ．（Vio1etta）irico1orREEVEルリガイ

8５．

８７．

Ｓｕ]Ｑｅｒｆ､Ｒｍｉ１ｙＥｕユｉｍａｏｅａハナゴウナガイ超科
IＰａｍｉｌｙＥｕＵｍｉｄａｅハナゴウナ科

Baloiscumingi（Ａ・ADAMS）オオクリムシガイ
Ｂ・ｓｏユｉｄｕユｏｉｄｅｓＨＡＢＢホソセトモノガイ

8８．

８９．
ロ

ＳｕｐｅｒｆａｍｉユｙＨｉｐｐｏｎｉｏａｏｅａスズメガイ超科
ＦａｍｎｙＭｅｒｒｉｉｄａｅシロネヅミガイ科

ロ

Merriagueriniana（ＲＥＯＬＵＺ）イトカケシロネヅミガイ9０．

ＩＰａｍｉｌｙＨｉｐｐｏｎｉｏｉｄａｅスズメガイ科

Hipponix（AntiB員ｂｉＲ）rc1iaceaQ○ＵＹ＆
ＧＡｎｊＩＡＨＤカワチドリガイ

9１．

－１１５－



９２．Ｈ・（Zabia）conioFl（SOHUMAOHER）キクスズメ

ＩＦＲ、ユユｙＯａｐｕ１ｉｄａｅカツラガイ科

ThyocryBtanina（GORLD）9〕．

ＳｕｐｅｒｒａｍｉユｙＯａエｙｐｔｒａｅａｏｅａカリバガサ超科
Ｆ１ＲｍｎｙＯａｌｙｐｔｒａｅｉｄＲｅカリバガサ科

911-. （BcstrVoRpu］ｕｓ）gravispinosPq
HABE）クルスガイ（アワプネ）

Ｏｒｅｐｉｄｕユａ
(KURＯＤＡ＆

●

Ｓｕｐｅｒｆ､ｌｑｍｉｌｙＳｔｒｏｍｂａｏｅａソデガイ超科
Ｆａｍｉ１ｙＳｔｒｏｍｂｉｄａｅソデガイ科

９

Strombus（ｏ－ｗｍｕｒｅｘ）luhMnML工ＮＮＥマガキガイ
Ｓ・（LabioStrombus）jRponicus（ＲＥＥⅦ）

シドロ

S、（ＯＲｎａｒｉｕｍ）mutPbiユｉｓＳＷＡ工ＮＳＯＮムカシタモト
Ｓ・（０．）ｍｉｏｒｏｕｒｏｅｕｓＫ工ＲＡヤサガタムカシタモト

Ｓ・（A1iger）１entiginosusL工NNEイボソデガイ
S・（回ustrombus）thersiteBSWA工ＮＳｏＮ

アツソデガイ

LmbisユambiB（Ｌ工NN画）クモガイ
L・trunoata（HUMPHREY）ラクダガイ（宮の浜）
Ｌ，（par､]ＱＲｇｏ）chimgrR（Ｌ工NN画）スイジガイ

●
●

戸【，／〆灰〔）

（ｕ『ン（〕ＪＺ

９７．
９８．
９９．

１○０．

ユｏＬ

１ｏａ

１ｏ〕．

ＳｕＰｅｒｆＲｍｉｌｙＩＷａｔｉｏａｏｅａタマガイ超科
戸ＳｍユユｙＮＲｔｉｏｉｄｓｅタマガイ科 企

ｌｏＬＩ-.

1龍：
Ｈａｍｉｎａｓｉｍｉａｅ（DESHAmS）ネズミガイ
Notocooh1iB1urida（ＰｍＬｪPP工）ホウシユノタマ
Ｎ・ｓａｇｉｔｔａｔａ（ＭＥＮＫＥ）ハギノソユ

、

ＳｕＰｅｒｆａｍｉ１ｙｌＪ圃血ｅｌ１ａｒｉａｃｅａペソコウタマガイ超科
Ｆａｍｉ］ｙｌＰｒａＳｔｏｉｄａｅザクロガイ科

Proter弓ｔｏ（Ｓｕﾕoerato）tom1iniSOH工ＬＤＥＲ
シンザクロガイ

1０７．

－１１６－



P．（EratoeM）ｎana（SoWERBY）ザクロモドキ
Trivirostraoryza（LAMAROH）シラタマ
Ｔ５（O1eotrivia）］Qﾕﾕuﾕａ（Ｋ工ENER）ｺｼﾗﾀﾏ

１０９．

１○９．
ユユ０．

Ｓｕｐｅｒ五ａｍＵｙＯｙ]ｇｒａｅａｃｅａタカラガイ超科
IPamiユｙｏｖｕユユｄａｅウミウサギガイ科

Ｏａﾕpumus（Procaﾕpurnus）ＬＥｌＣｔｅｕｓｓｅｍ－
ｓｔｒｉａｔｕｓ（PEAＳＥ）マメウサギガイ
ovu1aovum（ｕＮＮＥ）ウミウサギ

ユユユ．

１１２．

゛

ＦａｎゴユｙＯｙｐｒａｅｉｄａｅタカラガイ科

Pustu1aria1obulus（ｎＮＮＥ）メノウチドリダカラ
ー～’■1’一￣

Ｐ６:］ｂｉＳｔｒ､irlOItatユＬＳＣＨＩＬＥＨ＆－ＳＯＨｎＤＥＲＬＬＬ－仏…－

コゲチドリダカラ

Ｐ・mnrgRrita（Ｄ工LLWYN）テソアキチドリダカラ
Ｐ．（工ｐｓａ）ohiｴdreni（ＧRAY）チリメンダカラ
Staphylaeasta]QhyiReR（Ｌ工NNE）サメダカラ
Ｓ、UlnsoiM（LAMAROKルボリダカラ
８．（Nuo1eMia）nuoユeｕｓ（UNm）イボダカラ
画ｒｏＭｉａｏｅｒｎｉｏａ（SoTAERm）ウミナシジダカラ
画．］Qoraria（ｕＮＮＥ）アヤメダカラ
画．erosR（ＵＮＮＥ）コモンダカラ
Ⅱ．（Ravitrona）caputserpentis（Ｌ工Ｎ皿）
lMIonetariamoneta（ｎＮＮＥ）キイロダカラハナマルユキ
Ⅲ．（omamentRriR）Ｂｎｎｕｌｕｓ（Ｌ工Ｎ皿）

ハナピラダカラ

Erroneaerrones（Ｌ工NNE）ナソメモドキ
■．ｃａＭｉｃａ（Ｌ工NNE）カバフダカラ
Ⅱ．（PEllmadusta）artuffeli（JoUBSEIIlm）

チヤイロキヌタ

Ⅱ．（Purpuradusta）でimbriata肥]moratR
（ＳＯＨＲｏＴＥＲルマムラサキメダカラ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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－
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‐
‐
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「
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－
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－
－
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‐
‐
一
「
－
－
「
ｌ
一
「
－
－
「
‐
一

０

ﾕ2６．

１２７．
１２８．

⑪

1２９．

可
］〕○・画。（Dersto1ida）llirundoneglecta（SOWERm）

サバダカラ

ユヲユ．Oribra塗iａ（Ｌ工NNB）カノコダカラ
ユ〕２．０．（ｏｖａｔｉＰｓａ）ｃｈｉｎｅｎｓｉＢ（ＧMEL工Ｎ）

スソムラサキダｶﾗ

ﾕﾖﾌ、０．（ＴａユOBto1ides）ｔｅｒｅｓ（ＱMEL工Ｎ）
エダカラ

－１１７－



1フュ． Luria（Ｂｑｓｉユitrona）ｉｓ円ｂｅＵａＬ工NNE
ヤナギシボリダカラ

Ta1pRria（ｍＢ１ｐａｒｉａ）、ユ]Qａ（Ｌ工NNE）タルタカラ

ohe1yoVpraeatestudin月ｒｉＲ（ＬｍＮＥ）ムラクモダカラ

Peribo1us（Leporioypraea）mappa（Ｌ工NMZ）
ハラダカラ

P．（ＡｒａｂｉｏＰ）arabioPasiatica（SOH工LDER
ヤクシマダカラ

Ｐ．（Ａ、）maouﾕﾕfera（ＳＣＨ工LDER）キツコウダカラ
P．（Ａ、）ｄｅｐｒｅｓｓａ（ＧRAY）ヒメヤク沢（硫黄島）
Ｐ．（Ｐ鼻ｒｉｂｏユｕｓ）mRuritiana（Ｌ工ＮＮＥ）

ハチジヨウダカラ

ＯｙＰｒＦ１ｅａｔｉｇｒｉｓＬ工ＮＮＥホシダカラ
０．（LynoiM）vaneniL工NNEヒメホシダカラ
０．（Mystaponda）ｖｉｔｅｌｌｕｓＬ工NNEホシキヌター
０．（Pond口）carneolaL工NNEクチムラサキダカラ
0．（Ｐ．）ventricu1us（LAMAROK）ｷﾝｶﾝﾀﾞｶﾗ

Ｕ５．

１〕６．

１〕７．

巧巴． ）

lil8：
11トユ．

わ

●
●
●
●
●

屹脈『）Ⅲ一卸に刀乢）
「
１
－
「
１
－
「
１
－
「
‐
一
「
‐
一

９

Ｓｕｐｅｒｆ､ＦｌｍｉｌｙＴｏｎｎａｃｅＲヤツシロガイ超科
Ｆ１ａｍｎｙＯａＢＢｉｄｉｄａｅトウカムリ科

oRsmriaponderoBR（CHvIEL工Ｎ）アメガイ●

「”ノー‐

‐Ⅱ皿一‐
「‐‐一

ＦａｍｉｌｙＯｙｍａｔｉｉｄＢｅフジソガイ科

Oymatium（Septa）］Qi1eare（Ｌ工Ｎ皿）シノマキ

０．（Ｓ、）ａｑｕａｔｉ１ｅ（甑画Ⅶ）サソマボラ
0．（８．）hapatipoum（Ｒ○mNe）ジユセイラ
Tiurritritontenuiliratum（Ｌ工SOHKE）ﾌﾟ弓ｶﾞｽｽﾞｶｸﾎﾟﾗ
oymtritlmnioobRrioum（ＲｏｍＮＧ）ミソカドボラ
Aponmnatator（ＲｏＤｍＧ）アラレポラ
ＯｙｍＰｔｉｕｍ（FanulariR）ユotorium（Ｌ工ＮＮＥ）

フジソガイ

Oharoniatritonis（Ｌ工NNE）ホラガイ
Oo1ubrRriarrluricRtR（HUMPHRm）オボロセコバイ

ﾕＬＩ８．

●
●
●
●
●
●

（〕ノン〔Ⅱ）『●－－〔一」一Ａ‐／〆Ⅱ川」１
．山川一‐［屍刀／［〔ｊ〉（』、／》戸〔，ノ｛』「ノ
「
‐
‐
一
一
’
－
－
－
‐
１
－
『
‐
，
一
『
●
－
－
「
－
－

Uし

●
15ち．

1５６．

戸ＲｍｉユｙＢｕｒｓｉｄａｅオキニシ科

Ilut㎡Fｌｒｕｂｅｔａ（Ｌ工ＮＮＥ）シワクチナルトボラ(兄島瀬戸）
Ｔ・ｂｕ]○○（ROmNG）シロナルトボラ（"）
Ｔ・ｂｕｆｏ（ＲＶ）オオナルトボラ
BursR（ＯｏユubreユＵｎａ）corrugata（PERⅢ）

イワカワウネボラ

Ｂ・（BursR）bur､oｎｉａ（ＧMEL工Ｎ）オキニン
ー１１８－

1５７．
１５８．
１５９．
１６０．

16工．



ＦａｍｉｌｙＴｏｎｎｉ(ｉａｅヤツシロガイ科

lC2･Tonnaprrdix（ＬｎｌＮＩＤ）ウズラガイ

ｏｒｄｅｒＮｅｏｇａｓｔｒｏｐｏＣｌａ新腹足目
Ｓｕｐｅｒｆ､ａｍｉｌｙｌｕｉｕｒｉｃａｃｅａアツキガイ超科
Ｆａｎ]ｉＬｙＦｉｕｒｉｃｉｄａｅアツキガイ科

l:ii::Picf二言二三､鮒:ｕｆＬｏ篭畷'二二苦池
'らち・Croniaburbinoides（ＢLA工Ｗ工上腿）ヒロレイシダマシ

}霊::：Ｉ１ｌ９ｒ慨:oAlfr搬諸aMP:鰐『』ﾚｲ…
1C(8.0．（Ｉ！I.）margariticola（ＢＬ)ROQ乙肛Ｂ）ｳﾈﾚｲｼﾀﾞﾏツ

●

●

）concatenata（ＬＭＥＡＲ０Ｋ）クチペニレイシダマシ
）pauciInaculara（SOWmBY）コレイシダマシ

1５９．０．
１７０．０．

１
１
１
１

ＩＦ１．

１Ｋ．

Ｍ）ｓｐ･シロイボレインダマシ
IViuricodrupa）cariosa（ＷＯＯＤ）コマドボラ

1７１．

ｒ7２．

●
●

バ
ー
〉
〔
Ｌ
〉

１７３．Haculotritondigitalis（肥EV量）コメボラ
エフム↓・ルギ．ｓｅｒｒｉａｌｉｓｌｏｎｇｕｓＰエＬＥＢＲＹ８ｃＶＡｌＷＭＴＴＡ

ゴマフヌカポラ

175．Drupa（Ｉ`orula）ｗａ（」fODnJG）ｸロイボレイシダマシ

1７６．
１７７．
１７８．

ＬＭ１ＡＭＫ）ｸﾁﾑﾗｻｷﾚｲｼﾀﾞﾏｼ
（江LSBM）ﾊﾁｼﾞﾖｳﾚｲシダマシ
（ｊＬＡＩＭﾉｴＬｕ）ｺﾑﾗｻｷﾚｲシダマシ

）aspera（
）borealis
）biconica

（１W．
（liI．
（１１．

●
●
●

【
梱
〕
『
Ⅲ
〕
（
Ⅲ
〕

}!;::：｜B=ularAblii::聖．概工N8Dll紺猟!;!「|凡
181.1)．（，．）ruiOusiCiaeus（itODnjG）ヒロクチイガﾚｲｼ
1ｓ２．，．（１）．）ricina（ＬＩＭＥ）ｷﾏﾀﾞﾗｲｶﾞﾚｲｼ
1ｓ３．Ｕ、（、．）ａ工bo工abris（己LA工ｌＷＩＬＬＥ）

シロイガレイシ

１８４．，．（Ｕｓｉｌｌａ）gouldii（ＳｌＩｴＴＨルイノミレイシ
工8夕．DrupeUacornus（ＲＯＤｎｉＧルロレイシダマシ
ユ８６．lIassarranco]Linus（蝋UGU工班巳）ハナワレイシ

18'7．Purpurapersica（Ｌ工NN己）ﾎｿｽｼﾞﾃﾂボラ
188．Ｐ・Panama（ｆｉｏＤ工ＮＧ）テソボラ
189．Ｐ．（胸ncineL1a）arlnigera（し工11Ｋルラクモガイ
]し９０．Ｐ．（１１．）tuberosa（ＲｏＤ工ＮＧルルイシ
]_9工．ｐ・（Ⅲ．）hippocastanum（ＬｎＪＮＥ）
工9ａ．？．（ｌ'わ）dsitinguendaDUM肌〈hZfjL皿ｏｎﾃﾂﾚｲｼ

￣

ヴ

－１１９－



193．Ｐ．（】『．）echinuLataLAMRCKｼﾛｸﾁｷﾅﾚｲｼ
ﾕ94．Ｐ．（ｒｉ．）mancinella（ｎＭ画）キナﾚｲｼ

l;::妄twe三s:菖鶴:三h二鵲ERB芸;j鮒勢ﾌﾟ|忠ｸﾞロ川

ＦａＩｎｉｌｙＣｏｒａｌｌｉｏｐｈｉｌｉｄａｅサンゴヤドリ科
RaDarapa（Ｌ川佃）ｶﾌﾟﾗｶﾞｲ
r【．ｂｕ１ｂｉｆ､ｏｒｌＹｌｉｓＳＯ噸ＲＦＹタカカプラ

CoraUioDM1af､qua川losa（ＲＥ馴画ルワトヨツ
Ｃ、ｂｕｌｂｉｆｏｍｉｓＣＯＮＭＤヒラセトヨツ

０．erosa（ＲＯＤ工ＮＣ）カブトサンゴヤドリ
ooralliobia（Quoyula）monodonta（ＳＬＡＩＷ工LLE

１９７．
鯛Ｂ･

ﾕ９９．
２○０．

２０１．

２０２．
■

）
ヒトハサンゴヤドリ

０．stearnsii（ＰILS田Ｙ）カゴ〆サンゴヤドリ
０．ｉｒ上rlata（DUNK肌）オトヒメサンゴヤドリ
ＩｖＩａＦ)ｉ工ｕｓａｎｔｉｑｕｕｓｌｍｌＷＷＯＲＴイシカプラ

ＬｅｐｔｏｃｏｎｃｈｕｓｓＣｒｉａｔｕｓＲＵＰＰ虹Ｌムロガイ
Ｌ・（IJIaごilopsis）１arnlarckiDESHAYEDS

ホソムロガイ（ヒメムロガイ）

●
●
●
●
●
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●

Ｅｕｐｅｒｆ､ａＩｎｉｌｙＢｕｃｃｉｎａｃｅａエゾバィガ剛
ＦａｍｉｌｙＯｏｌｕｍｂｅｌｌｉｄａｅフトコロガイ科

２０８．
２０９．

２１０．

２１１．

２１２．

:{三：

Pyrenetestudinaria（ＬｎＷＫ）ﾋﾒﾏﾂﾑｼ
iitreUaⅡrMomitrella）pungens
AMchis（Zafra）sinensis（Ｓ○細ＲＢＩ)ケシマツムン
AesoDus（Lavesopus）spiculus（DUCLOS）
１ﾖ）ublicaborealis（Ｐ工LlSDBIIY）ﾋﾒﾏﾙﾌﾄｺ台ﾅﾏﾂﾑﾝ
H・varians（ＳＯＷｍＢＹ）チヂミフトコロ
豆．versicolor（ＳいｉｍＢＹ）フトコロガイ

Ｆｗａｍｉｌｙ月ｕｃｃｉｎｉｄａｅエゾバイ科
「

●
●
●
●

芦』，｝／／〔〕‐【／，．〔【〕「

可
‐
▲
「
’
一
「
’
一
、
１
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〈
／
』
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』
（
ダ
ヘ
ヘ
ダ
」

:季{n;r8a鶴｡７噸,↓h晉鶴cfr;言TIIﾂｰ１１鰯＃L;!／
Pisania（EcIYlanis）ｉＰｍｅａ（ＧＩ旧Lm9ｿｺｳﾊﾞｲ
Cantharus（ＰｏＵｉａ）ｕｎ(iosus（ＬｎＭ）

スジグロホラダマシ

●

戸ａｌｎｉｌｙｉＷａｓｓａｒｉｉｄａｅオリイレヨウパイ科

2ﾕｦ、Nassarius（三nCUMSSA）acubider]tabus（Ｓ紅TII）
ホソムシロ

22○．】<１．（A1ectrion）papil工oｓｕｓ（Ｌ工MIB）ｻﾒﾑｼﾛ
2２１．iiV．（Ａ、）balteatus（ＬｒＳＣＩＩＫＥ）ヨゥバィ

－１２０－



（Zeuxis）Inucronatus（Ａ、Ａ､狐ｉｓ）リ動くイ
（Ｚ．）gaudiosus（Ｈ工Ｍ〕'５）ハイイロョウバィ
（lZi．）ｖｅ工a七uｓ（GOULDルイノミヨウパイ
（iXiiotha）ｃ工athratus（ＬＭＩＭＣＫ）アラレガイ
（Ａ工ecbrion）glansbUTU其ALｴ１Ｍﾎﾞｷﾝｼﾊﾞｲ

●
●
●
●
●

（狩湾〈望刈ご吹那］〉崎學Ⅱ）〆”（〉
つ
』
（
廷
つ
』
つ
《
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』
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』
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／
』
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／
』
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〆
』
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」

●
●
●
●
●

》洲ｗい－ＮＮ都市“ｗい”汕奴而岬皿

ＦａｘｎｉｌｙＦａｓｃｉｏユａｒｉｉｄａｅイトマキボラ科

22'7． Lat,irus（Labirulus）twritus（Ｃｆ組Ｌｎｊ）
スジグロニシキユナ

L・（DeniInakia）rhodostoIna（ＤｍｉＭｉｉＬ）ﾍﾟﾆﾏｷ
L・polygonus（ＣｍＬｎｌ）リユウキユウツノマタ

22'8．
２２９．

「

●

ＦａＩｎｉｌｙＦｕｓｉｎｉｄａｅナガニシ科

２３０．
２３１

Ｆｕｓｉｎｕｓｐｅｒｐｴexus（ＬＡＤＡ鵬）ナガニシ
F・undatussirniUs（Ｍ、、）ﾐｶﾞｷﾅｶﾞﾆｼ

ＳｕＰｅｒｆａｍｉユｙＶｏｌｕｔａｏｅａヒタチオピ超科
ＩＰａｍＵｙｏ１ｉｖｉＣＩａｅマクラガイ科

●
●
●

●房”胚」］。（型、“》し山川）肌．．

［冬、ノン「／《，〃》「ノヘノ〉
（叩》」（叩〆」（叩｝」
■

O1iveUafulgurata（ADAMS＆ＨｍＶＥ）ムシボタル
０．ｆ､abu1a（MARＭＩＴ）ｵｵﾑｼﾎﾞﾀﾙ
0．ogasawaranaOnMA（ＭＳ）オガサワラボﾀﾞル

戸ａｌｎｉユｙＭｉｔｒｉｄａｅフデガイ科一

認鵬量
瓢ｌｌＭ
２３９．Ｍ・（
211-0.Ｍ．（
24エ．Ⅲ．（
2斗２．Ｍ．（
2個．Ｍ・（
2叫・Ｐｕｓｉａ

ｏｇａＢａｗａｒａｎａＰェＬＳＢＲＹハフデ

ム蝋:二If:｜;二謡二r芒壬NllｸﾆH1ニニノ!:i7iﾒｹﾞﾌﾃﾞ
StrigatenR）ｎｉｔｉユｉｎＲＤＵＯＬＯＳクリイロヤタテ
Ｓ、）sOutu1ata（GllEL工Ｎ）ﾔﾀﾃｶﾞｲ
Ｓ、）decurtataRmVEフトコロヤタテ
Ｓ、）ａｕｒｉｃｕ１ｏｉｄｅｓＲＥＥⅦヒメヤタテ
Ｓ、）１ｉｔｔｅｒａｔａＬＡＭＡＲＯＫミダレシマヤタテ
Ｓ、）ｚｅｂｒａＬＡＭＡＨＯＫコシマヤタテ
ｋｒｓｕＢｉＤＵＮＫＥＲオトメフデ

Ｐ

■

￣

Ｆａｍｉ］ｙＨＦｌｒ]Ｑｉｄａｅシヨツコウラ科

2斗5ｂ
２ＬＩｅ．

）ベニォピショソコゥラ
シヨツコウラ

Harpanobiユｉｓ（ＲｏＤ工ＮＧ
Ｈ．ｃｏｎｏｉｄａ１ｉｓＬＡＭＡＨＯＫ

－１２１－



ＩＰａｍＵｙＶｏ１ｕｔｉｄａｅヒタチオヒノ科

Lyri負iFbEi:S白i⑪至遷i(i館画VE)スジﾎﾞラ24-7.

ＳｕＰｅｒｆ､ｓｍｉ］ｙＯｏｎａｃｅａイモガイ超科
ＦＰＦｍｉ１ｙＴｕｒｒｉｄａｅクダマキガイ科

Mitromorpha（ＡＭｒｉｔｌｍａ）metu1a（ⅢＮＤＳ）
シズクニナ

Ⅲ．（LoveﾕﾕＣＭ）atramentosa（Ｒ血ＶＥ）
スミゾメイモ

Lienardia（Ｈｅｍｉﾕienardia）purpurascenB（DUNK面Ｒ）

●
●
●

〔
咀
〆
、
）
（
ｕ
）
／
〆
（
い
い
」

Ⅱ
」
‐
‐
４
‐
ビ
ノ

〔
〆
」
（
叩
〆
」
〔
】
〃
」

ヒメモモイロフタナシシヤジク

Ｌ・（Ｈ、）InaUeti（ＲＥＯＬＵＺ）ﾓﾓｲﾛﾌﾀﾅｼｼﾔｼﾞｸ
LieMrdia（Ｈ、）lisohkeam（Ｐ工LSHRY）

リシケフタナシシヤジク

Turris（：Unedogemmuﾕａ）uneｄｏ（Ｋ工已N四Ｒ）＆
ホンカリガネ、

℃

2SＬ
2５２．

｡

2５３．

識需チル：
スミゾメシズクニナ

く
Ｉ254.

255.

ＰｈｉｌｂｅｒｔｉａｏｈｉｏｈｉｊｉｍＲｎａ

ＭｉｔｒｏｍｏｒｐｈａａｔｒＲｍｅｎｔｏｓａ
ジマコウシツプ

Ｆ１ａｍｉｌｙＯｏｎｉｄＲｅイモガイ科

oOnus（乙ithnconuB）eburneusBRUGUmR画
クロサメモドキ

０．（Oonus）bandanusBRUGU工EREクロミナシ
0．（Ｖｉｒｒｏｏｏｎｕｓ）ｅｂｒａｅｕＢＬ工NNEﾏｸﾗｲﾓ
0．（Ｖ・〉ｏｈａｍｅｕｓ（ＲｏＤ工Ｎｅ）コマダライモ
０．（Ｖ、）ｆｕﾕgetrurnSOwERBYサヤガタイモ
0．（Ｖ、）BponBaUsBRUGU工、ヨハナワイモ
0．（Ｖ・ﾔｸmusiousBRUGU工囚皿ガクフイモ
0．（Ｖ、）nanaBSOWERBYシロセイロンイモ
Oonus（Punotiou1is）arenatysBRUGUmRE

コモンイモ

０．（Ｐ．）ｐｕﾕﾕoariusBRUGmEHEゴマフイモ
0．（ohelyoonuB）ｏｓｔｕｓＢ豆UGU工EREアラレイモ
０．（Ｌｅｐｔｏｏｏｎｕｓ）言ｅｎｅｒａ１ｉｓＬｍＮＥｱｶｼﾏﾐ〃

0．（Mucioonus）vitulinusBRU鰐異親
０．（ＲｈｉＺｏｏｏｎｕｓ）ｖｅｘｉｎｕｍＣＭｐＬ工Ｎカバけシ
０．（百・）milesUNNEﾔﾅｷﾞシボリイモ
0．（戸．）rattusBRUGU工舶Ｅハイイロミナシ
0．（VirgiconuB）flavidusLAⅢAROKｷﾇｶﾂｷﾞ
０．（Ｖ・リユｉｖｉｄｕｓＢＲＵＧＵｎＲＥイボシマィモ
ＧＲｓｔｒｉｄｉＵｒＹｆｇｅｏｇｒａｐｈｕｓＬ工ＮＮＥアンボイナ
０．ｔuﾕipa（Ｌ工NNEルロアンボイナ‐
nＲｒｉｏｃｍｕｓｍＲｇｎｉＦｉｏｕｓ（ＲｍＶＥ）ナガアジロイモ

.－１２２－
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D，ｔｅｘｔｉｌｉｓ（Ｌ工NN曰）タガヤサハナシ
,．（FLegioonus）au1icus（ＬｍＮＥ）ソボイモ
O]Leobu1abetu1ina（ＬｍＮＥ）タイミヨウイモガイ

27V7．
２７８．
２７９．

IPamiユｙＴｅｒｅｂｒｉｄａｅタケノコガイ科

Strioterebrum（PunCtoterebra）striata
（ＱＵＯＹ＆肌工ⅢＡＲＤ）ﾑｼﾛﾀｹ
Irerebra（Terebra）subulata（Ｌ工NNE）タケノニ
Ⅲ．（Oxymeris）maou1ata（Ｌ工NNE）ﾘﾕｳｷﾕｳタケ
T、（０．）ｆｅＵｎａ（Ｄ工LLWYN）ゾウゲタケ
T・（○．）orenu1宅ａ（Ｌ工NNE）キバタケ
T、（Subu工ａ）（ｎｍｄｉａｔａ（Ｌ工ＮＮＥ）ベニタケ
T、（Perirhoe）伽by工iniaL川AROKマキザサ

2８０．

)タケノコガイ●
●
●
●
●
●
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Ｐ

●

ＢｕｂｃユａｓＢ四ｕｔｈｙｎｅｕｒａ直神経亜鋼
ＯｒｄｅｒＰｕﾕｍｏｎａｔａ有肺目
ＳｕｂｏｒｄｅｒＢａｓｏｍｍａｔｏｐｈｏｒａ基眼亜目
ＳｕｐｅｒｆｓｍｉｌｙＳｉｐｈｏｎａｒｉａｏｅＲカラマソガイ超科
Ｆ１ａｍｉユｙＳｉｐｈｏｎ目ｒｉｉｄａｅカラマソガイ科

Ｓｉｐｈｏｎａｒｉａユaciniosa（ＬｍＮＥ）コウダカカラマツ
S・japonioa（DoNOVAN）カラマツガイ
Ｓ、ｓｕｂＲｔｒａＰ工ＬＳＢＲＹクロカラマツ

2８７．
２８８．
２８９．

ＳｕＰｅｒｆａｍｉユｙＥ１１Ｏｂｉａｏｅａオカミミガイ超科

ＦＴ１ａｍｉｌｙＥ１１ｏｂｉｉｄａｅオカミミガイ科

２９０．Ｍｅユ狐ｐｕｓｎｕｘｓｈｉｉａＫＵＲｏＤＡハマシイハガイ｡

‐

ｏｒｄｅｒＯｐｉｓｔｈｏｂｒａｎｃｈｉａ後サイ目
ＳｕｂｏｒｄｅｒＯｅｐｈｅｌａｓｐｉｄｅａ頭楯亜目
ＩＰａｍｉ］ｙＡｃｔｅｏｎｉｄａｅキジピキガイ科

□

２９ユ．BuUina1ineats（ＧＲＡＹ）ペニシボリガイ

ＩＰａｍｉユｙＨｙｄａｔｉｎｉｄａｅミスガイ科

ｕＮＮＥ）ミスガイ

amp1ustris（Ｌ工NNE）
ベニヤカタガイ

１
１2９２．

２９３．
ＨｙｄＲｔｉｎａｐｈｙｓｉｓ
Ｈ．（Aplustrum

－１２５－



ＴＴ１ＲｍｉｌｙＢｕｌ］ｉｄＲｎナツメガイ科

ＰｌｕユユＲｖｅｒｎｉｃｏｓａＱｏＵＬＤナソメガイ２９４．

Ｆ１ａｍｉｌｙＨａｍｉｎｏｅｉｄａｅプドウガイ科

SInRrRPCdine11aoayou1ata（ＢＲＯＤＥＲ工Ｐ＆
ミ

）ＳＯｗＥＲＢＹ

ドリガイ
2９５．

ＳｕＰｅｒｆ､ａｍｉ１ｙＰｙｒａｎｏｄｅｌ１ａｃｅａトウガタガイ超科
面ａＩｎｉ１ｙＰｙｒｏｎｕｄｅ１１ｉｄａｅトウガタガイ科

＄

StVloptWlM1uteum（GArlLT工Ｔ）ロウイロクリムシクチキレ296.
①

ＳｕＰｅｒｆ､ａｍｉｌｙＯＲｖｏユｉｎａｃｅａカメガイ超科
Ｆａｍｉ１ｖｄｗｏｌｉｎｉｄａｅカメガイ科

Oavoユユnagibbosa（ORB工CLNX）シロカメガイ2９７．

Ｏ１ａｓｓＰｅユｅｃｙｐｏｄ８斧足鋼
Ｓｕｂｏ１ａｓｓＰｒｉｏｎｏｄｅｓｍａｏｅａ原靭帯亜鋼

Ｏｒｄｅｒ廊ｉ１ｉｂｒａｎｏｈｉＦｌ糸サイ目

ＰＰＲｍｉ１ｙＡｒｃｉｄＢｅフネガイ科

ＡｒｃＥｌａｒａｂｉｃａＰＨ工Ｌ工ＰＰエネジアサリ

BarbRtialim（Ｒ皿VEj）エガイ
B・（Ustu工aroa）bioo1orata（mLLWYN）

ペニエガイ

Ｂ・ｓｔｅｎｒｎｓｉ（Ｐ工LSBRY）ﾊﾅｴｶﾞｲ
B、（SBvignyRroa）viresoenB（ＲｍＶＥ）

アオカリガネエガイ

●
●
●

（〕、）（、）ノ〆（Ⅱ〉

（》）ノ〆（い）／〃》（叩Ⅱ）
（／］（／」『へ，／〉

〕ＯＬ
〕02℃

ＯｒｄｅｒＰＦＩｅｕｄｏ１ｎｍｅユユｉｂｒａｎｃｈｉａ擬弁サイ目

ＳｕＰｅｒｆａｌｎｉユｙＰｔｅｒｉａｏｅａウグイスガイ超科
Ｆ１ａｍｎｙＰｔｅｒｉｉｄａｅウグイスガイ科

Ｃ

PinotadalnargRritifera（Ｌ工NNE）
P．mcu1ata（GOULD）ミドリアオリガイ
Ｐ・fuoRtEl（QOULD）ペニコチヨウガイ
Ｐ・ｍａｒｔｅｎｓｉｉ（DUNKER）アコヤガイ

クロチヨウガイ

の
凶
⑪
髄

フ
ヲ
ラ
ヲ

●
●
●
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ＩＰａｍｉ１ｙ工Ｂｏｇｎｏｍｏｎｉｄａｅシユモクアオリガイ科

工sognnmonmarsuPialiB（ＨｏＤ工ＮＧ）カイシアオリガイ
エ．ユegumen（ＧＨＥＬ工Ｎルロアオリガイ
工．（Parviperna）aoutirostris（DUNKER）

ヘリトリアオリガイ

〕０７．
〕Ｃ８．
〕o９．

ＳｕＰｅｒｆ､ａｍｎｙｒｉｎｎａｏｅａハボウキガイ超科
ＩＰａｍｉｌｙＰｉｎｎｉｄａｅハボウキガイ科

〕１０．ＰｉｎＭ（Quantulop1nnR）ｍｕｒｉｏａｔａＬ工NNEｲﾜｶﾜﾊｺﾞﾛﾓ
ﾌﾕﾕ・AtriM（ServatriM）］Ｑｅｏｔｉｎａｔａｊａ]gonioa（皿ＥＶＥ）

リシケタイラギ(二見）

ﾌｴ屋．StrePtopinMsaocata（Ｌ工NNE）カグロウガイ
〃

９
ＳｕＰｅｒｆａｍｉユｙＰｅｏｔｉｎａｃｅａイタヤガイ超科
Ｆ１ａＹｎｉ１ｙＰｅｃｔｉｎｉｄａｅイタヤガイ科

Oh1amysirregu1ariB（SuWEHBX）ﾅﾃﾞｼｺｶﾞｲ
０．（MiMohlamys）ｎｏｂｉﾕiｓ（皿EVE）ヒオウギ
０．（G1oriPa11ium）ＰＳユユium（Ｌ工NNE）汁ラガイ
Ｈｉｎｎｉｔｅｓｃｏｒａ１ｉｎｕｓＳＯＷＥＲｍビヒノデニシキ

;iii：
受:：

Ｆ１ａｍｉｌｙＳＰｏｎｄｙユｉｄａｅウミギク科

ＳｐｏｎｄｙｌｕｓＢｑｕａｍｏｓｕｓＳＯＨＲｍＢＥＨＳメンガイ
Ｓ、ｏｒｕｅｎｔｕｓＬ工ＳＯＨＫＥチリボタン

〕１７．
〕１８．

Ｆ１ａｍｎｙＡｍｕＢｉｉｄａｅツキヒガイ科

フユ９．Amusiumpleuroneotes（Ｌ工NNE）タカサゴツキヒ（児島瀬戸）
い・・．、ざ．が､－９

．ヴー･Ｉ｡-。｡

ゆ

ＳｕＰｅｒｒａｍｉユｙＯｓｔｒｅａｏｅａイタポガキ超科
ＩＰａｍｉユｙＯＢｔｒｅｉｄａｅイタボガキ科

■

〕２０．Ｏｓｔｒｅａ（Saxostrea）morCLaxGUULDオハグロガキ

Ｇｒｄｅｒ工ｓｏｆユユｂｒａｎｃｈｉａ等糸サイ目

ＩＰａｍｉ１ｙＭｙｔｉ工ｉｄａｅイガイ科

〕2ユ．Ｍｏｄｉｏユｕｓａｒｒｉｐｅｔａ工REDALEコリウキユウヒバリガイ
ヲ2二．HormomyamutabUis（GUULD）ヒバリガイモドキ

－１２５－



Triohomyahirsuta（LAHAROK）ケガイ
Septiでｅｒｂｉユｏｃｕ］ariB（Ｌ工NNE）クジヤクガイ
Musou］ｕｓ（RyeneUa）cupreus（ＧｏＵＬＤ）ﾀﾏｴｶﾞｲ
Lithophaga（LeiosoﾕenuB）curRta（Ｌ工SOHKE）

イシマテ

Ｌ・（Ｌ・）ｏｂｅｓａ（ＰＨ工Ｌ工PP工）インカヮィシマテ

麹
蒙

●
●
●
●

〕２７．

Ｓｕｂｏ１ａｓＢＴｅ１ｅｏｄｅｓｍａｃｅａ完靭帯亜鋼
ＯｒｄｅｒＤｉｏｇｅｎｏｄｏｎｔａ二元歯口目
Ｓｕｐｅｒｆ､ｓｍｉユｙＯＲｒｄｉｔａｃｅａトマヤガイ超科
雨ｍｎｙＯａｒｄｉｔｉｄＳｅトマヤガイ科

５

〕２８． ＯＲｒｄｉｔＲ１ｅｐｎＲＤＵＮＫＥＲトマヤガイ

●

Ｓｕｐｅｒｆ､ａｍｉ１ｙＴｒｉｄａｃｎＦｌｏｅａシヤコガイ超科

Ｆ１ａｍｉｌＶＴｒｉｄａｃｎｉｄａｅシヤコガイ科

〕2９． Tridscna（ＶｕﾕgodaoM）ｎｏＲｅ（ROD工ＮＧ）
シラナミ

Ｆ１ａｍｉ１ｙＬｕｏｉｎｉｄａｅツキガイ科

〕3０． PiUuoina（Ｐｉｎｕｃｉｎａ）ｐｉｓｉｄｉｕＩｎ（DUNK画Ｒ）
ウメノハナガイ

ＳｕＰｅｒｆ､F、ゴユｙＯｈａｍａｏｅａキクザル超科

戸ａｍｉｌｙＯｈａｍｉｄＲｅキクザル科

鶏：
刀３．

ｏｈＲｍａｂｒａｓＲｉｏＲＲＥ]ＥＶＥシロザル

０がｄｕｎｋｅｒｉＬ工ＳＯＩＫＥケイトウガイ

０．ｒｅｆ､ユｅｘａＲＥＥＶＥシラガザル

Ｓｕｒ)ｅｒｆ､ａｍｉ１ｙＯａｒｄｉａｏｅＢザルガイ超科
ＩＰａｍｉ１ＶＯａｒｄｉｉｄａｅザルガイ科 の

万々． mraohyoarClilm（Acrosterigma）ｅｎｏｄｅ（Ｓ“EHm）
ナガザルガイ

戸rsgumunsdo（Ｌ工NNE）カザラガイ
ヮ．ｂ口ｎｎｏｉＯｌＩＵＫＡヒシガイ

NemooBrdimbechei（Ｒ血ＶＥ）キンギョ
認
刀７．

－１２６－



ＳｕＰｅｒｆ､ａｍｉユｙＶｅｎｅｒａｏｅａマルスダレガイ超科

Ｆ１ａｍｉユｙＶｅｎｅｒｉｄａｅマルスダレガイ科

Venus（Ventrico1aria）toreumaGUULDﾏﾉⅨｽﾀﾞﾚｶﾞｲ

Perig1y]Qtaretiou1ata（nNN四）アラヌノメ
QafrElriumpeotinatum（Ｌ工NNE）ホソスジイナミガイ
Liooonohaoastrensis（ｎＮＮＥ）マルオミナエシ
Ｌ・（Su1ciUoooncha）phiユユppinarum（HANLm）

イナズマスダレガイ

lIiaPes（伽ygda1a）Wlriegata（SCWERBX）
ヒメアサリ

エrｕｓｍｉｔｉＢ（DESHⅨＥＳ）マソカゼ

●
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〕ｕ、

〕４５．

ケ

ｴ．ｍａＷｍｈｙＵｕｓ（Ｄ四SHAmS）ハネマツカゼ
仏

ＳｕＰｅｘｆａｍｉユｙＭＥｌｏｔｒａｃｅａバカガイ超料

ＦａｍｎｙＭｅＢｏｄｅｓｍａｔｉｄａｅイソハマグリ科

〕４６．
フユ７．

Ataotodeastriata（ＧＭＥｕＮ）イソハマグリ
ｏａｅｃｅユユａｃｈｉｎｅｎＢｉｓＤＥＳＨＡＹＥＳクチバガイ

Ｓｕｐｅｒｒａｍｉ１ｙＴｅｌ１ｉｎａｃｅａニツコウガイ超科
Ｆ１ａｍｉユｙＳｅｍｅｌｉｄａｅアサジガイ科

〕４８．Ｓｅｍｅﾕeoarnioo1orHANLmサメザラモドキ

ＩＰａｍｉｌｙＴｅｌユｉｎｉｄａｅニツコウガイ科

〕１１９‘Aroopagia（Soutaro〕Pag1a）Bcobinata（Ｌ工N皿）
サメザラ由

Ｆ１ａｍｉユｙＳａｎｇｕｉｎｏユａｒｉｉｄａｅイソシジミ科

〕５０．ｓｏユｅｏｕｒｔｕｓｄｅｂＵｉｓＧＯＵＬＤ

ろ

ＩＰＲｍｉユｙＥｅｔｒ土ｏｏ１ｉｄａｅイワホリガイ科

〕5ユ．Petricoﾕadivergens（ＧMEL工Ｎ）イワホリガイ

－１２７－



コヅツガイ超科Ｓｕｐｅｒｆｇｍｉ１ｙＧａｓｔｒｏｏｈａｅｎａｃｅａ．
ＦｓｍｉユｙＧａｓｔｒｏｏｈＲｅｎｉｄａｅコヅツガイ

SPeng1eriamyti1oideB（Ｌ肌AROK）サヤガイ〕5２．

Ｓｕｐｅｒｆａｍｉ１ｙＥｈｏ１ａｄａｃｅａニオガイ超科
▽ａｌｎｉ］ｙＰｈｎａｄｉｄａｅニオガイ科

ＪｏｕａｎｎｅｔｉａｃｕｍｉｎｇｉＳＯＷＥＲＢＹスズガイ〕５〕．

６

o工ａｓｓＯｅＰｈａユｏｐｏｄａ頭足鋼
ＯｒｄｅｒＤｅｏａｐｏｄａ十腕目

Ｆ１ａｍｉｌｙＬｏ１ｉｇｉｎｉｄａｅジンドウイカ科
■

〕5４－． ＳｅＰｉＯｔｅｕｔｈｉｓユｅｓｓｏｎｉａｎａＬＥＳＳＯＮアオリイカ

ＩＰａｍｉｌｙＴｈｙｅａｎｏｔｅｕｔｈｉｄ２ｅソデイカ科

ＴｈｙｓＲｎｏｔｅｕｔｈｉｓｒｈへｍｂｕｓｉｒＲＯＳＯＩｍＬソデイカ〕５５．

ＯｒｄｅｒＯｃｔＯＰｏｄａ八腕目
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１．はしがぎ

サンゴ礁を形成するサンゴ類はその各種ごとの独得の形態から複雑な様相を呈し，海中に

おいて立体的な魚礁をﾉｾｸ成する。そのため多数の海産物植物の棲息場，産卵場として，また

食物連鎖上の餌,科供給源，幼生，稚仔の生育場等，その価値は大きい。小笠’原諸島が戦前に

おいて高い漁業生産が得られた要因の一つとしてサンゴ礁の果した役割は大きく，このよう

な観点から小笠原諸島のサンゴ礁の概観を扣Ｉ握し，その資源を保護することは水)@重上，観光

上きわめて重要なことである。

筆者らは唱和４５，４４年の両年度にわたって，水産上の立場から小笠原諸島の造礁サン

ゴについて調査を行なってきた。こ》では現在までに明らかにされた結果について記した。

なお，造礁サンゴの同定上極々御指導いた貫いた東北大学名誉教授江口元起博士ならびに京

都大学瀬戸臨海実験所内海富士夫博士，洞査上種々便宜を与えらjrした小笠原支庁産業課水産

係長三河平治技緬，漁業取締船興洋船長浅沼隆氏他船員各位に厚く御礼申し上げる。

？

、

2．調査方法

昭和４５字６ﾉEl～７月，|司４４牛７ﾉＥｌの２回にわたって凹延２ヶ月間，主として潜水によっ

て，造礁サンゴ煩の分ﾉH了状況を水深５０ｍまでiU引査した。た>iLこの凋査は水産生物全般を

対象とした調査中におこなった閏係上，充分な凋査はてきなかったが，小笠原諸島全域にお

けるサンゴ礁の生育状況と兄島，父島のサンゴについては,測定と，水中撮影をおこなった。なお，

聟島，母島，火山列島のサンゴは潜水観察と水中撮影だけで，父島同様に橦名同定の買料と

した。その他，父島二見港内と兄島滝の浦沈船上のサンゴの主要種についても測定し，標識

付けをおこなった。

5．調査結果
〃■

1）小笠原諸島の島勢

小笠原諸島は北緯２４．１４１４７１１－２７．４５１０m，東経１４０．５２１５９１１－１５４°０１ＯＩＩ

の範lztlにわたり，北から豊島列島，父島列島，母島列島，火山列島の４列島と，そのはる

か束に孤立する南烏島，酉の西IDD島，南Iii(、沖の烏島等に大労11される。

（１）聟島列島

北緯２７．４５１～２７°２９１，束径１４２．４０１～１４２．１５１の載曲にわ7こり，北の島，聟島

針の岩，媒島，嫁島等の５島とその他の小島や岩からなっている。

■
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に）父島列島

北緯２７．１２１～２７．１０１，東経１４２°７'～142.201の範囲にわたり，北から弟島，

兄島，父島，の５島とその他の附属４島（孫島，西島，南島，東島）と多数の小島や，

岩から成り立っている。

（５）母島列島

北緯２６．４０１～２６．４５１５０Ⅱ，東経１４２．５１～１４２．１５１の範囲にあって，北から母島

向島，平島，姉島，妹島，姪島の６島とその他の小島や多くの岩から成り立っている。

（４）火山列島

北緯２５．２５１～２４．１２１，東経１４１．１２１～１４１．５０’の範囲にあって，北から北硫黄

島，硫黄島（中硫黄島），南硫黄島の５島からなる。

（５）その他の島

西の島北緯２７．ｉ４Ｉ，東経１４０．５５１にあって，－島とその北東部に

小列岩がある。

南鳥島（マーカス島）北緯２４°１８１，東経１５５．５８１にある。

沖の鳥島北緯２０．２５’，東経156.51にある。

2）サンゴ礁生育概観と環境

聟島，父島，母島列島の石サンゴ類の分布は，種類，量ともに多く礁を形成している

場所は主として列島の西および南側にあり，逆に，北および東側で少ないという共通性が

見られる。

島および地区別の特性は次のようである。

父島列島の二見港は湾口を西に向けて開き，湾奥部の水深５～１５ｍの海底には礁湖型

の立派な樹枝状サンゴ礁が生育し，その景観は小規模ではあるが，赤道海域の礁湖内のサ

ンゴ礁と見劣りしないほど見事である。しかし，戦前にみられたという干潮]寺露出する裾

礁型のサンゴ礁は今はなく，同一地域の海域は見渡す限り一面にエダミドリイシの死骸で

荒涼たる原野化し，わずかに各種サンゴの回復がみられる程度である。この原因は戦時中

米軍磯の爆撃等によるといわれている。

港内のサンゴ帝は砂地を除き，湾の周囲に沿って分布し，湾口に進むに従って貧相となり

樹枝状サンゴは次第に影を潜め，丈夫で固い岩礁にへばりつくような盤状，塊状サンゴ型

となる。さらに，港外に出るとサンゴ帯はなく，ところどころに盤状，塊状サンゴがみら

れる。

F1

ヌ

勺

。

■
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父島南西の南島袋港，兄島南西のひょうたん島，人丸島，滝の捕湾，同瀬戸の両側，宮の

浜，例外として父島東側の初寝浦等では各種のサンゴが樹枝状，盤状，塊状に造形の妙を

競っている。ところが直接外洋に面した東西南北では急崖，平床，巨石，砂礫地等が入り

混って連なり，サンゴは粗らで，値々のサンゴも成育悪<，藻類，練皮動物，魚類等の姿

が僅かながらみられる程度で，これが亜熱帯の海なのかと驚かされた。

母島列島では母島南西側の沖港から御行浜，南京浜および南埼の南浜，平島の北西都６
し

lhnにわたって潮干帯～漸探帯におよぶ長い巾のあ

る最大のサンゴ帯がみられる。また，母島北端の

北港の東側奥部は狭いけれども顕著なサンゴ帯が

見られたが，この他外洋に接する東西南北の海底

では父島と同様サンゴの発達はきわめて貧相であ

る。

以上が小笠原のサンゴ礁の形成概観であるが，

この分布形態が伊豆諸島とやや同一|頃向を示すこ

とは興味深い。このように共通したサンゴの分布

は伊豆諸島では一つに黒潮の流向に面してサンゴ

が卓越し，小笠原諸島では海流よりもむしろ地勢

が重大な影響を与えていると考えられる。つまり

直接外洋に接せず，北または東に山を背負い，同

時に西に島や浅礁によって風波を防いでいるとい

う条件がサンゴ礁の発達を促進させている。すな

わち父島東側初寝浦のごとく，東から南に島と浅

礁で風波を防ぐ場合と，母島北港奥の東側のよう

に直接外洋に接していないという同一条件が見ら

れる。

このように亜熱帯の海で，週水温（２０．５～

２６．８℃，平均２５．６℃）に恵まれているにもか

かわらず，サンゴ礁の発達を制限する妥凶は，火

山性の海洋島で島勢が険しく，干潮帯～漸探帝が

急､峻，加えて風波が強く，また，潮流の速いこと

●

ウーー④

ＰＬ

＄

8「てて。､＆
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』

５円
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図２

各層水温（６カ年平均大１０～１５年）

（父島二見港内要岩）
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がサンゴ幼生の着生，生育を阻害しているためと考えられる。これに反して，この港条件

が阻止される場所ではサンゴ礁が良く発達しているといえよう。（図１～５）

5）造礁サンゴの種類

小笠原諸島の造礁サンゴ（石サンゴ）については戦前（１９５０年代）すでに矢部，杉

山，江口らによって詳しく凋査され，８８種が報告されている。小笠原諸島が返還された

直後の昭和４５年（１９６７）６月に筆者らの他大石が，翌４４年（１９６８）７月には

筆者等の他，今島が調査を行なっている。筆§者らは昭和４５年の採集標本より６９種を同

定した。また，今島は５４種を同定し報告（１９５９）した。

筆者らは更に４４年の採集標本より２４種を同定し，あわせて９５種を明らかにした

（目録中※）。矢部，杉山，江口，今島，筆者らの調査結果は種々重複するものが多いが

総合すると現在までに１２６種※を蚊えることができる。したがって本邦造礁サンゴの大

半以上を小笠原諸島に産することになり，台湾，琉球（八重山，沖繩，奄美群島）を上ま

わることになる。なお，今後の調査によっては，若干の種類が増加することが期待される

例

力

、

●

(表１）。

1）これらを種類別にみると，聟島，父島，母

島の各列島を通じて最も多く眼につく種類は

Ａｃｒｏｐｏｒａ，Ｐｏｃｉｌｌｏｐｏｒａ，

ｌＭｌｏｎｔｉｐｏｒａ，Ｌｏｂｏｐｈｙｌｌｉａ，

Ｓｍｙｐｈｙｌｌｉａ，Ｆａｖｉａ，Ｍｉｌｌｅｐｏｒａ，

Ｔｕｂｉｐｏｒａである。特に量的に優占するの

はハイマソミドリイシＡｃｒｏｐｏｒａ

ａｂｒｏｔａｎｏｉｄｅｓで，その他，Ａ・

ｈａｉｎｃｉおよびＡ・ｆｏｒｍｏｓａも多い。

表１．造礁サンゴの地域月Ⅱ種類数

種類数

５４

６７

５８

８１

１２４

１００

１５９

１７２

１２６

地域

相模湾・駿河湾

紀伊半島

四国

九州

琉球

台湾

パラオ

本邦全域

小笠原

ａ

オヤユピミドリインＡ･ｐｙｒａｍｉｄａｌｌｓ

は外洋に接した浅所に多く，イボハナヤサイサンゴＰｏｃｉｌｌｏｐｏｒａｖｅｒｕｃｏｓａ，

チヂミハナヤサイサンゴＰ･Ｓｅｔｃｈｅｌｌｉは各島の外海，内海ともに多くかつ〆硫黄

島までよく分布し，代表的存在である。内海の静かな深所ではロプハマサンゴ

Ｐｏｒｉｔｅｓｌｕｔｅａ，ダイノウサンゴＳｙｍｐｈｙｌｌｉａｒｅｃｔａ，ナガレハナサンゴ

『

燕ヒドロ虫Ｈｅｄｒｏｚｏａ，花虫Ａｎｔｈｏｚｏａ親を除く
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ｍｕｐｈｙｌｌｉａｆｉｍｂｒｉａｔａ，オオトゲハナガタサンゴＬｏｂｏｐｈｙｌｌｉａ

ｃｏｒｙｍｂｏｓａ，トゲハナガタサンゴＬ，ｈｅｍｐｒｉｃｈｉｉ，ハイマツミドリイシ

Ａｃｒｏｐｏｒａａｂｒｏｔａｎｏｉｄｅｓ，エンタクミドリイン（テープルサンゴ）

Ａｃｒｏｐｏｒａｔｕｍｉｄａ等が長径４～５ｍに成長している。エダミドリイシＡ・ｓｑｕ－

ａｒｒｏｓａは二見港内二見岩沖によく生育し，昔の面影の一tＨ１を残している。

Ｓｃａｐｏｐｈｙｌｌｉａｃｙｌｉｎｄｒｉｃａ，オガサワラサンゴＢｏｎｉｎａｓｔｒｅａ

ｂｏｎｉｎｅｎｓｉｓの稀種とホソエダハナヤサイサンゴＰＣｃｉｌｌｏｐｏｒａｄａｎｉｃｏｒ－

ｎｉｓｃｅｓｐｉｔｏｓａは二見岩周辺の浅所仁そしてナガホソエダハナヤサイサンゴＰ・

ｄａｎｉｃｏｒｎｉｓｂｕｌｂｏｓａは屏風谷沖の縦部のみにみられた。その他Ｃａｕｌａｓｔ－

ｒａｅａｔｕｎｉｄａ』Ｐａｃｈｙｓｅｒｉｓｒｕｇｏｓａ，Ｔｕｒｂｉｎａｒｉａｔａｙａｍａｉ（南

の

▲

島袋港），シロエノシマサンゴＡｌｌｏｐｏｒａｓｃａｂｉｏｓａ（要岩）等珍らしい。
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ＳＵＢＯＬＡＳＳＨＥＸＡＯＯＲＡＬＬＩＡ六放サンゴ亜綱

ＯＲＤＥＲＳＯＬＥＨＡＯＴＩＮＡ石サンゴ目

ＳＵＢＯＲＤＥＲＡＳＴＲＯＯＯＥＮＩＩＡ古菊目石亜綱

ＦａｍｉｌｙＴｈａｍｎａｓｔｅｒｉｉｄａｅタムナステリア科

１．蝉Ｐｓａｍｍｏｃｏｒａｃｏｎｔｉｇｕａ（ＥＳＰｍＲ）〃バアミメサンゴ

２．弾Ｐ・ｖａｕｇｈａｎｉＹＡＢＥｅｔＳＵＧＩＹＡＭＡ

ＦａｍｉｌｙＰｏｃｉｌｌｏｐｏｒｉｄａｅハナヤサイサンゴ科

５．※Ｐｏｃｉｌｌｏｐｏｒａｄａｍｉｃｏｒｎｉｓ（ＬＩＮＮＥ）ハナヤサイサンゴ

4．※Ｐ・ｍｅａｎｄｒｉｎａｎｏｂｉｌｉｓＶｅｒｒｉｌｌ

ト

リ

手

仏

5．瀞Ｐ・ｄａｎｉｃｏｒｎｉｓｃｅｓｐｉｔｏｓａ（ＥＬＬＩＳｅｔＳＵＬＡＮＤＩＤＲ）

ホソエダハナヤサイサンゴ

６．※Ｐ・ｌｉｇｕｌａｔａＤＡＮＡ（ヒロエダハナヤサイサンゴ）

ス※Ｐ・ｖｅｒｕｃｏｓａ（ＥＬＬＩＳｅｔＳＯＬＡＮＤＥＲ）イボハナヤサイサンゴ

８．※Ｐ･ｓｅｔｃｈｅｌｌｉＨＯＦＦＭＤＴＳＴＥＲ（チヂミハナヤサイサンゴ）

２※Ｐ、ｅｔ･ｅｙｄｏｕｘｉｎＩ･遇ＤＷＡ｣ＲＤＳｅｔＨＡＩｌＭＩ〔Ｅ（オオバイボハナヤサイサンゴ）

10．※Ｒｄａｎｉｃｏｒｎｉｓｂｕｌｂｏｓａ（ｍＩＩｍＮＢＥＲＧ）（ナガホソエダハナヤサイサンゴ）

ＦａｍｉｌｙＡｃｒｏｐｏｒｉｄａｅミドリイシ科

11．※Ａｃｒｏｐｏｒａｐｙｒａｍｉｄａｌｉｓ（ＫＬＵＮＺＩＮＧＥＲ）オヤユピミドリイン

１２．※Ａ･ｓｐｉｃｉｆｅｒａ（ＤＡＮＡ）

15．※Ａ・Ｓｕｒｃｕｌｏｓａ（ＤANA）ハイミドリイシ

14．※Ａ・ｒａｎｂｌｅｒｉ（ＢＡＳＳＨＩＴ－ＳｌＭｌｌｎｌ）

15．※Ａ･ｃｅｒｉａｌｉｓ（ＬＡM[ＡＲＣＫ）コシパミドリイシ

16．※Ａ・ｒｏｓｏｒｉａ（ＤＡＮＡ）

1ス※Ａ･ｃｆｒａｒｉａｂｉｌｉｓ（ＫＬＵＮＺＩＮＧＥＲ）

１８．※Ａ・ａｂｒｏｔａｎｏｉｄｅｓ（ＬＡＭＡＲＣＫ）（ハイマソミドリイシ）

1２※Ａ・ｐｏｌｙｍｏｒｐｈａ（ＢＲＵＯＫ）

20．※Ａ･ｔｕｍｉｄａ（ＶＥ１ＬＲＩＬＬ）エンタクミドリイン（テープルサンゴ）

21．※Ａ･ｓｑｕａｍｏｓａ（ＡｍＲＥＮＢＥＲＧ）エダミドリイシ

二

巳
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２２Ａ･ｒｅｃｕｎｂｅｎｓ（ＢＲＯＯＫ）

２５．※Ａ・ｑｕｅｌｃｈｉ（ＢＲＯＯＫ）

２４．Ａ・ｐｅｃｔｉｎａｃｔａ（ＢＲＯＯＫ）

２５．※Ａ・ｆｏｒｍｏｓａ（ＤANA）

２６．Ａ･ｆｏｒｍｏｓａｂｒａｃｈｉａｔａ（ＤＡＮＡ）

２ス※Ａ・ｇｒａｖｉｄａ（ＤANA）

２８．弾Ａ･ｈａｉｍｅｉ（ＭＭＤＤＷＡＲＤＳｅｔＨＡＩＮＥ）

2２※Ａ･Ｃｆ・ｓｍｉｔｈｉ（ＢＲＯＯＫ）

３０．燕Ａ･ｔｕｔｕｉｌｅｎｓｉｓＨＯＦＦＭＥＩＳＴＥＲ

５１．Ａ・ｃｆａｎｔｈｏｃｅｒｕｉｓ（ＢＲＯＯＫ）

5２※Ａ、ｃｏｎｆｅｒｔａ（ＱＵＥＬＣＨ）

55.Ａ・ｈｙａｃｉｒｔｈｕｓ（ＤＡＮＡ）

54．※Ａ、ｈｅｍｐｒｉｃｈｉ（ＥＨＲＥＮＢｆＤＲＧ）

３５．※Ａ・ｖａｌｉｄａ（ＤANA）

56.Ａ・ｌｅｐｔｏｃｙａｔｈｕｓ（ＢＲＯＯＫ）

5Z※ｌｙＩｏｎｔｉｐｏｒａｆｏｌｉｃｓａ（ＰＡＬＬＡＳ）ウスコモンサンゴ

58．※Ｍ・Ｓｐｕｍｏｓａ（ＬＡｊＩＡＲＣＫ）コモンサンゴ

59Ｌ※]jＬｖｅｎｏｓａ（ＨＥ｣ＭＰＲＩＣＨｅｔｍＩＲＥＮＢＥＲＧ）チソメンコモンサンゴ

40．※Ｍ･ｃａｌｃａｒｅａＢＥＲＮＡＲＤ

４１．※Ｍ，ｃｈａｌｌｅｎｇｅｒｉＢＥＲＮＡＲＤ

４２Ｍ・ｃｆｅｆｆｕｓａ（ＤＡＮＡ）

45．※Ｍｈｉｒｐｉｄａ（ＤＡＮＡ）トグコモンサンゴ

44．※ＭｉｎｆｏｒｍｉｓＢＥＲＮＡＲＤノリコモンサンゴ

45.」ＭＬｌａｎｕｇｉｎｏｓａＢＥＲＮＡＲＤ

４６．※ｎＬｐａｔｕｒａＶＥＲＲＩＬＬ

４ス弾Ｍ[、ｐｕｌｃｈｅｒｒｉｍａＢＥＩＭＡＲＤ

４８．※Ｍ、ｒａｍｏｓａＢｉＤＲＮＡＲＤ

４９１※Ｍ・ｖｅｒｒｉｌｌｉＶＡｙＧＨＡＮ

５０．※皿．ｖｅｒｒｉｌｌｉａｕａｅｎｓｉｓＨＯＦＦＭＥＩＳＴＥＲ

５１．※Ｍ・ｖｅｒｒｕｃｏ８ａ（Ｌ１ＭＡＲＣＫ）
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52.Ａｓｔｒｅｏｐｏｒａｍｙｒｉｐｈｔｈａｌｍａ（ＬＡＭＡＲＣＫ）アナサンゴ

５５．Ａ・Ｃｆ･ｉｎｃｒｕｓｔａｎｓＢＥＲＮＡａＤ

５４．※Ａ・ｏｃｅｌｌａｔａＢ１ｑＲＮＡＲＤ

ＳＵＢＯＲＤＥＲＦＵＮＧＩＩＮＡ草芝石亜目

ＦａｍｉｌｙＡｇａｒｉｃｉｉｄａｅアガリシア科

55.弾ＡｇａｒｉｃｉａｐｏｒｄｅｒｏｓａＧＡＲＤＩＮＥＲ

５６・券Ｐａｖｏｎａｆｒｏｎｄｉｆｅｒａ（LA1H1ARCK）コノハシコロサンゴ

571※Ｐ・ｌｉｌａｃｅａ（ＫＬＯＮＺＩＮＧＥＲ）

58．※Ｐ・Ｃｆ・ｓｅｒｉａｔａＢＲＵＧＧ四ＭＡｍＮ

５Ｑ※Ｐ・ｍａｌｄｉｖｅｎｓｉｓ（ＧＡＲＤＩＮＥＲ）

60.２．ｖａｒｉａｎｓＶＥａＲＩＬＬ

ア

氏

61．※Ｐａｃｈｙｓｅｒｉｓｒｕｇｏｓａ（ＬＡ》dＡＲＫ）

ＦａｍｉｌｙＳｉｄｅｒａｓｔｒｅｄａｅシデラストレア科

62.ＣｏｓｃｉｎａｓｔｒｅａｈａｈａｚｉｍａｅｎｓｉｓＹＡＢＥｅｔＳＵＧＩＹＡＭＡ

６５．Ｃ・ｃｏｌｕｍｕａ（ＤＡＮＡ）

64．※Ｐａｃｈｙｓｅｒｉｓｒｕｇｏｓａ（ＬＡＭＡＲＣＫ）

ＦａｍｉｌｙＰｅｃｔｉｎｉｉｄａｅウミバラ科

65.ＯｘｙｐｏｒａｔｉｔｉｚｉｍａｅｎｓｉｓＹＡＢＥｅｔＳＵＧＩＹＡＭＡ

ｌＰａｍｉｌｙＴｒａｃｈｙｐｈｙｌｌｉｄａｅ

６６．※Ｃａｕｌａｓｔｒａｅａｔｕｎｉｄａ』Ｍ１ＡＴｑｒＨＡＩ

ＦａｍｉｌｙＦｕｎｇｉｉｄａｅクサピライシ科

6ス※ＦｕｎｇｉａｓｃｕｔａｒｉａＬＡｎＵＡＲＣＫクサピライシ

68.Ｆ･ｅｒｏＳａＤＯＤｊ２ＲＬＥＩＮ

６ＲＦ･ｒｅｐａｎｄａＤＡＮＡ

ＦａｍｉｌｙＰｏｒｉｔｉｄａｅハマサンゴ科

70．※Ｐｏｒｉｔｅｓｌｕｔｅａｕ．ＥＤＷＡｌＬＤＳｍＡＩＭＬｊコブハマサンゴ

71．※Ｐ･ｔｅｒｕｉｓＶＥＲＲＩＬＬハマサンゴ

72．※Ｅ６１ｉｃｈｅｎＤＡＮＡ

７５．Ｐ・ｃｆＪｏｂａｔａｃｅｎｔｒａｌｉｓＶＡＵＧＨＡＮ

７４．Ｐ･Ｃｆ･ｍｕｒｒａｙｅｎｓｉｓＶＡＵＧＨＡＮ

■
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75．※Ｐ･ｓｃｈａｕｉｓｌａｎｄｉＳＴＵＤＢＲ

７６．Ｐ・ｃｆｓｏｍｅｌｉｅｎｓｉｓＧＲＡＶＩＥＲ

７Z※ＡＩｖｅｏｅｐｏｒａｊａｐｏｎｉｃａＥＧＵＣＨＩアワサンゴ

ＳＵＢＯＲＤＥＲＦＡＶＩＩＮＡ菊目石亜目

ＦａｍｉｌｙＦａｖｉｉｄａｅキクメイシ科

７８．瀞ＣａｕｌａｓｔｒｅａｆｕｒｃａｔａＤＡＮＡ

７２癖Ｃ・ｔｕｎｉｄａＭＡｒｌＨＡＩタバネサンゴ

８０．※Ｆａｖｉａｓｐｅｃｉｏｓａ（ＤANA）キクメイシ

８１．Ｆ・ｐａｌｌｉｄａ（ＤＡＮＡ）

８２Ｆ･ｍａｇｍｉｓｔｅｌｌａｔａ（Ⅲ、ＥＤＷＡＲＤＳｅｔＨＡＩＭＥ）

８５．※Ｆａｖｉｔｅｓａｂｄｉｔａ（ＥＬＬＩＳｅｔＳＯＬＡＮＤＥＲ）カメノコキクメイシ

８４．Ｆ･ｆａｖｏｓａ（ＥＬＬＩＳｅｔＳＯＬＡＮＤＥＲ）

８５．※Ｇｏｎｉａｓｔｒｅａｐｅｃｔｉｎａｔａ（ｍＩＲＥＮＢＥＲＧ）コカメノコキクメイン

８６．Ｇ･ｒｅｔｉｆｏｒｍｉｓ（ＬＡＭＡＲＣＫ）

８ス※Ｌｅｐｔａｓｔｒｅａｐｕｒｐｕｒｅａ（ＤＡＮＡ）ルリサンゴ

８８Ｌ・ｉｍｍｅｒｓａＫＬＵＮＺＩＮＧＥＲ

８２灘Ｅｃｈｉｎｏｐｏｒａｌａｍｅｌｌｏｓａ（ＥＳＰＥＲ）リユキウキククワ

９０．※Ｌｅｐｔｏｒｉａｐｈｒｙｇｉａ（ＩＬＬＩＳｅｔＳＯＬＡＮＤＥＲ）ナガレサンゴ

９１．※ＰＩａｔｙｇｙｒａｌａｍｅｌｌｉｍａＩＤＩⅡＲＥＮＢＥＲＧノウサンゴ

９２．※Ｐ･ｇｉｇａｎｔｅａ（ＹＡＢＥｅｔＳＵＧＩＹＡＭＡ）

９５．Ｐ･ｒｕｓｔｉｃａ（ＤＡＮＡ）

９４．Ｐ・ｇｒａｃｉｌｉｓ（ＤＡＮＡ）

９５．Ｐ･ｐｈｒｙｇｉａ（ＥＬＬＩＳｅｔＳＯＬＡＮＤＥＲ）

９６．※Ｐｌｅｓｉａｓｔｒｅａｖｅｒｓｉｐｏｒａ（LAhlACK）マルキクメイツ

９スＰ･ｖｅｒｓｉｐｏｒａｃｕｒｔａ（ＤＡＮＡ）

９８．※Ｈｙｄｎｏｐｈｏｒａｅｘｅｓａ（ＰＡＩＬＡＳ）イポサンゴ

９’※Ｃｙｐｈａｓｔｒｅａｍｉｃｒｏｐｈｔｈａｌｍａ（ＬＡＭＡＲＣＫ）トゲキクメイシ

100．※Ｃ・ｓｅｒａｉｌｉａ（ＦＯＲＳＫＡＬ）フカトグキクメイシ

101．※Ｃ・ｃｈａｌｃｉｄｉｕｍ（ＦＯＲＳＫＡＬ）コトグキクメイシ

1０２．ＳｃａｐｏｐｈｙｌｌｉａｃｙｌｉｎｄｒｉｃａＭ・ＥＤＶＹＡＲＤＳｅｔＨＡＬＸＩＥ
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ＦａｍｉｌｙＯｃｕｌｉｎｉｄａｅピワガライシ科

105.Ｇａｌａｘｅａｍｕｓｉｃａｌｉｓ（ＬＩＮＮＥ）

104．※Ｇ･ｆａｓｃｉｃｕｌａｒｉｓ（LnUWln）ガラクセア

ＳＵＢＯＲＤＥＲＯＡＲＹＯＰＨＹＬＬＩＩＮＡ丁字貝亜目

ＦａｍｉｌｙＥｕｓｍｉｌｉｉｄａｅチヨウジガイ科

105．※Ｅｕｐｈｙｌｌｉａｆｉｍｂｒｉａｔａ（ＳＰＢＮＧＬｌＤＲ）ナガレハナサンゴ

Ｆａｍｉｌｙ１Ｍ１ｅｒｕｌｉｎｉｄａｅサザナミサンゴ科

106．※Ｍｅｒｕｌｉｎａａｍｐｌｉａｔａ（ＥＬＬＩＳｅｔＳＯＬＡＮＤＥｌＬ）サザナミサンゴ

ＦａｍｉｌｙＭｕｓｓｉｄａｅオオトゲサンゴ科
●●

10ス※ＡｎｔｉｌｌｏｐｈｙｌｌｉａｃｏｎｓｔｒｉｃｔａＢＲＵＧＧ１ｎＭＡＮ

108．※Ａ･Ｃｆ･ｅｃｈｉｎａｔａ（ＤＡＮＡ）

102※Ｌｏｂｏｐｈｙｌｌｉａｃｏｒｙｍｂｏｓａ（ＦＯＲＳＫＡＬ）オオトゲハナガタサンゴ

110．瀞Ｌ・ｈａｍｐｒｉｃｈｉｉ（f】ＨＲＥＮＢＥＲＧ）トゲハナガタサンゴ

111．※Ｌ･ｃｏｓｔａｔａ（ＤＡＮＡ）

112．※Ｌ・ｈａｔａｉｉＹＡＢＥ，ＳｕＧＩＹＡＩＭｌＡｅｔｍＧＵＣＨＩパラオフイリア

１１５．※ＢｏｎｉｎａｓｔｒｅａｂｏｎｉｎｅｎｓｉｓＹＡＢＥｅｔＳＵＧＩＹＡｊｍＡオガサワラサンゴ

114.,ｉｌ６ＳｙｍｐｈｙＩｌｉａｒｅｃｔａ（ＤＡＮＡ）ダイノウサンゴ

115．※Ｓ･ａｇａｒｉｃｉａ」ｊＬＥＤＷＡＲＤＳｅｔＨＡＩＭｍ

ｌｌ６．Ｅｕｐｈｙｌｌｉａｇｌａｂｒｅｓｃｅｎｓ（ＣＨＡＭＩＳＳＯｅｔＥＹＳＥＮＨＡＲＤ(r）

ＳＩｋＢＯＢＤＥＨＤＥＮＤＲＯＰＨＹＬＬＩＮＡ木サンゴ亜目

ＦａｍｉｌｙＤｅｎｄｒｏｐｈｙｌｌｉｉｄａｅキサンゴ科

１１ス※ＤｅｎｄｒｏｐｈｙｌｌｉａａｒｂｕｓｃｕｌａＶＡＮＤＥＲＨＯＨＳＴジユウジキサンゴ

118．※ＴｕｂｕｓｔｒｅａａｕｒｅａｑｑｌＵＯＹｅｔＧＡＩｎｌＡＲＤイボヤギ

1１２※Ｔ･ｃａｃｉｎｅａｔｉｔｉｚｉｍａｅｎｓｉｓＹＡＢｊＤｅｔＳＵＧＩＹＡＭＡチチヂマイボヤギ

1２０．ＴｕｒｂｉｎａｒｉａｅｌｅｇａｎｓＢＥＲＮＡＲ

１２１．Ｔ･ｔｕｂｉｆｅｒａＢＥｊＲＮＡＲ

１２ＺＴ･ｒｅｎｉｆｏｒｍｉｓＢｌＤＲＮＡＲ

１２５．Ｔ･ｉｎｍｅｒｓａＹＡＢＬｅｔＳＵＧＩＹＡＭＡ

１２４．Ｔ・ｔｉｔｉｚｉｍａｅｎｓｉｓＹＡＢＥｅｔＳｕＧＩＹＡＭ１Ａ

１２5．※Ｔ･ｐｅｌｔａｔａ（ＥＳＰｌＤＨ）オオスリバチサンゴ

ト

」

罰

日
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126．※Ｔ･ｔａｙａｍａ

ＯＬＡＳＳＨＹＤＨＯＺＯＡヒドロ虫綱

ＯＲＤＥＲＭＩＬＬＥＰＯＲＩＮＡミレポラ目

ＦａｍｉｌｙＳｔｙｌａｓｔｅｒｉｄａｅ疑孔綱瑚科

１２７１※Ａｌｌｏｐｏｒａｓｃａｂｉｏｓａ（ＢＲＯＣＨ）シロエノシマサンゴ

ＦａｍｉｌｙＭｉｌｌｅｐｏｒｉｄａｅミレポラ科

128.ＭｉｌｌｅｐｏｒａｔｅｎｅｒａＢＯＳＣＨＭＡエダミレポラ

１２２※Ⅲ．ｐｌａｔｙｐｈｙｌｌａＨｍＰＲＩＣＨｅｔＥＨＲＩｎＮＢＥＲＧイタミレポラ

１５０Ｍ．ｔｏｒｔｕｏｓａＤＡＮＡ

ＯＬＡＳＳＡＮＴＨＯＺＯＡ花虫綱

ＳＵＢＯＬＡＳＳＯＯＴＯＯＯＲＡＬＬＩＡ八放サンゴ要綱

ＯＲＤＥＲＳＴＯＬＯＮＩＦＥＲＥ根生目

ＦａｍｉｌｌｙＴｕｂｉｐｏｒｉｄａｅクダサンゴ科

151．※ＴｕｂｉｐｏｒａｎｍｓｉｃａＬＩｍＶＥクダサンゴ

ｒ
２
乱

､

の

4）主要サンゴの大きさと成長

サンゴ類の成長を知るため昭和４５年度に父島二見港内の沈没船，座礁船，およびその

他天然礁に着生しているサンゴ類群体の大きさを測定し，昭和４４年度には沈没船その他

のミドリイシ類（Ａｃｒｏｐｏｒａ）４種，ハナヤサイサンゴ類（Ｐｏｃｉｌｌｏｐｏｒａ）１種の

計５種について頂|淀後，標識をつけ，翌年の鯛'淀に備えた。

測定方法は潜水し，海底においてサンゴ群体の長径，短径，高さを，ハイマツミドリイ

シＡｃｒｏｐｏｒａａｂｒｏｔａｎｏｉｄｅｓでは樹枝状の枝の中心から最長枝までの長さと先端

部における枝の拡がりまでの巾を，またイタミリポラ1M【ｉｌｌｅｐｏｒａｐｌａｔｙｐｈｙｌｌａ

では高さと巾だけをおのおの測った。測定結果は地域毎に一括しＢｌＩ表に示した。種類ごと

に述べると次のとおりである。（表２）

（１）イボハナヤサイサンゴＰｏｃｉｌｌｏｐｏｒａｄａｍｉｃｏｒｎｉｓ

兄島瀬戸における本種の最大型は７０×６０×５０ｍであった。したがって，この程

皮が当海域における本橦の成長限界と思われる。また，二見港内の沈船，座礁船，兄島

慮の浦の沈船にも本種が着生しているが，その大きさは滝の浦の沈船で平均５６．７×

２Ｚ１×２１.Oc71z，二見,港座礁船で平J富１２００×１４．０×１２．５C772，二見港沈船では

⑤

つ

－１４４－





人丸島，母島北港等にみられる。滝の浦の沈船上の最大型は１９５c７７２（昭和４５年７月

測定）で，翌年には２０８．５cｱ7２（昭和４４年７月測定）に伸びていた。本種が沈没直後

に着生したものとすれば，２５年|宙経過したことになり１年l罰に約８．５C７７２，－－方々向に

約４．２(wz伸びたことになる。また，昭和４５年から昭和４４年の１年間には１５．５C７７２，

－方々向に６．７Cｿ?Z(申びたことになる。

(7)クサピライシＦｕｎｇｉａｓｃｕｔａｒｉａ

父島二見港内二見岩では平均Ｚ４×６．５ｃ７７ｆである。人丸島で得た最大個体は２７１０

×１２９Ｃ７７ｊであったが，この大きさの個体は珍らしい。また附着後の小型個体を宮の浜

で多数得た。附着物はクサピライシの死骸で，小型個体は表面より側面に多く附着して

いた。これらの測定結果については後日述べる。

(8)キクメイシ類

二見港内の沈船で測定した５種類のキクメイシ類の各種毎の平均値（長径×短径）は

Ａ５．７×５．１Ｃ７?z，Ｂ１Ｚ８×１４．２C77z，Ｃ１１．６×８．０Ｃ７７ｉであった。同じく座礁船では

Ａ４．２×４．１ｃ７７２，Ｂ４．７×４．４ｃ７７ｉであった。パラオ塵Ｇｏｎｉａｓｔｒｅａａｓｐｅｒａの

２４４日間の生長度（元出１９５８）は０．４～1.2C７７１，平均Ｑ７Ｃ７７ｉであるからキクメイ

シ類は極めて成長が悪いことが判る。しかもパラオより更に高緯度の小笠原ではパラオ

以上に成長が悪いであろう。従って沈船および座礁船のキクメイシ類も着生後かなりの

年数を経ていることがわかる。

(9)その他の石サンゴ類に見られる成長

Ｆａｖｉａｐｏｌｌｉｄａ，タバネサンゴＣａｕｌａｓｔｒｅａｔｕｎｉｄａ，イタミレポ

ラＭｉｌｌｅｐｏｒａｐｌａｔｙｐｈｙＩＩａの５種頃に成長休止ｊｉ泉（阻害輪）と,思われる横

筋が見られる。この休止縁が冬季の低温期に表われるとすれば，この休止線を年令と考

えてさしつかえないであろう。Ｆａｖｉａｐｏｌｌｉｄａの休止線と休止線の間隔は0.78～

１．５４クル平均0.9c77dで１R8C77zで伸びるのに２２年か＞つたことになる。その他の測

定結熟こついては後日述べる。

；
２
｜
ノ

の

の
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表２．サンゴ測定値

1．沈船父島二見港内（昭和４５年７月）

最小、
（長×巾×高）

８５×２．５×1.6 烏漂'片篁三百ｉｉＬ二二鬘'』ト

Ｌ

Ｌ

２．５×２．０×１．０

５．５×２．２

５．０×５．５

４．５×４．０

１５．５×８．５ 蕊川嶬／●

巳

2．座礁船父島二見港内（昭和４５年７月）

FfJjIrL
最大Ｃ７７Ｚ
辰×巾×高）

５４．０×１５．８×１８．０

平均Ｃ772
腹×巾×高）

lLUil灘二＝
5．沈船，父島滝の浦湾（唱和４４年７月）

測定数|鬘x譜×灘

HI7iiIlTLhjHfiiiJ） 汁９０×４７
■

△
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4．沈没飛行機父島二見港内（昭和４４年７月）

測定数Ｉ長×巾×高c、 着生位置

胴体

翼

座席前

種類

ハイマソミドリイシ

１鷹舶ﾎｿｴﾀﾞﾊﾌﾞｰﾔサイサンゴ Ｆ
１
式

イタミレポラ
、①／

９１１２

}ま高×巾※印

5．兄島瀬戸万作海岸（昭和４５年７月）

壇 liflll定数ｌ竪
ワ

６１２８×２［ 、×６０×ｂ［

【］×，ＢＣ」Ｏ×６４ 」

■

４８×１ｂＣ ４４０×５６［

８Ｕ×召［］

6．父島二見港内二見岩（昭和４４年７月）

平均ｃ７７ｚ
(長×巾×高）

１０×７×５

最小ｃ772
(長×巾×高）

６×４×４

最大ｃ７Ｔｚ
(長×巾×高）

１８×１６×１２万二万二三:雨腱二
クサピライシ１４０１５×５ １９×１２ ｚ６×６．５

5）造礁サンゴの分布

（１）聟島列島

ａ）聟島列島中の主島で最大の島である。周囲は１１．０Kｍ，一名，平島，ケータ島

とも呼ぶ。漸深帯は狭く，北側と南側に小湾入があり，小浜を形成する。附属島は西

側に近接して鳥島，北東に1.51hm離れて蛸島がある。

（ｲ）南浜北および東側は山を背負い南西に湾口を開く小湾で，湾口の巾は,､５Kｍ

奥行0.5Kmで小舟の発着ができる。小湾の入口に近接する鳥島とその沖に張り出し

た浅礁（水深０．４ｍ）によって西からの風`狼をさえぎり，サンゴの生育には好条件

でサンゴ帯の巾は岸にそって約９００ｍに及ぶ。

南浜の西側に接して，烏島とがあり，この'司狭<浅い水路となり北東に週じる。湾

口から沖に向う漸探帯は急､深で，潮流は下げ潮時には湾内に流入する。湾口部の水

●

■
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深は１０ｍ前後で，湾内に入るにつれて浅くなり，水深４～５ｍから底質は岩礁と

凝石で占められる。サンゴの海底被度は湾口部で６０９６，湾奥では５０～４０冊と

なり，その種類はハイマソミドリイシがよく発達し，その間にクサピライシ，ガラ

クセア，Ｃａｕｌａｓｔｒａｅａｔｕｎｉｄａ・オオトゲサンゴ類，キクメイシ類，ハマサ

ンゴ類，ハイミドリイシ，コシバミドリイシ，イボハナヤサイサンゴ，チでミハナ

ヤサイサンゴが混生し，岸近くの浅所ではイタミレポラ，オヤユビミドリイン，ク

ダサンゴ，軟サンゴの着生がみられる。鳥島と南浜の間を北に進むとサンゴは少

なくなり，その被度は１０９６以下で，這伏形のミドリイシが多くなる。水路を

出た鳥島の北側では，汀線上の岩礁にサイミがよく繁茂し，北画風の強いことが判

る。聟島の北および東側ではサンゴの着生は少なく，貧相であるという。

ｂ）媒島聟島の南東に針の岩，畳岩があり，その南に位置する。聟島との距離は５

mである。周囲はZ2Kmで，聟島に次いで二番目に大きい。附属島は北西端に眼鏡岩

西端に鳥島がある。漸深帯は眼鏡岩から烏島を経て南端にわずかに発達する。南に小

湾があり，真Pi:iに開口し，湾口部の巾は５５０ｍ，奥行２５０ｍで湾奥は二つの入江

となり，西側の入江は東側に比べて広く，小舟の接岸ができる。湾奥の岸近くは常に

白濁しているという。漸探帯は急でサンゴの着生は少ない。サンゴの海底被度は

湾口近くで４０冊前後，湾奥で１０冊前後と減少する。そのサンゴ帯の巾は約１５０

ｍである。その種類はハイマツミドソイシが多く，その他オヤユピミドリイン，チ

マミハナヤサイサンゴ，イボハナヤサイサンゴなどがみられるが，いずれも成長は悪

く，小型である。東側入江の奥，水深２～５ｍの岩礁下で十字キサンゴの着生が見ら

れた。湾外の汀線の波蝕柵上にはところどころにサイミの着生がみられる。

(2)父島列島

ａ）弟島列島の最北端に位直し，島は南北に長く，周曲は１５Kmで，列島中５雀目

に大きい。北端乾崎から４５０ｍ離れて孫島があり，南は弟島瀬戸をはさんで兄島と

接する。島の東側は全脳こ急偲崖で，漸{架帯も急であるが，北端の乾崎から束望崎にか

けてわずかに浅所があって，貧相ながらサンゴの着生が見られる。サンゴの海底被

度は１０９６前後で，エンタクミドリイン，ハイミドソイシ，オヤユピミドリインなど

が岩盤上に目につく程度である。波蝕棚上では幽園こ比べて，サイミの着生が多く，

聟島列島同様，冬季１首jの波浪の強いことが判る。西側には北から鹿浜，半蔵浜，小浜

の小湾入があり，東側に比べてｉｌｌ＃i深帝はかなり巾広いが，浜は巨岩，巨石，転石等で

■
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占められている。サンゴはこれらの岩上に着生し，その種類は，イボハナヤサイサン

ゴ，ミドリイシ類，キクメイシ類，がわづかに着生している程度で，東側同様少な

い。黒崎と小浜崎にかこまれた小湾では，湾入も深く，湾奥部にサンゴが多く着

生し，被度は２０９６前後で，サンゴ帯の巾は岸に沿って約２００ｍである。種類は

礁上で，チヂミハナヤサイサンゴ，イボハナヤサイサンゴ，オヤユビミドリイシバ

ドリイシ類が多く，水深６～７ｍの海底ではハイマソミドリイシ，ミドリイシ類，

ノウサンゴ，キクメイシ類，ハマサンゴ類の着生が見られる。

b）兄島列島の中央に位置し，北は弟島瀬戸に面し，南は兄島瀬戸をはさんで父島と

向い合う。周囲２５．５Kmで父島に次いで大きい。附属島は，滝の浦湾の西口をふさぐ

ように人丸島があり，その西1.5Kmに西島，西島の北東１ｈＤに瓢箪島がある。東側は

弟島同様漸探帯は急で，海底は巨岩，巨石，岩盤で占められ＃所によっては岩上が，

タワッウニＥｃｈｉｎｏｓｔｒｅｐｈｕｓａｃｉｃｕｌａｔｕｓで占められ，サンゴの着生が出

来ない位である。彼蝕棚上にところどころサイミが着生しているのは弟島と同様であ

る。サンゴは礁上にまばらに着生し見るべきものはないが，菅笠山の東小湾奥に

はや▲まとまった着生が見られる。極頃は，チヂミハナヤサイサンゴ，ミドリイシ類

キクメイシ類，ハマサンゴ類である。一方，島の西側および兄島瀬戸にかけては，サ

ンゴがまばらに着生し，弟島西岸とほ蟹同様である。瓢箪島周辺から兄島の西端，岩

筋岬，人丸島周辺，滝の浦の沿岸部，兄島瀬戸にかけてはサンゴの着生多く，礁を形

成する所もある。

イ）滝の浦湾，北と束を急崖に囲まれ，西に岩馴甲が張出し，浅礁で人丸島と連なり

南西に開口する。湾口の巾は１２．５Kｍ，奥行１２Kmの良湾を形成し，したがって湾

内は平穏で好泊地となるが季節によっては南西のうねりが浸入する。湾の東端，滝

の浦では石サンゴがよく着生し，ガラクセア，エンタクサンゴ，ナガレハナサンゴ

イボハナヤサイサンゴ，ノウサンゴ，クサピライシ，ハナヤサイサンゴ，コモンサ

ンゴ類等がilz生しているのが見られ，海底彼度は７０～８０筋で，サンゴ帯の巾は

岸に沿って巾約４００ｍである。

沖の横転した沈没船上に着生するｻﾝｺはｲﾎﾟﾊﾅﾔｻｲサンゴ，ハイマツミドリイシケエンタク

ミト簿リイシレミト゛リイシ類キクメイシ類,ﾀﾞｲﾉｳｻﾝｺ；コプハマサンゴ，トゲコモンサンゴ

トゲキクメイシ，クサピライシなどが混生し，イボハナヤサイサンゴは死骸が多い。

兄島瀬戸に近い丸山崎から南の吐出口の間は，大石場となり石サンゴの着生は少な

ヨ

ノ

刀

、

句

－１５０－





ﾛ）二見港内北に大根崎，南は群羊崎でその巾は1.2Kｍ，奥行きは境浦迄で２．５Kｍ

奥村までは２９Kmである。南西～西南西の風力６以上のときに，湾内にうねりが侵

入することがある他は周年平穏である。湾口部に，浮磯，口の瀬，間の瀬，中の瀬

扇補に要岩，清瀬前に二見岩などがある。砂浜は境捕と大村の西浜に，礫浜は扇補

にある。奥村の浜は泥砂地である。

湾内の中央では水深は４０ｍと深く，沿岸部は浅く砂礫地を除けばサンゴは湾口

から湾奥に行くにしたがってよく着生し成長する。とくに要岩周辺，二見岩周辺は

サンゴの着生，生育が良い。

ｉ要岩周辺水深１５ｍ以浅の陸側にサンゴがよく着生しており，そのサンゴ帯

の巾は岸にむかって約２５０ｍである。種類はイポハナヤサイサンゴ，ハナヤサ

イサンゴ，ハイマツミドリイシ，エンタクミドリイン，ナガレハナサンゴ，キク

メイシ類などが多く，被度は５０～６０９６である。要岩の沖側に面した崖部の壁

には，多数のシロエノシマサンゴの着生が見られる。

ｉｉ沈船扇浦沖の砂礫地に沈没し，マストが水面に露出している。サンゴは，水

平な甲板上に多く着生し，かつ小型のものが多いが，垂直な両舷には少い゜水平

面に比べ垂直面では，珊瑚虫の着生が困難なのであろうか。種類はイボハナヤサ

イサンゴが主で，その他ハナヤサイサンゴ，ミドリイシ類，キクメイシ類，トゲ

キクメイシ，ダイノウサンゴ，ノウサンゴ，Ａｃａｎｔｈａｓｔｒｅａｅｔ

ｅｃｈｉｎａｔａ等で被度１０９６前後である。

ｉｉｉ座礁船境浦沖の砂地に座礁する浜江丸の陸側について親祭した。扇補の沈船

に比べてサンゴの着生，生育は極めて良い。種類はハナヤサイサンゴ，イボハナ

ヤサイサンゴ，シコロサンゴ，ノウサンゴフダイノウサンゴ，キクメイシ，カメ

ノコキクメイシ，マルキクメイシ，サマナミサンゴ，ガラクセア，ウスコモンサ

ンゴ，Ａｃｒｏｐｏｒａｆｏｒｍｏｓａパラオフイリア等で，被度は８０筋前後であ

る。

１Ｖ二見岩杉山（１９５７）によると，大村東部から奥村，屏風谷沿岸に見事な

裾礁が発達し，大村及び屏風谷沿岸で巾約１５０ｍ，二見岩付近で８００ｍに及

ぶ(写真５)･大村南西及'〔);屏風谷地先では裾礁は薄くなり，二見港の湾口に近

い黒岩西方の沿岸ではサンゴは岩礁上に点在し，樵を形成しないという。現在

では干潮時露出する地域では，全くサンゴは破壊され海底はその骨格による礫地
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となり，その上に各種サンゴの小塊が着生しているに過ぎない(写真６）。これら

地域の海底被圏土596以下白Gibろ。たＮ二見岩周辺の沖合，水深，５～５０

ｍにかけて巾５００ｍにわたってサンゴ帯が発達している。これらはおそらく戦

前と変りないと考えられ群生地で見事である（写真７）。種類は浅所でイタミレ

ボラ，エダミドリイシ，ハナヤサイサンゴ，ホソエダハナヤサイサンゴ，トゲキ

クメイシ，その他のキクメイシ類，ガラクセア，クサピライシ，オガサワラサン

ゴ，や公深くなってエダミドリイシ，ナガレハナサンゴ，ハイマツミドリイシ等

直径２～５ｍの大きさに成長し，その被度は８０～９０９６で，これらの景観は熱

帯の珊瑚礁に優るとも劣らぬ眺めである。

Ｖ大村酉二見港防波堤下では，イタミレポラ，キクメイン類，エダミドリイシ

がまだらに着生している。水探５０ｍに大発（小艇）が沈没しているが，浮泥

におおわれ，サンゴの着生は少ない。防波堤から，大村西にかけての浅所では所

々サンゴの着生が見られ，イタミレポラ，ハイマツミドリイシ，コモンサンゴ類

キクメイシ類，ハマサンゴ類等で，海底被度は１０～２０筋である。

ハ）小港洲崎飛行場南端の象鼻崎と南の袋岬に包まれた小湾の中央北に位宣する。

南奥仁八瀬川が流入している。八瀬川口は砂浜であるが，チリ地震以前は石浜であ

ったという。

サンゴは湾口の周辺，袋岬と小浜の比較的浅所に多く，サンゴ帯の巾は岸に沿って

約１５０ｍである。ハナヤサイサンゴ，クダサンゴ，キクメイシ類，コモンサンゴ

類，ハマサンゴ類や，イタミレポラが多い。

二）初寝捕東海岸の北東に位直し，北初寝，南初寝の砂浜がある。初寝捕南端から

北東に張出した２０ｍ等深帝は，北東２Kmの東島に連らなる。この'罰多くの浅礁群

が散在するが，サンコとD着生は少ない。浜は砂浜で沖に向って緩傾斜である。北初

寝浦の５ｍ以深より１５ｍ迄，イシサンゴが良く着生〆生育し，そのサンゴ帯の巾

は岸に沿って約２５０ｍに達する。ハイマソミドリイシが優先し，その他ミドリイ

シ類，キクメイシ類，ハマサンゴ類，Ｐａｖｏｈａｌｉｌａｃｅａガラクセア，ダイノウ

サンゴ,Ｃａｕｌａｓｔｒａｅａｔｕｎｉｄａ等が混生する。浅所の岩礁上では，チヂミハ

ナヤサイサンゴ，イボハナヤサイサンゴ，オヤユピミドリインなどが多い。ハイマ

ソミドリイシの枝は沖に向って成長していることから，この地先の潮流は岸に平行

し南北に流れていると推定される。
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ホ）宮の浜滝の浦湾に面して湾口２５０ｍ，奥行２００ｍの小湾を形成する。水深は

浅く，遠浅で湾口部で水深５ｍとなる。岸から沖に向って，中央は砂地でありこの両

側東と西にサンゴの着生，生育が見られる。岸近くハマサンゴ類，コモンサンゴ類，

クサピライシ，キクメイシ類多く，湾口に近づくとガラクセア，ハイマソミドリイシ

テーブルサンゴ，Ｏａｕｌａｓｔｒｅａｔｕｎｉｄａ等が巨大に生育している。その他，タ

バネサンコ；クダサンゴ，オオトグサンゴなどが多い。

へ）兄島瀬戸（釣浜～長崎）兄島側に比べてサンゴの着生，生育は悪いが，東から酉

に行くにしたがってや》着生は多くなる。このことは兄島側に比べて鱒Ｉ流が早く，東

にゆくにしたがって東北の風浪の影響を受けるためと推定される。サンゴの種類は児

島側と同じであるが，岸の崖部ではイボヤギ類が多い。またフトトゲナシヤギもわず

かに着生している。

d）西島人丸島の西1.5Kmに位置する。周囲４．５Kmの島である。漸深帯は東側に広く，

岩盤と転石地帯である。西側は急探で岩盤，浅礁で形成ざれせまい。サンゴは東と南側

一帯の浅所にまばらに着生している他，西島束端の大岩周辺にやや多く着生している。

種類はミドリイシ類，キクメイシ類，オヤユピミドリイン，ノウサンゴ，イボハナヤサ

イサンゴ，ナガレハナサンゴなどである。

e）南島北と西～南々東の方向に向く細長い島で周囲５．１１Ｋ,１である。南西に９００ｍ

で父島南崎と相対しこの間は南島瀬戸と呼ばれる。南島の周囲は急崖で小舟の接岸は，

南端の袋港（サメ池）と西に面した新吉穴だけである。島の周辺には８小島と５０余岩

１０浅礁が散在し，漸深帯は広く海底は起伏に富み潮流が早く，サンゴは岩礁上にまば

らに着生し，被度は596以下である。叉南島の北端，南一つ岩（プウプウ岩）周辺では

やや多く着生が見られ，１０９６前後の被度である。

イ）袋港（サメ池）湾口狭<巾２５ｍ，水深は２ｍと浅い。港内は２２０×１６０ｍ

中央の水深は１０ｍで，周囲に浅くスリ鉢状である。サンゴは周囲の水深７ｍ以浅に

着生発達し，７ｍ以深は砂泥地である。水はややにごっており透明度が低い。これは

湾口が狭く浅いために水変りが悪いためと推定される。東側では，ハナヤサイサンゴ，

軟サンゴ，ウスコモンサンゴ，トグハナガタサンゴの大群落がある。又西側にはハイ

マツミドリイシ，Ｔｕｒｂｉｎａｒｌａｔａｙａｍａｉなどが見られる。
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(5)母島列島

ａ）母島列島中の主島で最大の島である。北々西～南々東に細長く周幽は５８５lb、

西側では海岸線の変化は少なく，中央に猪熊湾，南に7中港がある。東側は西側に比べ

て，海岸線は凸凹に富み，北から北港，東港，大崩湾，東崎湾がある。漸探帯は，西

側は広く東側では西側に比べてやや狭い。附属島に向島，平島，姉島，妹島，姪島，

の５島のほか，母島～平島間には北から鰹鳥島，中鰹島，小鰹島，丸島，二子島と

多数の小島と小岩，浅礁が多い。

イ）北港母島の北端乾崎と北岬にかこまれ，北に開口する。湾口部の巾は１．６４Kｍ

奥行１．６４Kmである。漸探帯は広く，湾口部を除き湾の大半は２０ｍ以浅で浅い。

サンゴは北岬側の湾奥の水探５～１５ｍの１隅に，巾５００ｍにわたっていちじる

しく着生し礁を形成する，海底被度は７０～８０冊でありその他の場所ではまば

らである。種類は父島同様ハイマソミドリイシが優先し，その他Ａｃｒｐｏｒａ

ａｂｒｏｔａｎｏｉｄｅｓ,ミドリイシ類，ウスコモンサンゴ，キクメイシ類，ノウサンゴ

ガラクセア，イボハナヤサイサンゴ，コプハマサンゴ等である。北村近くの浅所で

は軟サンゴが多い。

ロ）東港北港と背合せで南側にあり，湾口は北東に開く。湾口の巾は1.5Kｍ，奥行

２．５５Kmで北港より大きい。漸深帯は北港に比べて狭く，２０ｍ以浅の浅所は湾奥

部にあって湾の約舎をしめるが,その他は急深である｡ｻﾝｺﾞの着生は全般に少<
まばらで湾奥の相浜，椰子浜地失の沖合，深さ１０～１５ｍの水深に梢多く見られ

る程度であり海底被度は２０～５Ｍである。石門崎側の沿岸部は，岩盤と大角

石でサンゴの着生は殆ど無い。

種類はＡｃｒｏｐｏｒａａｂｒｏｔａｎｏｉｄｅｓ，ノウサンゴ，ミドリイシ類，キクメイ

シ類，コモンサンゴ類で，いづれも小型で生育は悪い。

ハ）大崩湾東港の南側にあり，北は石門崎，南は東崎にかこまれ，湾口の巾は４１hｍ

奥行２．２Kmで湾口は北東に開く，岸は急崖で垂直に海底に達する場所が多い。漸深

帯は狭く急､深で２０ｍ以浅Iの浅邦,』と｣〃bごく，浦まIIBl:(hである。サンゴの着生，成長は悪く

岩礁上にまばらに着生し，その種類はチヂミハナヤサイサンゴ，キクメイシ類，ノ

ウサンゴ類と少ない。

二）束崎湾大胡湾の南1則にあり，北は東崎，南は中の平の沿岸で，湾口の巾は５Kｍ

奥行1.4Kmで湾入は浅く南北に閉口し，漸探帝は巾広い。評議平真東の沿岸部では
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わずかサンゴの着生が見られる。種類はチヂミハナヤサイサンゴ，オヤユピミドリ

イン，等で少ない。

ホ）南崎小湾母島の最南端，大瀬戸に面する小湾で，湾口の巾２５０ｍ，奥行１５

０ｍ，湾口の中央に小島がある。岸近くは転石と礫で，軟サンゴが多く，サンゴの

着生は少なくて粗らであるが，湾口近く小島の周囲では，オヤユピミドリイン，イ

ボハナヤサイサンゴ，トゲコモンサンゴ，湾外の水深５～１５ｍにかけて。規模な

がら，ハイマツミドソイシを主群とする礁が形成ざれ見事である。ハイマツミドリ

イシは大瀬戸に向って直角に成長している。

へ）南京浜，御幸ケ浜沖港の南東に位置し，西浜とも隣接して並ぶ小浜である。

漸深帯の巾は広く，海岸から沖合に緩傾斜で岩礁となり，１５ｍ以深では砂地であ

る。中岬の東端，御幸ケ浜から南京浜にかけた長さ約６５０ｍの間には，海岸か

ら沖合の水深１５ｍの所迄サンゴの着生が多く，海底被度は５０～７０９６で見事

である。御幸ケ浜の浅所では，イタミレポラ，オヤユピミドリイシ，ミドリイシ類

ハナヤサイサンゴ，イポハナヤサイサンゴ，オオバイポハナヤサイサンゴ，キクメ

イシ類等も着生している。１０ｍ以深の沖合，南京浜ではハマサンゴ類，ナガ

レハナサンゴ，キクメイシ類，ハイマソミドリイシが多く，トグハナガタサンゴ，

オオトゲハナガタサンゴ，ノウサンゴ，ウスコモンサンゴ，ガラクセア，テープル

サンゴ等も見られる。

ト）沖港西に鮫ガ崎，東に中岬にかこまれた南に開口する小湾である。湾奥部の桟

橋附近では小河)'1の流入もあって，サンゴの着生はまばらぞある:それより沖の

鮫ガ崎に至る水深４～１５ｍの西側では，サンゴの着生は良く礁を形成する所もあ

り母島では最も良い場所である。サンゴ帯の巾は沖に４５０ｍに及び，その沖は砂

地である。桟橋より真沖にかけての水路は砂地で，その東側はサンゴの着生が悪い。

種類は，ハナヤサイサンゴ，キクメイシ，ガラクセア，ノウサンゴ，ダイノウサン

ゴ，トゲハナガタサンゴ，ウスコモンサンゴ，コモンサンゴ，ＰｏｒｉｔｅｓＩｕｔｅａ，

アナサンゴ，ミドリイシ類，イボハナヤサイサンゴ，ハイマソミドリイシ，ハマサ

ンゴ，トゲハナガタサンゴ，ナガレハナサンゴは巨大ななものが多い。仲村浅

根では，イボハナヤサイサンゴ，チヂミハナヤサイサンゴ，オヤユピミドリイン，

テープルサンゴの小型のものが多く着生している。

チ）母島西岸鮫ガ崎から北端の乾崎迄のＲ５Ｋｍの海岸線は東岸に比べ単調で，その

内
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上急崖であるが，中央に長浜，猪熊湾，西浦の小湾入がある。沖側では北に椿根，

南に眼鏡岩がある。岸沿いの漸深帯は東側に比べるとやや巾広く，サンゴの着生は

全般にまばらで岸!近くに限られて着生し，成長も悪い。サンゴの比較的多いのは

長補，猪熊湾，西浦の湾奥に限られている。

ｿ）猪熊湾湾口の巾は８００ｍ，奥行７５０ｍ，サンゴは梢多く，イボハナヤサイ

サンゴ，キクメイシ類，クダサンゴ，ナガレハナサンゴ，トゲコモンサンゴ，

ＡｇａｒｉｃｉａＰｕｎｄｅｒｏｓａ等の着生が見られるがいづれも小型で生育は悪い

b）向島神村から４．５lb､南西(に位置し周囲Z21hnである。漸深帯は東側に発達して

平島とつながる。サンゴは東側に比較的多く着生しているが，種類は少ない。石浜沖

ではイイポーバナヤサイサンゴが優先しているが，海底被度は２０～５０筋である。

又北東部の浅所では，オヤユピミドリイン，ハナヤサイサンゴ，イボハナヤサイサン

ゴ，ミドリイシ類，キクメイシ類の着生が見られる。海底被度は１０９６である。

c）鰹鳥島～二子島１．９Kmの間に北から鰹鳥島，小鰹島，中鰹島，丸島，二子島とな

る。漸探帯は東側狭<西側は広い。サンゴは全般に着生が悪く，東側に比べると西側

に比較的多い。

｡）平島神村から５．５Km南に位置し周囲4.210,である。漸深帯は南北に発達し，西

に向島瀬戸，南に師島瀬戸をはさんでいる。西及南側に多くの小岩，浅礁があり海

底は起伏に富んでいるが，潮流が早いうえに波浪も強いためサンゴの着生は少ない。

島の南岸近くではナガウニが多く，岩礁は蝕喰されていてサンゴは少ない。北の沖

港に面した８０ｍ以浅の沿岸部ではサンゴは良く着生しているが，礁を形成するに

は至らない。イボハナヤサイサンゴは島に接した西及び東の入江や小湾に良く着生し

ている。北側ではその他オヤユピミドリイン，ハナヤサイサンゴ，ガラクセア，コモ

ンサンゴ類，キクメイシ類，テープルサンゴ，ハイマツミドリイシ，ミドリイシ類が

多い。

e）姉島平島から２．５Km南に位直iする周囲６．９Kmの島である。漸深帯は北側に広く，

束，西，南側では狭く急深である。サンゴは北浦に良く着生生成する。岸は転石から

なり仲は緩傾斜で，北烏島Iこ連なる。岸近くでは軟サンゴが多いが，水深５～１５ｍ

では，イタミレポラ，クダサンゴ，ミドリイシ類，イボハナヤサイサンゴ，テープ

ルサンゴ，コプハマサンゴ等がある。

■

●

臼

■

－１５７－



4．造礁サンゴの保護対策

熱帯から亜熱帯の海には大型海藻類が少ないことは衆知のことで，小笠原諸島も同様であ

る。ところが'｣､笠原では大型海藻類のかわりに褐虫藻（Ｚｏｏｘａｎｔｈｅｌｌａ）を多量に；サ

ンゴが共生させることになって，大型海藻のかわりを充分おぎなっている。褐虫藻は直径約

１０ﾉLLと小型で，サンゴのポリヤや共肉部の肉皮中に共生し，その量は５０００個／１，７７fと計

算された例もある。褐中藤は日光を受けてサンゴの体内で光合成し，またサンゴが排泄す

る炭酸ガス（ＣＯ２），燐酸塩（Ｐｏ４－Ｐ），アンモニア（ＮＨ４－Ｎ）を分解処理する

ほか，サンゴに対し充分な酸素と栄養分を補給する役目を果すためサンゴは良く生長する。

いわゆる共存共栄である。このようにサンゴの着生場所はまた褐虫藻の叢林でもあり，この

共棲関係が栄養塩類の少ない大洋において生産性の著しく高い島々を形成する一因となって

いる。このようにサンゴは決して単独で生活しているのではない。したがってサンゴを採取

することは海中の複雑な再生産機構を破壊することになるので充分考慮にいれておかなけれ

ばならない。

小笠原諸島のサンゴ類はその種類では沖繩以上多いが，その分布，着生，生育状況となる

と必ずしも良くない。この要因については先に述べたとうりであり，したがって充分な保護

対策が必要であることは云うまでもないが，その保護方法として次のことが考えられる。

１）造礁サンゴを漁業権対象切に指定

沿岸に密生する樹林は古くから魚附林として役に立ち保護されてきた。また沿岸浅所に

繁茂する海藻林も藻場としてやはり古くから保護されてきている。このような観点から見

るとサンゴが密集した造礁サンゴ帯は，大型藻の少ない。笠原における藻場の役目を果し

ているといえよう。したがって十分な保護対策の必要'住があるにもかかわらず，現状では

サンゴの形態の美しさから換金価値の高い商品として簡単に採取，漂白して安易に販売さ

れているのが実情である。さらに一般人による採取，破壊もなすがまＬに近い。このよう

な現状を防止するためには，ほかの水産動物と同様に漁業権の対象物としてサンゴ類を指

定できれば，採捕は漁業者に限定され，一応は保護されることになる。

２）採取禁止区域の設定（保護区域の設定）

漁業権対象物に指定されても無市眼な採取は禁じなければならない。したがって地域を

限定して保護区域を設定することが望ましい。現状では兄島瀬戸と初寝補が自主的にサン

ゴ類を保護しているが，これでは不充分である。保護区域は少なくとも礁が形成されてい

る場所で，全域に互ってきびしく条例で保護すべきである。その地域を次に示すと
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聟島１打浜，ウグイス浜一帯

兄島瓢単島，人丸島，滝の浦，兄島瀬戸

父島宮の浜，初寝浦，二見岩仲，小湊，巽湾，南島袋港（サメ池）

母島北港，沖港の一部，御幸浜，南京浜，南崎

平島北西岸一帯

姉島北浦

妹島｜

姪島ｉ北都(未調査）
5）害敵生物の駆除

プダイ科Ｓｃａｒｉｄａｅの魚類はよくサンゴを啄ばむことは以前から知られているこ

とで，また海中でもしばしばよく観祭される。これはサンゴのポリプ，共肉，骨格が餌と

なっていることはもちろんであるが，これらの珊瑚礁魚はまた魚獲対象でもあるので問題

はない。むしろ漁業者や一般人による採取の万が時には徹底的仁礁を破壊するのでこの方

がおそろしい。この様な実例は奄美大島ではすでに見られていることで，人l司こそ最もき

びしく規制することが必要であろう。

又筆者等が二見岩仲で棲息を確認したオニヒトデＡｃａｎｔｈａｓｔｅｒｐｌａｎｃｉは目

下のところ量的に少なく他の海域には全く生息していないことから，現在とくに心配ない

ものと考えられるが，発見次第早急に駆除しておくことが必要である。本種がオーストラ

リア，中部大平洋（パラオ，グアム）海域で大繁殖してサンゴ頑を食害し駆除に頭をなや

ませたのは衆知のことである。

4）サンゴの生物学的諸凋査

将来サンゴの採取方法について輪採法を用いたりする場合，この採取対象サンゴの生物

学的諸調査，特に成長l夏等の究明が必要である。

帝
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1．はしがき

海洋における動物蛋白として鯨類、食肉類（オットセイ他）に次ぐものは爬虫類の海亀類であ

る。これらの海亀は５種類を数えるが、なかでも食用として最も利用度の高いのはアオウミガメ

Ｏｈｅｌｏｎｉａｎｙｄｓ（Ｌｉｎｎａｅｕｓ）である。本種の増殖を世界に先駆けて人工ふ化放流事業

を長期間行ったのは実に戦前の東京府小笠原島庁である。しかしながら、不幸Iこして第二次世界

大戦はこれらの偉業を中断し、かつ戦後小笠原諸島が米国の帰属とするところとなり、返還に

至るまで実に２８年余、これらの諸島のアオウミガメの増殖対策は卵の保護のみにと蟹まって．

何ら積極的な増殖対策は行なわれなかった。ひるがえって諸外国をみるに東南アジアでは、マラ

ヤ州のオサガメ､ボルネオのサラワクのアオウミガメ、日本の四国のアカウミガメ等の他大西

洋カリプ海のアオウミガメ等、卵の保護、人工ふ化放流等が行なわれている。日本におけるアオ

ウミガメの最大の産卵場であり＿捕獲地でもある小笠原諸島では戦前以上の積極的な増殖対策を

樹立し、資源保護を講じることは海洋における動物蛋白の増加を計るもので人類のために極めて

重要なことであると考える。こ》ては過去の人工ふ化放流の経過と実績を整理して今後の問題点

について述べる。

■

？

2．漁業の歴史

１）漁業と保護

小笠原諸島における漁業と保護の経過を表１に示した。詳しく述べれば次のとおりである。

寛文１０年（１６７０）、阿波国（徳島県）海部郡淘Ⅱ浦水生の漂流艮安兵衛他２名は小笠

原に流れつき、島に上って亀を捕獲した。帰国後の安兵衛の口書によれば．前略「島の様子を

見と存じ、あたりを歩き候へぼ亀磯にあがり居申候故捕えて潮煮に仕給申候、散々草臥申に付

き十日計り休み申し其内亀をとり食物に致し罷在、次第に力つき･…･…云と」と、こｵLlま産卵

に上った亀を捕獲したものであろう。天保元年（１８５０）に至り、欧米人が移住後、安兵衛

と同様、揚亀を捕獲していたが、チャーノレス・ジョンソンは蓮葉桐で叶船を造り＝沖亀の捕獲

を開始した。当時は亀の来源ま頗る多かつたが、各人が自家用とし、５０頭以上の漁獲を禁じ

ていた。た宣し、捕鯨船の出入に際しては制限なく捕獲した。

文久元年（１８６１）、幕府の巡検便、水野筑後守は二見港内で対話したセポレー、ジョー

ジ、ウエプ等が亀のことに触れている。「沿岸に踞して之を補う、其産卵期に際しては二見港

内、大村、清瀬、奥村扇浦其他至る所の砂Zhiはアオウミガメを以て被はる▲の状況にあり･･･

－１６５－
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･･･云均」と、降って明治９年以降、移住者が増加し、内務省出張所も亀捕獲を奨励した結果、

多い年では５，０００頭に達したというカミ同１５年には１，８５２頭に減少、以後次第に減少す

るので、同１６年初めて産卵期の揚亀（岡に場る早亀）の捕獲を５ヶ月間禁止した。後に卵子

の捕獲も５ヶ月間（５／１５～８／１５）禁じた。同１８年趣ﾛ期の禁漁を１５日間延し５．５

ケ月とした。同２６年には捕獲禁止地域を設け、併せて夜間の捕獲を禁止した。同２６年には

更に地域を変え．更に禁漁期間を１ヶ月間とした。次第に厳しくなる亀保護政策と併行して捕

獲量は一進一退で、水揚げを減し、やがては幼亀（ウエントル）までも捕獲するようになった

ので、同５１年今迄の規則を廃止し、面目一新、小笠原島沿海カメ捕獲取締規則を定めﾌﾟﾋ。

このような保護制度を設けたIこむか＞わらず、島民の貴重な動物蛋白として重要な位置を占

めていることと、多くの島々があるために監視にも効か舐密漁が後を絶たぬようであった。

その後、二・三の罰則を再三改正して厳しくしたが､亀の来Ｉ族量は次第に減少し、捕獲数は５６

年１５１頭に減じた。翌５７年５８年には各９７９頭、８１４頭と増加したが．同５９年に

は再び３４５頭に減少し、遂に積極的に亀蕃殖を図るため、翌４０年に父島清瀬に１４０坪の

飼育池を造り、親亀を収容し、産卵きせ稚亀の司雛i試験を開始した。同４５年亀人工孵化場及

び稚亀講戊試験HiJを築造し、こ出に初めて人工鰯上飼育を開始した。供試親亀は４２頭産卵

数は５，５５６粒、孵化数１，２５６頭で、このうち１００頭を明治４４年２月９日初めて放流し

た。残余の１００頭は２月末の強風浪により、飼育池の一部が欠壊し逃失したというから、実

際には２００頭が放流されたことになる。以後、昭和１５年まで人工孵化放流事業は経続され

たが、この間、大正１５年更に取締規則により、保獲強化を図った瓜明治時代の濫獲がたふ

ってか､或は海亀とゆう広大な海洋を回勝する水族であるが故に~地域における保護規制だけ

ではその資源維持ができないのであろうかついに資源は回復するまでには至らず､昭和６年に

は２００頭を下廻り１１０頭となり、以後同１５年の１５７頭を除いて１００頭以下に減少し

た。

●

●

ロ

Ｐ
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東京府令第１８号明治５１年５月２２日

小笠原島沿海緑蝋亀捕獲取締規則左ノ通り相定ム

但し明治２６年６月東京府令第５５号ハ此ヲ廃止す

東京府知事子爵岡部長職

第１条小笠原島沿海（附属島喚ヲ含ム）二於テ緑蝋亀ヲ捕獲セントスルモノハ左ノ資格ヲ

有シ現二居住スルモノニ限り島庁二出願免許証ヲ受クペシ

ｔ本島二本籍ヲ有スルモノ

１．本島二滴１箇年以上寄留スルモノ

第２条免許証ヲ受ケタルモノハ出漁ノ際必ズ之ヲ携帯スベシ免許証ﾉ之ヲ貸借スル事ヲ得

ズ

第ろ条免許人ノ移動ハ左ノ手続二依ル可シ

１．免許人改姓名又ハ転居シタル時ハ免許証ノ書換ヲ出願スベシ

２．免許人死亡シタル時ハ其相続人ヨリ免許証ヲ返納スベシ若シ相続人ニシテ引続キ捕

獲ヲナサントスル時ハ免許証ノ書換ヲ出願ス可シ

ａ免許証ヲ粉失シタル時ハ其手続ヲ具シ再渡ヲ出願スベシ

４．免許人第１条ノ資格ヲ失う時其他事故アリテ捕獲ヲ廃止スル時ﾉ､免許証ヲ濁内スペ

シ

第４条陸上ノ緑蝋亀'､毎年４月１５日ヨリ６月１５日迄デ之レヲ捕獲スノレヲ禁ズ

緑嶋亀ノ卵子及ピ其腹甲縦径２尺以下ノ緑蝿亀（方言うえんとる）ハ捕獲スルヲ禁ズ

第５条学術研究等ノ為〆捕獲禁止期間ノ緑蟷亀並二卵子又ハうえんとるヲ捕獲スル必要ア

ル時'､島庁二厩出許可ヲ受ク可シ

第６条第１条ノ免許又ハ第５条ノ許可ヲ受ケズシテ捕獲シタル者及上第２条第４条二違

反スル者ハ２日以上１０日以内ノ拘留皿､２０銭以上１円９５銭以下ノ科料二処ス

第７条前条二依り処罰セラレタル茸､価チ其情況ニ依り免許ヲ取梢ス事有ル可シ

▽

￣

＞

つ

東京府訂冷甲第１５号明治５１年５月２１日

今般東京府令第１８号ヲ以テ其島沿海緑蝋亀捕獲取締規則発布二付キ左ノ通り相jLvi号ベシ

東京府知事子爵岡部長職

１．緑蝋亀捕獲免許ヲ出願セルモノアル時ハ規則第１条二依り資格ヲ調査シ免許ノ手続ヲナ

スペシ

－１７０－



免許証'､木製ニシテ左ノ雛形二依ル

但シ免許証ハ出厩人ヲシテ自費之レヲ調製セシメ島庁'､之レガ証印ヲ輿フルモノトス（免

許証雛形省略）

1．規則第５条二依り出納シタル免許証ハ島庁二於テ消印スルモノトス

1．島庁二緑蝋亀捕獲免許人台帳ヲ備へ置キ免許人ノ身分住所姓名年令並二免許年月日ヲ詳

記スベシ

1．毎年１１月限り緑蝋亀捕獲免許人名簿ヲ製シ当庁へ報告スベシ

●

東京府令第８８号大正１５年７月２４日

小笠原島緑蝋亀漁業取締規則

第１条小笠原島沿海二於て緑蝋亀漁業ヲ為サムトスルモノハ小笠原支庁長ノ許可ヲ受クベシ

前項ノ漁業ヲ許可シタルトキハ鑑札ヲ下付ス

第２条緑錨I亀漁業ハ左ノ各号ハニ該当スルモノニ非サレハ之ヲ許可セス

１．小笠原支庁管内二本籍ヲ有〃且ツ現二居住スルモノ

２．小笠原支庁管内二１ケ年以上寄留以且ソ現二居住スルモノ

第５条第１条ノ願書ニハ左ノ事項ヲ記載スペシ

１．漁業ノ名称

２．漁業ノ場所

５．漁業ノ時期

４．許可期間

第４条漁業者ニシテ緑蝋亀漁業ヲ為ストキハ鑑札ヲ携帯スペシ

第５条鑑ホレ､相続誰渡質入又'､貸付スルコトヲ得ス

第６条第２条ノ資格ヲ喪失シタルトキ、漁業ヲ廃業シタルトキ、又ハ許可期間満了シ若クハ

許可ノ効力消滅シタルトキハ十日以内二鑑札ヲ添付シ小笠原支庁へ届出ツヘシ

漁業者死亡シタルトキハ戸籍法二依ル届出義務者ヨリ其ノ手続ヲ為スヘシ

第７条左ノ各号ノ１二該当スルトキハ事由ヲ具シ鑑札ノ再下付又ハ書換ヲ申請スヘシ

１．鑑札ヲ亡失シタルトキ

２．鑑札ヲ穀損シ又ハ記載文字ノ不明トナリタルトキ

５．住所氏名二変更ヲ生ジタルトキ

前項第２号ノ場合二於テハ曝書二鑑札ヲ添付スペシ

‐

●

･
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第８条緑蝋亀／､緑嶋亀漁業ノ許可ヲ受ケタルモノニ非サレハ之ヲ採捕スルコトヲ得ス

第９条緑蝋亀漁業ノ許可期間ヲ十ヶ年以内トス

第１０条許可期間更新ノ許可ヲ受ケムトスルモノハ期間満了ノ日ヨリ１ケ月前二願出ツヘシ

第１１条緑蝋亀ノ産付シタル卵子並腹甲縦径２尺以下ノ緑蝋亀ヲ採捕スルコトヲ得ス

第１２条緑蝿亀､左言醐間採捕スルコトヲ得ス

６月１日ヨリ７月５１日マデ

第１５条養殖、学術、研究其他特別ノ理由ニ依り禁止期間中二緑蝋亀ヲ採捕セムトスルモノ

又ハ制限禁止シタル卵子並緑蝋亀ノ採捕ヲ為サムトスルモノハd笠原支庁長ノ許可ヲ受ク

ヘシ

第１４条第１条二依り許可ヲ受ケタルモノ緑蟷亀ヲ採捕シタノレトキハ小笠原支庁又ハ小笠原

支庁母島出張所へ届出テ検査ヲ受クハシ

緑蛸i亀'､前項ノ検査ヲ受ケタル後二非サレハ売買譲渡其他処分スルコトヲ得ス

第１５条第１条第５条、第８条、第１１条第１２条及第１４条二違反シタルトキハ４０

円以下ノ罰金二処ス

第１６条第４条、第６条、第７条及第１５条二違反シタルトキハ２０円以下ノ科料又ハ拘留

二処ス

第１７条第１条第８条、第１２条及第１４条二違反シタル場合二於テハ漁獲物及漁具ヲ没

収ス但シ漁獲物ノ全部又ハ１部ヲ没収スルコト能ハサルトキハ其ノ代金ヲ追徴ス

脳

゛

附則

本ロリハ公布ノ日ヨリ施行ス

本則施行前許可ヲ受ケタルモノハ本則ニ依り許可ヲ受ケタルモノト看倣ス

第１８条

第１９条 、

２）漁獲量の変遷

明治１９年（１８８６年）以降の小笠原諸島の漁獲量の変化を図１，表１に示した来勝

量の増纐xあって、年度動はかなり差があるが、大きく２時期に分けることができる。Ｒ|｣ち

明治１５～５８年で平均漁獲量１，１５５頭時代と、明治５９～昭和１１年で平均漁獲量２１９

頭時代である。

●
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図１アオウミガメ漁獲高の変動
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)人工ふ化放流の経過

明治１０年７月初めてアオウミガメの孕卵をとって人工ふ化を試みたという。以後、

１●

明治１０年７月初めてアオウミガメの孕卵をとって人工ふ化を試みたという。以後、産卵亀、

肌稚、幼亀の保護等、体長、時期の規則をもうけて保護を講じたが漁獲量は年々減少する一

方で特に明治５９年以降著しい不漁時代が続き、遂に積極的増殖方法の必要性を感じ、大正２

年より人工ふ化放流を開始した。以後、昭和１４年までの延２９年間に総数５８，９７１頭を放

流した。これらの経過を図２．表２に不した。

採卵材料は主として親亀が陸上の砂中に産卵埋没した卵と洋上で捕獲した親亀を飼育池に入

れて自然産卵した卵及び屠殺の時に得られた孕を集めた。これらの卵はふ化場に収容し、自然

劇上後一定期間飼育し、外敵から一応防げる大きさにしてから放流した。

･
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表２アオウミガメ人工ふ化放流経過

採卵数 ふ化数 放流数 標識放流数年度

明治４５

４４

大こ正２

備
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２）標識放流と経過

大正２年人工ふ化を試みると同時にふ化した稚亀５１６尾中２００尾の背甲尾端に穿孔し、

し、白金線を用いてエボナイト（巾５分長さ６分）標識（図５）をつけ流したのが初まりで以

後７年間中断したが大正１０年から再び標識放流を開始し、昭和１４年までに延１８回

１０，７７９頭を放流した。標識方法は背甲周辺及び手足内側に三角形の切込み、または穿孔し

た力くこれらの位置は年毎に異なる場所を選んだ。各年の標識放流数は表２に、標識位置は図４

に示した。なお参考迄に今回始めて筆者等のおこなった標識方法を図４に示した。

■６分一一一斗 ｑＴ
Ｉ
船
ｌ
Ｌ

Ｎｏｖ･ｑｔｈｌＱ１５
○

ＢｏｎｉｌｓｌａｎｄＪａｐａｎ
○Ｎ。….．…．.

゛

裏表

図５標識様式

３）採捕事例

（１）戦前の事例

戦前の採捕事例を表５のＡに示した。採捕尾数は５２尾、再捕率は０．５％となる。また、

再捕までの経過日数は最少２年５ケ月、最多１５年である。

（２）戦後の事例

戦後の再捕例を表５のＢに示した。再捕尾数は５尾で戦前の再捕尾数５２尾を併せると５５

尾で再捕率はｏ､５１％となる。 ■

●
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図４放流年別標識部位及び放流数
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4．生活史

１）回iiiＰ

小笠原諸島及び日本近海における従来の捕獲記録を図５に示した。アオウミガメは広く洋上を回

tiiFし、その分布は汎大平洋に及ぶが日本近海では、北は北海道から日本海、朝鮮の仁川．大平洋側

では岩手121南のﾌﾞUN､|の各所、奄夷沖縄、高雄一膨湖島に達する。また、特にﾉ｣､笠原諸島～伊豆七

島に多いことが判る。これらの採捕地と日本近海流図と併せてみると真に興味深(ﾊ。特に日本近海

における唯一最大の産卵場である小笠原諸島を中心として眺めると、アオウミガメの回勝経路、即

ち生活圏が推察できる。

従来の記録や筆者等の長年の観察によると伊豆七島にはアオウミガメは周年生息し、特に夏季に

多く発見捕獲される。これらの亀は甲長４０～６０cmの未成熟な小亀と甲長1772余に達するカメも

多く､いづｵしも伊豆七島の豊富な天草類を餌料としている。小笠原諸島父島周辺で放流した小ガメ

が２８km北の鳥島や１．５００km離れた宮城県沖で再捕された事例からみて明らかに小笠原近海を

し索餌回勝することが判る。

近年、内田（１９６８）はアカウミガメの２才亀（甲長４０ｃｍ）の標識放流を四国沖で実施し、

そのうち２尾が９０日余を経て１，２００k1,へだてた宮城県沖で再捕さｵLたことを併せて考えるとア

オウミガメやアカウミガメの一部回勝範囲の類似性が立証されよう。また、アカウミガメが日本本

土の大平洋側の随所で産卵するが、アオウミガメでは全く日本本土において産卵しないことは興味

ある事実である。小笠原近海の回iiiFでは、父、母、全匡島列島近海での再捕から未成熟な小亀の回勝

や、あるいは成熟した親亀が産卵に回iｶｷすることが明らかであり、これらの産卵前の交尾一産卵の

ための接岸が南から順に母島、父島聟島列島と次第に北上し捕獲される。図６に見られるように

父､母島における月毎のカメの捕獲頭数の変化からこれらの事実が裏書きされる。Ｒ|｣ち、母島の方が

父島より１旬早く、２月上旬より捕獲が始まりピークは４月の上旬であるが、父島では２月中旬

より始まりピークは４月の下旬である。また漁期間中ほとんど８亀が早亀より多く捕獲されるが終

漁期は８力沙なくなり旱が急増する。交尾期が終ると８は沖合に去り、旱は産卵に接岸し、容易に

捕獲の対象となるからであろう。

Ｈ

▲
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（背甲に沿った甲長）７０cm以上の個体では尾長（排泄孔より尾端迄の長さ）は甲では１０ｃｍ

内外で短かく、背甲末端より著しく伸びることはないが．８では尾長２０cm以上で著しく長く、

背甲末端より著しく伸びるので。よく早８の判別ができる。また、曲背甲長６０cm以下の個体

では尾長で９８の判別はつかない。以上のことから生物学的最小型は曲背甲長７０cm前後にあ

ると推定される。

５）寿命

ウミガメ類の寿命については年令形質が見当らず、現在までのところ明らかでないが、小笠

原産のアオウミガメの標識放流で得られた結果から、生物学的最小型へは満７年で達し、以

後４５年迄は明らかに寿命があると推定される。

勺

●

'一

'一戸
墾過ヰ材

図７アオウミガメの成長

5．今後の増殖と問題点

可

小笠原諸島のアオウミガメ資源が小笠原諸島の資源集団（群）であるか否か、そして南ミクロ

ネシア海域のアオウミガメ資源とは別であるのか、または交流があるのか今のところ判然としな

い。こｈでは小笠原諸島の単一のカメ資源として問題点を考える。

1．放流効果

１）人工ふ化放流事業開始以前（明治時代）

漁獲量の変動が激しく巾がある。このことは来勝量の変動が激しく巾があるといえる。即

ち、多く来勝すれば多く漁獲されるからである。仮りに小笠原諸島で生れ、広大な海洋に帰

る稚亀が一定量とした場合には海岸における生残率が問題となる。ところが鰯ﾛ量、ふ化率

、
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中７．、、

力一定でなく､加えて生残率が低いと親亀になって回帰する来jiiF量．漁獲量は低くなる。生ｼ

残率が高いと逆に多くなるわけである。明治時代の漁獲量はこのような関係のもとにあった

と推定される。
QOD

２）人工ふ化放流開始以後（大正、昭和時代）

明治時代に比べて、相対的に漁獲量は減少しているが人工ふ化放流事業が開始されてから

（１８回廷１０，７７９頭、年平均５９９頭）、明治時代にみられるような極端な漁獲量の増減

は少なくなっている。即ち、来勝量の巾力x少なくなったといえよう。そしてこのことは少な

くとも海洋における生残率が低いということを前提として考えてみると放流効果が多少なり

ともあったと考えてよいであろう。

５）標識カメの|甫獲

アオウミガメの回帰年令、成長、生物学的最小型が明らかになったばかりでなく、小笠原

諸島の返還後も標識カメが捕獲されたことから、海ガメの寿命の一部が明らかになった。長

寿と推定される海ガメが確夷こ５０余年も生存し、且つ回帰することが確証された。これは

標識放流をした先人の偉大な行績であり、今後も継続されなければならない。

2．問題点

１）産卵場の整備

産卵場は数１０箇所あるが、いずれも面績狭|駐で、且つ砂質が不良である。主産卵場につ

いては砂中の岩塊、礫等を除去して、更に後背地にゆとりがあれば砂を埋入して産卵場の面

積を拡大することが必要である。

２）人工ふ化放流事業の再開

昭和１５年、事業を中止してから２８年間、人工ふ化放流事業は中止された。米領時代に

は卵のみが保護された。漁獲量は現地に帰された－部島民だけで操業されていたので漁獲努

力は少なく、従って漁獲量も少ない。つまり、自分達の食用分と余分に捕れるとグワムに輸

出する程度であった。海亀が多数来勝しているにも拘らず漁獲しなかったのなら当然自然増

加．資源の回復がみられてよいのだろうが、実際にはあまり増加していないようである。産

卵場の整備と相まって人工ふ化放流事業を一刻も早く開始しなければならない。

今後､好むと好まざるとにかかわら三ﾎﾟt曽加するであろう勧怡客特に夏季に集中する観光客によって主

産卵場は砂浜故に海水浴客と産卵ガメの競合によりカメの接岸回避産卵中止等が多くなる

と思われる。このことは直接では生れる稚亀の減少となり．ひいては回帰ガメの減少を来た

すことになる｡従って、第一手段として人工よ化放流事業は交尾期の沖亀を洋上で捕獲し、産卵場で

】

◆

や

●
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飼育して産卵させることが先決でありまた、主産卵場は立入禁止区域をつくることが必要で

ある。

５）標識放流の改善

（１）標識方法第１回目の標識放流はエボナイト製で、捕獲者が小笠原で放流したことが判

然としている。それ以後では体の一部を傷つける欠刻法を用いた。放流年によって欠刻の

位置を変えたが､年度別の位置が明確さを欠いたので、後に放流年を混乱させた他、欠刻

法では外傷による欠刻と極めて紛らわしい場合が多々ある。従って人工的な欠刻と自然

（主として外敵による外傷）の欠刻とが大変紛らわしい場合が多い、従って、他の標識方

法を考慮しなければならないと考える。また、捕獲者が捕獲状況を通報できるＰＲも必要

である。

（２）放流地点、従来の放流地点は小笠原父島列島からで、その再捕結果から伊豆諸島、宮城

沖に回iiiFすることが明らかになった。これらはいずれも索餌巨RiiFと推定され、これらの海

城からの回帰が実際にあり得るか否か．更に確認するよう放流地点を伊豆諸島に求めるこ

とや．更に南限回勝を知るために北部ミクロネシア海域に放流地点を求めることも小笠原

諸島のウミガメ資源を知る上で必要である。

４）カメ取締規則海域の拡大

従来の取締り規則は戦前に小笠原海区で設定され、戦後再び戦前にならって復活した。小

笠原海区のウミガメはその未成熟な幼亀時代を主としで伊豆諸島海域に来勝し豊富な天草を餌

として生育する。各島で捕獲する稚亀の数は年間２００頭前後になるので、カメ取締り規則

中幼亀の捕獲禁止の適用を伊豆諸島海区にも捌ｆる必要がある。戦前の厳しい亀取締規則や

稚亀の人工孵化放流事業の多年に亘る努力も意外とこの索餌海域における無制限な捕獲がそ

の対果を減少させているかとも想像される。従って小笠原海区で如何に厳しい規制をしてもそ

の索餌海域で取締り規制を行なわないと全く無意味である。

ｑ

■

可

、
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１５．西村三郎原幸治１９６７：日本近海におけるＯａｒｅｔｔａとＬｅｐｉｄｏｃｈｅｌｙｓ
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１巻１号姫路市立水族館

１８．倉田洋二１９６９：伊豆諸島の海産生物アオウミガメの生態（トウ写）
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カツオ餌料イワシ蓄養試験
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カツオ餌料イワシ蓄養試験

内地カツオ中型船に活餌イワシを補給し，中継基地としての利用度を高めるため，大島分場

指導船「あずま」を利用して内地より活餌イワシを運搬し父島二見港内にて蓄養試験を行なっ

た。

１）試験経過

６月２７日１４千葉県館山において「あずま」の活魚艫２ケに漁獲俊約２週間を経過

した体長８～８．５，Z（平均体重4.7？）及び９～9L６ｃｍ（平均体重5.2？）の２種類の片ロ

イワシ各２０杯を分けて積込み直ちに小笠原むけ出航したつ

６月５０日０８父島二見港入港，予め二見港内飛行艇スリツプウエイ沖５０ｍ（水深

７ｍ底質砂）に設置しておいた２，立方の生賓２ケに大小別に分けて移した，

その農７月２２日まで毎日人工餌料（クロシオ）及び冷凍イワシの身を投餌し経過をみた。

買付け鹿輸送蓄養結果は下表のとおりであった。

小

ｆ

力

●

月日｜時間|襄襄|位置 観察経過 残量死亡

中小イワシ各２０杯をあず室の活魚艫

に積込み直ちに出港

（途中水温）

洲の崎～三宅島１９℃～２０℃

三宅島北１０Ｌ‘青ヶ島２２℃～２５℃

青ヶ島～Lat2810'Ｗ24℃~25℃

Ｌａｔ２８～聟島２７℃

聟島～父島２４℃～２５℃

「あずま」より生質に移すっ

ｏ中イワシは殆んど死亡なく，旋回

を始めていたが，やせているため

元気なし，人工餌料（クロシオ）

２Ｋ9投欝餌付は余り良くなかっ

たが投餌陵は旋回も早くたり元気

か出た模様。

ｏ小イワシ，昨日生賛に入れた時は

１０杯位あったが現在１杯しか残

館山 中２０杯

小２０杯M，Ⅱ::：
２１．１℃

１１２℃

静
評
啼
か

島
宅
丈
島

大
三
八
鳥

厘琳
し小

'約,０杯二|:::：
２４．０℃

２４．０℃

中

１４杯

小

１０杯

父島二見港
入口

５０１０ａｏｏ ２４．５℃

■

二見港内

飛行艇

スリップウエイ

沖５０ｍ

,雪|:二： ２５．８
中

０５杯

１２～、‐

１５

鋳’'杯
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ヨ｜鴎 観蕉

KEL

外分（６Ｋｇ ，

の７杯分は牛寳の網ＦＭ １
Ｊ
砂
肝
１
ニ
ノ
ダ

莫様で西

六:冒苛Ｒ１ｇ。)二f-アヨロミモ号８．９

】もイキもP餌Ｌ方ので子〃)蒔の卜諺二F‐ｌヰ
７

ｄＫＤＩ１１制

」？１０８汐

ｌｊｆ５Ｃ 詞閃｜にＰ

５

鍾入Ｂ琴司|ワフ色イＺＫ〃 ９１６戸－７刑

窪＝〃 ］

鴎料１Ｋ9投鮮 '’八の

餌付咄コヱ公

△Zig;eち餌１０尾の胄弁諾

國Ef籾浄ﾛ台 〃

台東イワシ６００ｙを擢身として栂｜中１１K９１４～5洞

１
Ｊ

７ｌＵ－４７５

受いｲ莫様

〕０１２６．８ KlftIEこ「イロ厚劃と伯

Ｏ湾6－１０ 窪身５００牙授餌｜中5.5K９１２汐

＞
夛可 ０尾１０４筋

Ｊ１にロソ刑］８－５０１２６４ ｏ冷凍イワシ擢身５００牙招餘

ＢＩＣ ｡ｚ症Ｈ工ｈ湾 註
▲

のみ二階if餌-するも藍

ｎ万カKt副EレドrgZFF-Fゴ

－１９０－

マ

月日 時間
表面

水温
位置 観察経過 死亡 残量

●
●
●

２
５

５
６

７
８

７
Ｚ

Ｚ
ス

ズ
７

０
０

０
０
ｏ

ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ

ｚ
Ｊ

ｚ
Ｊ

ｚ
）

（
Ｕ
Ｚ
）

５
５

６
Ｚ

●
●

Ｚ
３
Ｚ

８
Ｚ

１
０

０
１
０

０
０

５
４

８
７

４
５

●
●

２
■
①

●
●

２
５
５

６
６

２
２

２
２

２
２

二見港内

飛行艇

′'

スリップウエイ

沖５０ｍ

″

″

ﾉノ

ﾉﾉ

ﾉノ

っておらず，群はバラバラで旋回

していたいつ

死亡は３杯分（６Ｋ,）で，その他

の７杯分は生賛の網目から抜けた

模様である。

◎平均体長ａ９ｃ７７ｚ平均体重5.1？

はじめて投餌したのでその後の様子

を観察するっ

″″

ｏ中イワシ落ちが多く目立つか原因

は購入時前の魚体の傷とクモによ

る移蓄のためが原因と,思われる。

人工餌料１Ｋ9投餌

ｏ小イワシ相変らず元気を〈餌付も

悪い

△落ち餌１０尾の冑を調べた処

人工餌料を喰べていたのは５尾

であったつ

冷凍イワシ６００１を摺身として投

餌する,

餌付は人工餌料より良い模様

各活賛と屯殆んど落ちたし投餌せず

。冷凍イワシ擢身５００牙投餌

餌付良好となる

ｏ冷凍イワシ摺身５００'投餌

○ 本日より冷凍イワシと人工餌料を

混ぜて投餌する，はじめ人工餌料

のみ投餌するも餌付よくたく ， 冷

東イワシの方か餌付良好であった

中

小

中

４Ｋ９

１Ｋ，

１１．１Ｋ，

'j、

4K1７

中１１K９

小１K，

中5.5Ｋｇ

'｣、２０尾

０

１１杯

0.8杯

6～７杯

0.5杯

4～5杯

0.4杯

〃

2杯

0.4杯

ね2杯

'｣､０４杯



ｏ八一「買上 笠ｌ中５ｍ二ｌ中１５か

〕｣率１０４７１７

i注pE2M

△i落ち餌の冑内容（１０尾柚ｂp５Ｕ

。
日l工引S'万一lH２

「

１
CD千泊体侵，８８ ﾗk弓届宥７Ｒ９

○八Ｔ昼E[籾ルン今猛 どて役｜中２０尾

乳餌付良好なる'Ｍｉ５ 0民］０４万

HIT卜己巨
●

〕｝革１０３洞っ本日より湾内の誘明届

､透明度良好ｂ餌付も良好なるも旅ｌ中１Ｃ

汕至

ｏ法明度良ウ 餌料のみ投餌餌’、

｡〕秀明度艮力 餌料のみ投餌相’１０尾｜ヰ

表こつ，皿ハ

野動物園の杉浦技師より観賞IEF

の硯 １，とに宅菖P(7)ｆ晋津

α釈かあったので沽イワシの残哨

ヨ

]'二’約１汐

Ｌ

閣菖蔭調杳同一 ｄＤ１薪

ｏ人工餌科のみ投餌も餌付良力

－１９１－

月日 時間
表面

水温
位置 観察経過 死亡 残量

９
０

１
２
５

４
５

６

Ⅶ
卜
四
皿

１
１
１

Ｚ
Ｚ

７
Ｚ
Ｚ

Ｚ
Ｚ

Ｚ
７
Ｚ

Ｚ

０
０

０
０
Ｏ

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ

Ａ
『

ｚ
）

ｚ
Ｊ
ｚ
）
ｚ
）

ｚ
）

Ｚ
）

Ｚ
）

ｚ
Ｊ

Ｚ
〉

ラ
ノ

ラ
ノ

７
７
７

７
・
７

７
７

７

０
０

０
０
０

０
０

０
０

０

４
２

４
２
９

５
４

８
８

５
●

６
ス

ズ
Ｚ
６

Ｚ
Ｚ

Ｄ

Ｚ
Ｚ

６
２

２
２
２
２

２
２

２
２

２

。
内

ウ
、

港
艇
Ｗ
０

見
行
リ
５

二
飛
ス
沖

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃

ｏ人工餌料と冷凍イワシを混ぜて投

餌，

人工餌料の餌付もよくなる

△落ち餌の胃内容（１０尾抽出）

人工餌料を喰っている１

冷凍イワシを '' なし

たし９

◎平均体長9L88cm平均体重Z5P

ｏ人工餌料と冷凍イワシを混ぜて投

。

餌餌付良好なるも旋回せず

″

〃

″

″

本日より湾内の透明度か非常によ

〈たる

o透明度良好ｉ餌付も良好なるも旗

回せず

ｏ透明度良妬人工餌料のみ投餌餌

付良好

ｏ透明度良好人工餌料のみ投餌相

変らず旋回せず

上野動物園の杉浦技師より観賞用

の磯魚を入れるため生費の借用

依頼があったので活イワシの残も

少〈たったため１つに左とめて入

れる

″″

漁業調査団と行動を共にするため観

察中止

ｏ人工餌料のみ投餌餌付良好
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。ｌＢ寺間

Ｏ二F均体長１０．８７ｍｚ干均体重E１１．０３

の胄内!否【を投獣７倍

今調香した/IZiL旨は餌

苫残った餌全部を二見』鱈内に敵
。

②。体長,体重測定結果△胃内容調査結果
、

２）結果

試験の経過は別表に記したとおりであるハ何分にもとの様な試験は初めてのことであり

担当者の未熟たことにより生じた失敗もあったことと思われるが今回の試験により考察され

た点は下記のとおりである｡

①餌料の購入に当り，餌場で魚を選ぶことができたかったためか頭部に傷ついたものが多

く運搬中，蓄養中ともにこれが原因で死亡率が高くなったと思われる，

②又今回の試験資料となったイワシは中小共餌場でまだ餌付前とのことで，これも魚の選

定にあやまりがあったものと,思われる｡

③船から活費に移す時クモを使用した渦死亡率を減らすためには，手数がかＬってもバ

ケツで移すぺきであるっ

④長期的に観察した結果魚体の大きい方が死亡率は少なかった，

館山～小笠原間の運搬中死亡したのは中型が約５０妬小型が５０筋で小笠原で生費に移

した俊２日目に中型は５０９６，小型は約９５％死亡しているっ

⑤蓄養後１週間経過し餌付が良好となった後にも毎日数尾の落ちがあり長期蓄養は不可能

と思われた。又蓄養慶２日目は多少旋回をはじめたように見えたがその農死亡が多くたり，

残量が少〈たった暖は全然旋回せずこれか何に起因するかは不明に終った。

⑥餌付の具合からみて，当初はイワシの擢身の方か餌付良く，ある程度なれ,上ば人工餌料

（クロシオ）も変りたく喰うととが観察された,

⑦蓄養後の魚体の成長度は次の通りであった。

汐

●

－１９２－

月日 時間
表面

水温
位置 観察経過 死亡 残量

z２２ １Z５ｏ

● ◎平均体長10.87ｍz平均体重１１．０，

△活残ったイワシの冑内容を投餌

後調査した処胄は餌でいっぱい

であ つ た つ

活残った餌全部を二見港内に放す。



△均体長（１０厚 把満腰

ゴ目 ］

Ｒ上 ８－０×１［

三1国Ｉ１０．２ ８．６×１Ｃ

この表からみると約２０日の間に肥満度（Ｆ＝Ｗ／ぞ５）はＺ２×１０－５から８．６×

１０－５になっており，東京湾およびその近海塵（久保外２．１９４９）のカタクチイワシ平

均肥満度をみると体長９～１１ｃｍの肥摘度か８～１１である処から蓄泰前は投餌されてお

らず非常にやせていたか２０日の投餌により平均体重になったことかわかるっ

⑧本試験は６月下旬;から７月下旬にかけて実施したものであり例年ならば小笠原周辺のカ

ツオ漁期であるか今年は水温低〈，二見港内の表面水温（０７５０前段)は７月１日～５日

までは２２℃台７月５日～９日雀では，２５～２６℃台，７月１０日以降２７℃を示し，

このため内地（館山）水温２１．１℃と当初は殆んど変らない状態にありながらこのように

高い死亡率を示したことは，例年（３０℃）たらばより以上の死亡率に友ることか想像さ

れる。

⑨二見港内にはシュモク，ヨシキリ等のサメ類か多くこれによる蓄泰生費の被害を防ぐた

め当初は生費の周囲に金網を張る予定であったが資材の関係でこれをほどこさずに試験を

行なった。

結果としては，相当多数のへい死魚が生需の底に溜った時もあり，又生寶周辺の海底に

かなりの死亡したイワシを捨てておいたか全然被害はなかった〕

輔i，当地カツオ漁業者が島周辺で漁獲した餌米Ｉ（アカムロ，タカベの仔筆）を生管に

入れて二見港内で蓄萎した場合もサメの被害はなかったとのことであるっ

ｑ

□

勺

以上考察されたことを述べたハ今暖中継基地事業の一環として活餌イワシを内地から輸送

し，補給することについては，今回の試験結果からみて，いかに丁寧に取扱い運搬しても死亡

率を２０％以下におさえることは困難と恩われその間の輸送費，蓄養に要する餌料，人件費

等を考えると内地購入費の２倍以上にたることは確実でこれらの点から内地活餌イワシの輸送

販売事業は成立したいという結論に達した，

、

－１９５－

蓄養後１日目

″ ８日目

〃２１日目

平均体長（１０尾） 平均体重（１０尾） 肥満度

8.9ｃＨｍ

，８８〃

5.1？

7Ｌ５〃

7Ｌ２×１０

8.0×１０

－５

－５

１０．８７〃 １１．０ノノ 8.6×１０
－５



漁業の概況および今后の漁船漁業について
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漁業の概況および今後の漁船漁業について

1．戦前の操業概況

戦前の資料（昭和１１～１５年）５ケ年間の平均によると（図Ｉ）にあるとおり従事者数

２８１．４人，漁船数１８２４隻，水場高１，１８２６４０ｋ,で，漁獲高は年間１人当り４．２ト

ン，１隻当り６，５４２ｋ9である。

漁業種類は，カツオ一本釣，マグロ延縄，ムロアジ棒受網，サワラ突捧，トビウオ流刺網，

沖縄式追込網，イワシ抄網，採貝藻等が行なわれており，他に内地漁業会社が近海捕鯨真珠

養殖を行なっていた。この内カツオ，ムロアジは節，クサヤ等の加工を現地で行ない，その

他の魚種は鮮魚のま》島内消費，又は内地に輸送し販売していた。

！

■

2．返還後の操業状況

昭和45年９月に帰島した'日島民５８名と現地漁民１４名が漁業協同組合を結成し，運搬船

（７５．９７トン）２隻と小型船（２．５９～５．２９トン）５～６隻に分乗し，底魚一本釣，

ムロアジ棒受網，磯魚建切網，トビウオ流刺網漁業等に従事した。

しかし，この間帰島後直ちに宿舎ｂ加工場等の建護正月の帰省，トビ漁業準備等雑用に追

われ１ヶ月間完全に操業したのは４５年１２月および４４年５月以降２～５ケ月である。又

当初７０余名で発足した組合がその後種々の事情により現在残って操業に従事しているのは

旧島民５５名，現地漁民２名である。

操業隻数は本年６月中旬までは５～６隻であったが６月下旬からは９隻となり，各船５～

４名分乗し操業している。

４５年９月から現在までに行なった事業および漁業は下記のとおりである。

９～１０月宿舎，加工場等の建設

１１～２月主体を底魚一本釣におき操業

１１～１２月，１～２隻がムロアジ棒受網地は底魚一本釣操業

１０月に１～２回全船で磯魚建切網（漁獲物メアジ）操業

１～２月トビウオ漁業準備

５～５月硫黄島にてトビウオ流刺網操業

６～７月底魚一本釣操業

以上は漁協関係であるが，この他に原地島民で組合を離脱した者は，官庁関係に勤務した

りカヌーで造礁サンゴ等を獲って土産物として来島者に販売している者もある。

－１９７－
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5．各種漁業の経過と今後の考察

底魚一本釣漁業

本漁業は東京市場で高級魚として取扱かわれているハマダイを主体とする漁業で，当地

ではこの他にキジハタ，レンコダイが多獲されている。

戦前の実績をみると全漁獲量の０．１％（図Ⅱ参照）足らずの漁獲であるが，帰島後の漁

獲量をみると４４年４～５月を除き毎月漁獲量の兇は本漁業により漁獲している。又単価

も他魚種に比較して高.価であり，漁場面積からみて５０～４０隻の操業では資源的にも心

配する必要はないと考えられるので今後の基幹漁業となるであろう。

本漁業の漁具・漁法について，１日島民中には内地で操業した経験者もあり基礎的な技術

を習得している者もかなりいるが，現在は組合自営の経営方針をとっているため漁具はす

べて組合から支給されており，この点について今後改良すべき点が見受けられる。しかし

個人操業に切換えられた時点で解決できるのではないかと思考される。

（改良点）

ａ底釣専門で操業する場合はスパンカーを取付ける。４４年６～７月水試職員が技術指

導を実施した際用意したスパンカーを実際に現地漁船に取付け操業した結果，漁業者も

その効果は十分認識したものと思われる。

ｂ漁具テクスの太さ……現在４０号が主体であるが２０～２４号に替える。

幹・技の長さ･…･･操業人員にも関連するが現在より長くする。

釣鈎．.…･良質なものと取替えることにより釣落しを少<する。現在の品は魚

体が大きいため約)/§が折損し逃している。

その他…･･･ゴム及び中間重錘を取付け，釣揚げ時の緩衝，魚信の敏感度を助

長する。

，ムロアン棒受網漁業

内地で（伊豆近海）で漁獲されている魚種を大別するとクサヤモロとムロアジの２種類

であるが，小笠原で獲れるのはこのうちクサヤモロであり，クサヤの原料として最も良く

従って製品も高,価である。又魚の習性上島周辺に生息し，外洋性でないため資源的には荒

廃してないものと推測される。

昭和１４年の資料をみると操業隻数は不明であるが年間２８５トン（図Ⅱ参照）漁獲さ

れており操業形態から考えて５トン未満の小型船に適していると思われる。

漁協でも最も期待している漁業で，戦前の経験者も多数おり，技術面では問題ないが，

(1)
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漁獲物の処理については大いに改良研究する余地がある。

（A）加エ人員………現在２名がｶﾛｴを担当しているが，これでは１隻分の処理も出来ず，

婦人連の応援も得られない現状である。

（B）クサヤ液．．…･…戦前の経験者はいるが２０数年のブランクで勘も仁ぶっており，液の

保存法等も満足とはいえない様である。これ等の点を解決するには③クサヤ原料として

内地運搬船に大島，新島まで運搬を依頼する方法と（b)先進地から指導員，カロエ人夫を

招へいし良質の液を持参のうえ，当地で加工する方法と２通り考えられるが，鮮度の問

題施設の有効利用等からも将来は(b犀の方がよいと考えられる。

又４５年の漁期までには都営住宅も建設されるので婦人連の応援もある程度解決される
るのではないかと予測される。

従って現地加エを第１優先に行ない，余じェう漁獲物を漁船漁業の餌料（底釣及びま

ぐろ延縄）及び内地クサヤ原料として出荷する体制で進むべきであると考える。

(3)磯魚建切網漁業

戦前は沖縄の糸満漁夫が２５名，沖縄式追込網漁法で父島周辺において操業していたとの

ことであるが，現在は東京都漁業調整規則で禁止されているので今後操業するならば寄網又

は建物網漁法を行なう他はない。

現在は外敵に追われて湾内に逃込んだ魚群（メアソ）を対象に行なっており，通法は泳ぎ

ながら魚を包囲した垣網をせばめるため，現在の年令層では思うような操業ができず，又戦

前の経験者のみで戦後本漁業を行なってきた者がおらず統制のとれる指揮者もおらず，魚種

もメアソが主体なので漁業として成立つ程のものとは考えられない。操業人員の点，東京市

場の価格等から考えても現時点では内地で操業している漁法を導入する程のことはないと思
われる。

(4)トビウオ流刺網漁業

４４年５月から５月にかけて硫黄島で操業し，１８８１６０尾（６５．８トン）２０６２４７７
円の水揚げをしている。

漁法は運搬船を母船とし，カヌーにより操業したもので，内地（伊豆近海）の操業と比較

すると幼稚なものと想像されるが，戦後初めての経験であり現地に基地もないことから現状

では止むを得ないと`思うが今後逐次能率的に改良し漁獲量を増大させる必要がある。

帰島後の水揚げ中１ケ月の操業で最も多獲された４５年１２月の５６．５トン（ハマダイが

主体）を除き４４年４．５月の水揚げはトビウオのみで５５．０トン（４月），５２８トン（

Ｉ
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５月）漁獲しており平均して高位にあること，回遊魚であること等から有望漁業とみるべきで

あろう。

(5)マグロ延縄漁業

昭和１４年の資料によるとマグロ５７トン，サメ８トン（図Ⅱ参照）を漁獲しており，魚種

は不明であるがかなりのウエイトをしめていたことが判る。サメについては４５年の調査でも

かなり生息していることが判ったが，マグロについては未調査なので不明である。しかし，内

地漁船が冬期相当数小笠原近海で操業していることから，立地条件を有効に利用した活餌（ク

サヤモロ）による延縄漁法で操業すれば好成績が得られるものと予測する。但し，本漁業を行

なうには，季節的にみて危険防止上１５トン以上の漁船で操業すべきである。

タ
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(図Ⅱ）魚種別水揚高（昭和１４年）
タイ類１トン

外

６

その他の魚類

（１９％）

１６６トン

瀞 イワシ0.2トン
－－－￣￣￣￣－－

4-2_LZ／ﾄビウオ

(藻類２トン

／ 貝類５トンその他１８トン
－－￣－－－－￣－－－

(6)カツオ一本釣および曳縄漁業

昭和１４年の資料によると８６トン（図Ⅱ参照）漁獲されており，戦前の大型船（１５

～２０トン）の主漁業であったことがうか蜜えるが，戦後の内地船の大型化，操業隻数の

増加等から考えてこれらの船に太刀打ちすることは困難である。しかし資源的には明るい

見通しなので小型船による曳繩漁法を普及きせ漁獲物を加工に廻せば，クサヤと合せて加

工人夫を有効に利用することができるのではないかと思考される。

内地曳縄漁法を導入して５トン級漁船で操業する場合人員は１～２名で１日平均１００

ｋ,の漁獲は可能と考えられる。

(7)沖サハラ突棒漁業

本漁法は小笠原独自のものであり，突棒の他に曳縄でも漁獲していた。４５～４４年の

東京市場の水揚単･価はk,当り７０～１８０円であるが，魚体が大きいため漁獲量さえまと

まれば採算は成り立つものと推測される。

内地においてはカジキを漁獲するのに電気銘を利用した漁法が開発きれつ畠あるので，

これらの漁具を導入すればより効果的な操業ができるものと思う。
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4．適種漁業と船型

戦前の資料〔昭和１４年（小笠原支庁）－図Ⅱ参照〕によると，年間水揚量が８８２トン，

このうちムロアジが最も多く全体の５２％，次がその他の魚類としてサメ，カジキ，ブリ等

１９％，以下マグロ１６％，サワラ１１％，カツオ１０％，その他にトビウオ，タイ類，貝類，

藻類が少量漁獲されている。

これから推測すると，漁業として盛んであったのはムロアジ棒受網，マグロ延縄刃ま手釣，

カツオ一本釣，サワラ釣又は突棒であり，この他に硫黄島でトビウオ流刺網が操業されていた

と考察される。

これ等を参考に魚の資源量，市場`価値等を考慮した場合，今後の適種漁業は次のようになる

と考えられる。

（適種漁業） 漁期（）内盛漁期

β

iｉｏ

６

吸撫船で５～６人で操

ゴし＿ｎｎＴ人邑､又

釘しカヨ鱗

ソ

あ･刀ユ床ｌ民

少

項tlp下7画I蔓 最も入手困難な時鮮

．等の磯焦

道）K：

大l地に練勢鼎

苗鮭 弓[型１６－７古無 ＦＭ同Ｔ－ｑＣ刀狩

１－

●

土蔵的浅い島后

、-7争曲GE色

＄６～１０月Ｉ昌佶Ｍ$白

趣で漁穗し．練製吊り

４月Ｉ硫黄島盾ＮＬ

h以上の中型艀

剖査なので同漉時期．色蘓は不明でおＺォ６～８

の寳源料力I訳ろと槌
壷ﾗｺﾋﾟ］

－２０２－

漁業種類

ムロアゾ棒受網

漁期

7～１０月

（９月）

内容

５トン級漁船で５～６人で操業する。

但し，加工人員又はクサク原料として出荷等の

見通しが解決後に実施する。

底角一本釣

磯魚釣

周年

（１１～５月）

5～７月

戦前のデータからみると始んど操業されていな

かつたようであるが東京市場･価値からみて，今後

は主漁業の１つにすべきであろう。

現地で漁獲できる餌料が最も入手困難な時期な

ので ９ ササヨ アカハタ，ウメイロ等の磯魚を主

体に釣漁業を行なう。漁獲物は土産物として加工

するか内地に練製品の原料として出荷する方法と，

魚種によっては関西に活魚として出荷する方法が

考えられる。

マグロ（キハダ）

沖サワラ
}釣

8～１２月 比較的浅い島周辺の漁業で回遊して来る魚群を

釣獲するもので鮮魚として東京市場に出荷する。

サメ延縄釣 6～１０月 島周辺に棲するシュモク上 フ ガシラ等

を主体に小型延縄で漁獲し，練製品の原料として

出荷する。

トビウオ流刺網

ナットピ曳網

5～４月

６～８月

硫黄島周辺lこ来遊するオオメナットピを対象に

１５トン級以上の中型船でカヌーを使わず独航で

操業を行なう。

未調査なので回遊時期，魚種は不明であるが，

相当の資源料があると想像されるので奄美大島近
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詞獲物はクサヤCｌ ソレ式土日tｌｂ

瓢居烏周i1JIこ来迩

調船で操

よ'ﾛＷ星薗も多いので和剖６～８PIL

太鉄Ｉ７Ｖｌ式甲鯉 魚獲し．漁獲キ
■山

現地で加工し出荷する。

（適種船型）

上記各種漁業を行なう場合ハルトピ流刺網及びマグロ，サメ延縄漁業を除く各漁業共５～５

ン級の内地型漁船が適種船型と思われる。

戦前はカヌーが主体であり，手軽に操縦でき吃水が浅く安定がよい等の利点もあるが，漁場

の遠隔化耐波性，漁獲物の鮮度保持特に漁業種類を底魚一本釣を主体に考えた場合，カヌーよ

り内地型漁船の方が利用価値が多いと考えられる。

この他に中型～大型船として，トビウオ漁業，冬期マグロ延縄，夏期カツオ釣用として内地

の１５～２０トン級型漁船が適当船と考えられる。

5．組合運営の技術対策

(1)個人操業への切換え

現在は漁業基地施設の不完備のための大型船２隻をチャーターし，これを運搬用，基地冷

蔵用に使い，操業船は組合保有の５トン級漁船９隻を組合員に運航ざせ操業している。給与

は漁獲の多少に拘わらず既定の金額しか支給されていないとのことである。これが優秀技術

者の操業意欲の減退をまねく原因となっていると思われるので，なるぺく早く個人操業に切

換え各船が漁獲高を競うようにし働きに応じた報酬が得られるようにすべきである。

(2)帰島希望者の早期促進

現在の現地受入体制の問題もあるが，帰島希望者は昨年第１陣で帰島した漁民（５８名）

の成果を見ている状態である。この内には優秀技術者も多数いると思われるが，これらの人

達は「個人操業に切替えられたら」とその時期を待っているようである。組合員数もふえ，

漁船も増加すれば当然水湯も増加するのであるから操業人員の増加による組合の健全財政樹
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立のためにも希望者は早期に帰島できる様な体制にすべきである。

(3)漁獲物の販売方法の改善

現在は運搬船を２隻組合でチャーターし，交互に東京市場に運搬しているが，このチャー

ター料も組合運営の健全化に逆行しているようである。現在製氷施設は完備され，冷蔵庫を

建設中であるが冷蔵庫が完成された時点でチャーターは取止とし島しょの運搬専門船と契約

し漁獲物のみ協同出荷する体制に切換えるべきである。

なお，当地の磯魚類をみると関西市場向きのものが多いようである。関西市場に出荷する

場合活魚を主体にする必要があるが幸い活魚生醤を設置する場所に恵まれているので，活魚

運搬業者と話し合いこの方面の研究もすべきである。

－１：。

~

6．漁港施設の完備と高度利用

現在製氷施設が出来上り冷蔵庫の建設仁か凸っているが，この施設を漁協所属船にのみ利用

させるのでなく他県船にも利用ざれ収入の増大をはかるべきである。

当地の地理的条件から考えて内地小・中型船の中継基地となる可能性は十分考えられるので，

上記施設の他に重油タンク給水施設等を完備し内地漁船からも収入を得られるようにすれば組

合運営にも大きなプラスになるものと考えられる。

Z組合の購売事業

現時点では，各事業とも自営の型となっているため必需品はすべて組合で支給しているが，

近い将来自由操業となった時には，釣具，網，作業者，合羽，重油，ガソリン，等漁業に必要

な品は勿論，出来得ればそれ以外の日常生活品も含めた品も扱う購売事業部を設け，この方面

からも漁協の信用を得るとともに収入をはかるべきである。 に
曇
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